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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第二十五章　土の神






　以前、救済出来なかった世界イクスフォリアを救うことになった私リスタルテと聖せい哉やだったが、イクスフォリアに来てからは降って湧いたような災難の連続。

　狼男のせいで向こう見ずになった聖哉がどうにか元に戻ったと思いきや、魔王すら凌しのぐ能力値を持つ獣皇グランドレオンが登場。神界で禁じ手である狂戦士化を会得、グランドレオンを倒して、安あん堵どしたのも束の間。今度は『機皇兵団』と呼ばれる魔導兵器キリング・マシン数万体からなる兵力を有する機皇オクセリオが現れると告げられた。

　新たな強敵の出現に、私は女神であることも忘れて戦せん慄りつするが、それでも私が召喚したありえないほど慎重な勇者、竜りゆう宮ぐう院いん聖哉は平静を保っていた。そして、いつものように神界に戻り、準備をすると言い放ったのだ。

「準備!?　この状況でターマインから離れるというのか!!」

　聖哉が神界に帰ると聞いて、ターマイン王国の元将軍ジョンデが喚わめき立てた。背が高く、体格も良いが肌の色は土のよう。髪は縮れて伸ばし放題、目は落ちくぼんでいる。グランドレオンがターマインを支配していた時、玩がん具ぐとしてアンデッド状態にされてしまったのだ。

　私は憤るジョンデ将軍に、神界は時間の流れが遅く、実際イクスフォリアでは一時間も経たないうちに帰れることを伝える。すると、何とか納得してくれたようだった。

　そしてジョンデは急に真面目な顔になって私を見詰める。

「ならば女神様。神界に帰る前にやって欲しいことがある」

「えっ？　やって欲しいことって？」

「俺を……死なせて欲しいのだ」

「ジョンデ！　お前、一体何を？」

　私が人間だった時の母親、カーミラ王妃が声を上げるが、ジョンデはにこりと笑う。

「王妃。アンデッドになってしまった人間はもはやどんな術や道具を用いようが、元に戻ることは出来ません。それどころか、いつ理性を失い、周りの人間を襲うかも知れないのです」

　王妃も私も言葉を失っていた。

　──でもだからって、こんな立派な将軍を死なせるなんて……！

「神界の女神様の力で、天に召されるのなら本望です」

　微笑むジョンデ。私はどうしていいか分からなくて聖哉を見る。すると聖哉はこくりと頷うなずき、当然のように言う。

「うむ。こうしている間にも理性を失うかも知れん。すぐに昇天させた方が良い」

　──!!　酷ひどっ!?

　流石にジョンデも眉み間けんにシワを寄せた。

「お前に言われると無性にイラつくが……まぁ、その通りだ。女神様。ひと思いにやってくれ」

「本当に……いいの？」

　ジョンデが頷く。王妃も決心したのだろう。真しん摯しな顔で私に「お願いします」と頭を下げて来た。その後、王妃はジョンデに向き直る。

「ジョンデ……今までターマインの為にありがとうございました」

「カーミラ王妃。私は天から常とこしえにターマインの復興を見守っております」

　悲しい別れに私の目頭が熱くなる。だけど、泣いてなんていられない！　私だって女神！　ジョンデ将軍の決意に応える為、痛みなくスムーズに天国に昇天させなければ！

　私はジョンデの額に手を当てる。

「それでは今からジョンデ将軍の魂を天に還します！」

　そうして私は治癒の力を発動する。聖なる治癒魔法はアンデッドにはダメージとなる。手を当てたジョンデの顔から白い煙が出て来た。

　……チリチリ、チリチリ。

　ジョンデの顔が苦く悶もんに満ちていく。




　……三分後。やがてたまらなくなったのか、ジョンデが口を開いた。

「め、女神様……！　出来ることなら、一気にやってくれると助かるのだが……！」

「ええ！　分かってるわ！」

　な、何やってんのよ、私っ！　もっとパワーを全開にしなきゃダメでしょ！　掛かる時間が長ければ長いほどジョンデ将軍は苦しいんだから！

　私は深呼吸してから、カッと目を見開いた。

　ウオオオオオッ、燃え上がれ私の小宇宙!!　出でよ、全開ウルトラ女神力メガミツク・パワー!!

　……チリチリ、チリチリ。チリチリリ。

　しかし聖なる光は直径三センチ程のまま広がらず、ジョンデの額のみを焼いた。

　遂にジョンデが髪の毛を搔かきむしった。

「もうイヤだァァァ!!　痛すぎるゥゥゥ!!　虫眼鏡で日光、集めて炙あぶられてるみたい!!」

「ご、ごめんなさい!!」

　今の私の制限された神力では、ジョンデを昇天させるのに数時間は掛かりそうだった。聖哉が「やれやれ」と言いながら、ジョンデに近付く。

「仕方がない。俺がエンドレス・フォール無限落下で地底のマグマまで叩たたき落おとしてやろう」

「!?　昇天するどころか地獄に落ちそう!!　お前に殺されるのだけは絶対にイヤだ!!」

　すると聖哉は大きな溜ため息いきを吐き出す。

「これ以上は時間のロスだ。とりあえずコイツはこのまま、しばらく放置しよう。だが、もしも理性を失った時の為、強力な土蛇を巻き付けておく」

　ジョンデは両手、両足、首にアクセサリーのように土蛇を巻き付けられた。

　不愉快極まりないといった表情のジョンデの肩に王妃が手を乗せる。

「ふふふ。ジョンデ。もうしばらくの間、よろしくお願いしますね」

「は……はい！」
















　私のせいで微妙な結果になっちゃったけど……それでも王妃とジョンデ将軍の楽しげな顔を見ると、ほんのちょっぴり嬉うれしかった。

　そして私と聖哉は門を潜り、神界に戻ったのだった。




　統一神界の広場に出た後、早速聖哉に尋ねてみる。

「それで聖哉。機皇兵団に対抗する準備って？」

「今回は新たな特技を身に付けるというよりは、今ある能力を最大限に引き出したい。つまり土魔法の完全なる熟達だ」

「ってことは……土の神？」

「そうだ。知っているなら早速、修行を開始したい」

　火、水、土など自然五行の神は神界でもメジャーな存在であり、土の男神ボロス様には何度か会ったことがあった。神界にいる男神の多くは筋骨隆々だが、ボロス様は女神の私でさえ溜め息が出る程、美しく整った顔立ちの瘦そう身しんの男神だった。

　広場より少し歩けば美しい神界の花畑が見えてくる。

　よく晴れた空の下、麦わら帽子から鳶とび色いろの髪を覗のぞかせて、土の男神ボロス様はじょうろで色とりどりの花々に水をあげていた。

「ボロス様。こんにちは」

「こんにちは。リスタルテ君。今日はとてもいい天気だね」

　爽さわやかな笑顔で私に挨あい拶さつした後、花に目を向ける。

「花は良い。見ていると心が癒されるよ」

　愛おしげに花を眺める横顔を見て、私の胸はキュンとした。

　ああ……やっぱりボロス様は素敵な男神だわ！

　しかし私が聖哉に土魔法を教えて欲しいと告げると、ボロス様は首をかしげた。

「見たところ、勇者君は既に土魔法に精通している様子だけど？」

　確かに聖哉の土魔法は現時点でもハイレベル。『土魔法の完全なる熟達』と言っていたが、一体これ以上何を学びたいのだろう？

　聖哉がボロス様に近寄り、口を開く。

「端的に言えば、土蛇よりも強力なモンスターの生成だ。色々やってみたが、俺一人では難しかった。土の神のお前なら可能だろう？」

「ああ、勿もち論ろん。『土』を極めれば『岩』になるんだ。岩系モンスターの生成を覚えれば、土蛇より遙かに強いゴーレムなどのモンスターが作れるだろうね」

「ゴーレム!!　そっか、聖哉!!　それで作ったモンスターの大群を機皇兵団と戦わせようって訳ね!!」

「うむ。その通りだ」

　私達はボロス様を見詰める。やがて土の男神はにこりと微笑んだ。

「勇者君の現状のレベルから考えて、習得は充分に可能だよ。ただ岩系モンスター生成は土魔法の中でも最高難度。一朝一夕にはいかないと思う」

「ダメだ。なるべく早く頼みたい」

　いつもの流れだったので、今回、私は先にボロス様に言っておくことにした。

「ええっと、ボロス様！　この勇者ってば凄すごいんです！　何日も掛かるって神技もすぐに覚えちゃうの！　だから、」

　そこまで言うと、ボロス様は私の言葉を遮った。

「その勇者君のことは聞いているよ。難度ＳＳダブルエス世界の救済を任された稀まれに見る逸材。普通なら一ヶ月必要なところも、今日、明日にでも覚えてしまうのかも知れないね」

「だ、だったら！」

「違うんだ。これは僕の問題なんだよ」

「えっ？」

　そしてボロス様は少し困った顔をした。

「実は僕には時間制限があるんだ。正午から夕暮れまでが僕が活動出来る限界なんだよ」

　ボロス様は空の太陽を眺める。

「すぐに日が暮れる。今日は後二時間程しか自由に行動出来ないんだ」

「何故だ？　どうして時間に制限がある？」

「すまないが理由は教えられない」

「俺達は世界を救わなければならん。統一神界にいる神は人間に協力するものだろう？」

「本当に……申し訳ない」

　辛そうに頭を下げるボロス様。私はそんなボロス様をかばった。

「せ、聖哉!!　悪いよ!!　きっと色々、深い理由があるんだよ!!」

　しばらく無言の聖哉だったが、

「まぁ……いいだろう。なら今日は後二時間みっちり、教えて貰もらうとしよう」

「分かったよ。では早速、始めよう」

　こうして時間制限付きの修行が始まったのだった。




　クールな格かつ好こう良よさを持つ聖哉と、優しげなイケメン男神ボロス様とのコンビは目の保養になる。ずっと眺めていたい気持ちを堪え、修行の邪魔にならないように、私は花畑から離れることにした。

　──けど確かに時間制限って、おかしいわよね。ボロス様って色白でヒョロっとしてるし、もしかして『病弱』とか？　で、でも神様にそんなのってあるかなあ？

　そして広場に戻ると、馴な染じみの顔の元へと向かう。

『カフェ・ド・セルセウス』のガーデンテーブルで椅子に腰掛ける先輩女神のアリアドアと軍神アデネラ様、コーヒーを運ぶ剣神セルセウスを見ると、神界に帰って来たという実感が湧いて、笑みが零れた。

「アリア！　ただいま！」

「リスタ！」

　アリアが駆け寄り、抱きついてくる。

「無事でよかった！　神界に帰ってこられたってことは六ろく芒ぼう星せい破邪が成功して、ターマインを解放出来たのね！」

「う、うん。えぇと、まぁその、どうにかこうにか……」

　実際、六芒星破邪は私のせいで失敗した。歯切れの悪い私を見かねたのか、アデネラ様がコーヒーを勧めてくれた。

「まぁ、と、とにかく、飲め。お、おいしくもなく、まずくもない、つ、つまらなくて、どうしようもないコーヒーだが」

「オォイ!!　何でそういうこと言うんだよ!!　一生懸命、淹れてるのに!!」

　カップに口を付けて飲んでみる。そんなに酷くはない。

「セルセウス！　このコーヒー、悪くないわ！　『おいしいインスタントコーヒー』って感じよ！」

「お、おう、そうか……って、高級豆から挽ひいてるのに何でインスタントの味なんだよ!!」

　憤るセルセウスだったが、アリアが私に尋ねてくる。

「ねえ、リスタ。それより、聖哉は？」

「ん。今は土の神ボロス様に教えて貰ってるわ」

「……ボロス、か」

　沈黙したアリアに一抹の不安を覚えた。

「えっ!?　だ、大丈夫よね!?　また変な神だったりしないよね!?」

「え、ええ。ボロスに関しては妙な噂は聞かないわ。だけど、ちょっと変わったことがあって……ボロスって絶対に夜は姿を見せないのよね……」

「あ。やっぱりそうなんだ」

「本人だけのルールみたいなのがあるのかも。修行するなら、それは守ってあげてね」

「うん！　分かった！」

　私は席を立つ。そして聖哉の夕飯を作る為、食堂に向かった。

　──時間制限付きの修行だけど、アリアも言う通り、土の神ボロス様は普通の男神！　変態女神ミティス様や戦神ゼトに比べれば、全然問題ないわよね！

　……私はその時、そう思っていたのでした。








第二十六章　イケメン・ブレイクダウン






　聖せい哉やの為にサンドイッチをこしらえて、気が付けばもう夕方近く。私は急いで神界の花畑へと向かった。

　歩いていると、花畑から少し離れたところで聖哉とボロス様が何やら言い合うのが聞こえる。

「聖哉君。今日はもう終わりにしよう」

「もっとやりたいのだが」

「夕刻までと言ったじゃないか」

「体の調子が悪い訳でもあるまい。続けよう」

「だ、ダメだよ」

「やろう」

「イヤだ」

「後一時間だけやろう」

「無理だって」

「三十分だけやろう」

「勘弁してくれよ……」

　し、しつこい!!　まるでホステスに言い寄るサラリーマンのよう!!

　断られても一向に引かない聖哉だったが、不意に、

「う……うううううっ！」

　ボロス様が口元を手で押さえて唸うなった。私はもう黙って見ていられない。ボロス様に駆け寄り、かばうように両手を広げる。

「聖哉!!　ダメだって!!　ボロス様、苦しそうじゃない!!」

　そして私はボロス様を振り返る。

「大丈夫ですか、ボロス様？」

　その時だった。

「近寄るなあああああああああああ!!」

「!!　ヒィッ!?」

　優しげなボロス様とは思えない叫び声に私は吃きつ驚きようした。ボロス様は取り乱したことに気付くと、私に頭を下げて来た。

「す、すまない。今日は調子が悪いんだ。続きはまた明日……」

　そして口元に手を当てたまま、足早に歩き去っていってしまった。




　ボロス様がいなくなってから、私は聖哉を叱る。

「ちょっと聖哉！　酷いよ！　夕方までの約束だったんじゃないの？」

　だが、反省の色など全く無いようで、聖哉は聖哉でイライラしていた。

「むう。消化不良だ。一日中、ブッ続けでやりたいのに……」

　そして私に冷めた視線を送る。

「仕方ない。リスタ。お前は先に帰っていろ。俺は此処ここでさっきの練習を元に、土魔法を独自に練り上げる」

「わ、分かったわよ……」

　ワンマンな勇者だが、土魔法熟練がイクスフォリア救済に必要なのは事実。私はこれ以上、小言を言うのを止め、花畑から立ち去ったのだった。




　翌日の昼。

　いつものように召喚の間を寝床にしている聖哉に、おにぎりを握って持って行く。その時も念を押しておく。

「ねえ。今日はボロス様に無理させちゃあダメだからね？」

「いや。昨日の遅れを取り戻したい。今日中に習得してやる」

「もう！　今からみっちりやっても夕方まで数時間しかないんだよ！　いくら何でも無理よ！」

「案ずるな。俺に策がある」

「さ、策って一体？　せ、聖哉？」

　多くを語らず、神殿をツカツカと歩く自信満々な勇者に、私は不安しか感じなかった。




「お、おはよう。聖哉君……」

　昨日強引に迫られたせいか、ボロス様は聖哉を見て、顔を引き攣つらせていた。

　スルーして『では早速やるぞ』などと言うかと思ったら、何と聖哉は気まずそうに頭を下げた。

「昨日はすまなかった。世界を救う為とはいえ、少し焦りすぎたようだ。今日はお前のペースでやろう。時間もきっちり夕刻までだ」

「「え？」」

　ボロス様も私も驚く。こんな殊勝な聖哉は珍しい。いやまぁ、殊勝というか普通なだけなんだけど……。

「そ、そうかい！　それを聞いて安心したよ！」

「うむ。では夕方までよろしく頼む。その前に、」

　聖哉は辺りを見回す。

「今日は実際に岩系モンスターの生成を学びたい。だが、ゴーレムなどを作って、手入れされたこの美しい花畑を荒らしたくはない」

　そして聖哉はボロス様に近寄り、肩を叩たたく。

「……ケイブ・アロング移動式洞窟」

　ボロス様と聖哉の体が徐々に地中に沈んでゆく。

「ちょ、ちょっと待ってよ、聖哉！」

　私も聖哉に駆け寄り、一緒にケイブ・アロング移動式洞窟の中に侵入した。




　……地下に潜って驚いた。内部はいつもの狭い空間ではない。グランドレオンとの戦い、そして昨日の修行を経て、聖哉の土魔法は既にパワーアップしているのだろう。半径十メートル以上ある巨大な空間が広がっていた。聖哉は歩きながら、あちこちの土壁に魔光石を埋めていく。お陰で辺りは、ほの明るくなった。

「此処なら、いくらモンスターを生成しても大丈夫だ」

　しかしボロス様の顔色は冴さえない。

「花畑のことを考えてくれてありがとう。でも聖哉君。此処には太陽がないから、どのくらい時間が経ったか分からないよ……」

「心配ない。あそこに時計を置いてある」

　聖哉の指の先。薄暗い洞どう窟くつの中、丸時計が土壁に立て掛けられていた。

　──な、何だか怪しいわね……。

　私は聖哉の性格から何かあるのではないかと疑うが、ボロス様は純粋な男神なのだろう。

「それなら安心だね！」

　無む垢くな笑顔を見せていた。




　そうして修行が始まった。ボロス様が土中から三メートルを超えるゴーレムを生成する。全身が岩で出来た屈強なモンスターである。聖哉も真似しようとするが、地中から出せたのはゴーレムの腕だけ。まだ全身を生成することは出来ないようだ。

「それでも素晴らしいよ！　こんなに早くゴーレムを形作れるなんて！」

　ボロス様が聖哉を褒め称えていた。その後、何度も何度もチャレンジし、やっとまともなゴーレムが作られた……と思いきや、すぐにガラガラと崩れてしまう。ボロス様が言っていた通り、岩系モンスター生成は最大難度。聖哉といえども、すぐには習得出来ないようだ。




　……一体、どのくらい失敗を繰り返しただろう。ボロス様がソワソワとし始めた。

「あの、聖哉君。時間は大丈夫かな？」

　しかし聖哉は無表情で時計を指さす。

「心配ない。まだ二時だ」

　時計の針は午後二時を少し過ぎたところである。ボロス様が安あん堵どした表情を見せる。

「そうかい！　よかった！」




　……更に時間は過ぎた。聖哉はどうにかゴーレムの生成を覚えたようだ。今度はそれを二体三体と作ろうとするが、大量生産はなかなか難しいようである。どうしても三体以上はゴーレムを増やせない。

　そんな折、ふとボロス様が聖哉に尋ねる。

「聖哉君。時間は？」

「心配ない。まだ二時だ」

「よかった！」

　確かに時計の針を見ると、二時半にもなっていなかった……いなかったが……。

　──いや、ちょっとコレ、おかしくない!?

　流石にあれから一時間以上は経過している筈はず！　なのに時計の針は殆ほとんど動いていない！

　──な、なるほど!!　ほんの少しずつしか動かない時計……これが聖哉の策か!!　でもこんなのすぐに気付かれるわよ!!

　しかし。

「聖哉君。時間は大丈夫だろうか？」

「まだまだ二時だ」

「よかった！」

「聖哉君。時間は？」

「依然、二時だ」

「ああ、よかった！」

　エンドレスな二時が繰り返されても、ボロス様は気付く様子はなかった。

「聖哉君に教えるのは楽しいね！」

　どうやらボロス様は少し興奮しているらしい。まぁ、何でもすぐに吸収し、覚えていく聖哉は、教え甲が斐いのある生徒のようなものである。熱中しているので、時間の経過に気付かないのだろう。

　それでも、私の体内時計では既に夕刻を過ぎようとしていた。こっそり聖哉に近付き、耳打ちする。

「ね、ねえ。このまま続けて大丈夫なの？」

「構わん。今は土魔法の習得が最優先だ」

「でも……」

「イクスフォリアを救う為だ」

「う、うん……」




　……終わらない二時の中、修行は延々と続けられた。やがて、ゴーレム五十体を整列させ、壮観な光景を眺めながら、聖哉が大きく頷うなずいた。

「うむ。かなり熟達した。もう修行はいいだろう」

「せ、聖哉！　なら早く地上に上がりましょう！」

　聖哉はケイブ・アロング移動式洞窟を解除する。聖哉と私、ボロス様の体は地中からせり上がり、そして……私は愕がく然ぜんとした。

　頭上には二つの神界の月！　満天の星が輝いている！

　おそるおそるボロス様を見れば、ガクガクと膝ひざを震わせていた！

「こ、こ、こんな!!　もう夜になってしまっている……!!」

　そんなボロス様に聖哉は悪びれもせず言う。

「時間制限だの何だの言っていたが、やれば出来たではないか」

　顔面蒼そう白はくのボロス様を見て、

　──あれっ!?

　私は少し違和感を覚えた。

　薄暗いケイブ・アロング移動式洞窟の中ではよく見えなかった。しかし今。夜空に輝く神界の二つの月はボロス様の顔を明るく照らしている。何と、ボロス様の口元には、立派な口ヒゲが現れていた！

「え!!　ボロス様って、ヒゲなんて生えてましたっけ!?」

　驚いて尋ねた次の瞬間、

「ウ……ウッオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　野太い大声でボロス様が叫んだ！

「なっ!?」

　そして私は、目の前で起きる光景に絶句する！　ボロス様の口元のヒゲはニョキニョキと伸び、瞬く間に仙人のような長いヒゲになる！　また腕や脚、そして着ている服の胸の間からもモサモサとした黒い毛が大量に溢あふれ出た！

「!!　ボロス様が急に、モジャモジャになったァ!?」

　驚いてそう叫ぶと、優しかったボロス様は、ギョロリと私を睨ねめ付つけた。

「見ぃたなあああああああああああ……!!」

　恨めしい声をヒゲに隠れた口から発する！
















「ぼ、ボロス様!!　これは一体!?」

　しばらく私と聖哉を睨にらんでいたボロス様は、遂に開き直ったように笑った。

「ククク……。僕はね、男神ホルモンバランスがおかしくて、夜になれば体毛がこのように急激に生えてきてしまうのさ。見ての通り、顔のヒゲ、腕毛、スネ毛、胸毛は勿もち論ろん、指毛や耳毛、更には尻しり毛までボーボーにね……」

「し、尻毛まで……！　だ、だから修行は夕方までって言ってたんですか！」

「そうさ。そして夜から明け方まではずっと、ムダ毛の処理に当てているんだ。脱毛剤なんかじゃ間に合わないから、除草剤を顔から下の全身にブッかけるという荒療治で、ね」

「!?　荒療治の域、超えてますよ!!　除草剤とか体にかけちゃダメですって!!」

「黙れ！　僕はそんな血の滲にじむような努力をして、この美しい顔と肉体を保っているんだ！」

　除草剤を脱毛に使うというクレイジーすぎる男神ボロス様は、夜空を見上げながら呟つぶやく。

「僕がこんなに毛深い神だということは、統一神界ではイシスター様しか知らないんだ。今までず[image: ][image: ][image: ][image: ]っと隠してきたからね。ククク……それなのに全く、君達は……」

　な、何だかヤバい感じがするわ！　土魔法も熟達したし、面倒くさいことになる前に早くこの場から立ち去らなければっ！

「ボロス様！　それじゃあ私達、失礼します！　土魔法を教えてくれてありがとうございました！」

　笑顔で聖哉の背中を押して立ち去ろうとしたが、

「ちょい待てや、コラァァァァァァァァァ!!」

　モジャモジャの黒い固まりが凄すさまじい形相で私達の前に立ちふさがった。

「おめえら、何帰ろうとしてんだ!?　『ありがとうございました』じゃねえべや!!　寝言は寝てから言えっつうの!!」

「ヒイッ!?　体毛も、言葉の訛なまりも凄すごい!?」

　ボロス様はもはや優しげなイケメン男神ではなく、毛むくじゃらの地方のオッサンだった。私はとにかく頭を下げる。

「す、すいません!!　この事は決して誰にも言いませんから!!」

「いんや！　オラのこの姿を見たからには、おめえらを一生花畑から出す訳にはいかねえべ！」

「そ、そんな！　私達にはイクスフォリアを救うという使命があるんです！」

「そげなこと、オラの知ったこっちゃあねえべさ!!」

　胡う乱ろんなボロス様の目を見て、戦せん慄りつする。

　──こ、この神も全然まともじゃなかった!!　ってか変な神、多すぎ!!　一体どうなってるの、統一神界は!?

　しかし聖哉は動じず、ボロス様を見据えていた。

「……おい。そこの『ＵＭＡユーマ』」

「!?　だ、誰が謎の未確認生物だべ!!」

「お前だ。土魔法を教えてくれたことには感謝する。だがリスタの言う通り、俺達はイクスフォリアを救わねばならん。花畑でＵＭＡユーマと、じゃれ合っている暇はない」

「ば、馬鹿にしくさって……！　許さねえ……もう、ぜってえ許さねえべや……！」

　言った途端、私達の周囲の土がせり上がる！　土中から突如、出現した巨大な岩の壁が私達をぐるりと囲う！

「岩壁で囲まれちゃった！　どうしよう、聖哉？」

　だが！　既に聖哉はボロス様に向かって突進している！

「ほほー。岩壁に目もくれず、術者であるオラに向かってくるだか。流石、いいセンスしてるべなあ」

　そして聖哉がボロス様に到達！　ボロス様の肩に触れる！

　──こ、コレは！　ジョンデ将軍みたいに土魔法でボロス様を埋める気なんだわ！

　しかしボロス様は微動だにしない！

「あぁん？　土の神であるこのオラに土魔法？　そりゃあ愚かすぎるべさ！　オラの土魔法耐性はマックス！　おめえの魔法なんて、ちっとも効かねえべ！」

「ほう。ならば少し本気を出そう」

　ボロス様の肩に手を触れたまま、そう言った途端、

　ボッコーン!!

「何ィィィィィ!?」

　叫び声を上げながら、ボロス様の足首が土に埋まった！

「な、何て威力だべ!!　土魔法耐性マックスのオラの足さ、埋めるなんて!!」

「俺達を囲う岩壁を解除しろ」

　それでもボロス様はニヤリと笑う。

「この花畑はオラのテリトリー!!　辺り一帯の土壌には既にオラの力が発動しているだ!!　おめえに勝ち目はねえだよ!!」

「む……」

　ズブリ！

　ボロス様は聖哉に触れてもいない！　なのに、聖哉の両足首が地中に埋まった！

「せ、聖哉!!」

　その間にボロス様は自らの足を地面から引き抜く。

「ハーッハッハッハ!!　形勢逆転だんべ！」

　毛深い男神が勝ち誇ったように笑いながら、足の自由を奪われた聖哉のもとへと近付いていく。

「おめえは此処ここで一生、花畑を管理する毎日を送るんだべ!!」

　だが、その時。

　ゴッスーン!!

　もの凄い音がして、

「……はっぐう？」

　ボロス様の足はまたも地面にめり込んでいた！　見れば、脳天に聖哉のげんこつが突き刺さっている！

　一瞬、白目を剝むいたボロス様だったが、

「そ、そげな一撃……たいしたことねえだ!!」

　またも即座に地面から足を引き抜くと、動けない聖哉の背後に回り込む！

「お、おめえは本当にもう何が何でも絶対に許さねえべ!!　朝から晩まで馬車馬のようにガーデニングに打ち込んで貰もらうかんな!!」

　だが、聖哉の背後に近付いたボロス様の動きが止まった。

「……ほっへぇっ？」

　ボロス様の土魔法で未だ聖哉の足は埋まったままだった。それでも聖哉はノールックで背後へと伸ばしたプラチナソードの鞘さやをボロス様の脳天に打ち下ろしていた！　更に、金かな槌づちのように何度も叩たたき付ける！

「フン」

　ボロス様の太ふと股ももまで埋まる！

「フンッ」

　ボロス様の腰まで埋まる！

　そうして聖哉は大きく深呼吸する。

「……いくぞ。最大魔力だ」

　呟くや否や、渾こん身しんの力で鞘をボロス様に叩き付けた！

　ボッゴ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン!!

「あいたああああああああああああああああああ!?」

　……雄叫びのようなボロス様の絶叫！　しかし気付けば、ボロス様の姿はない！　い、いや、よく見ると、おでこだけが地上に出ている！

　私達を囲っていた岩壁が解除された。足を地面から引き抜き、土つち埃ぼこりを払う聖哉に駆け寄る。

「せ、聖哉!!　ボロス様、大丈夫!?　例によって、おでこしか出てないけど!?」

「アンデッド同様、神は死なない。大丈夫だ」

「で、でも！」

　聖哉はボロス様に構うことなく、満足げに自らの手の平を眺めていた。

「うむ。岩系モンスターの大量生産に成功。更には『強力な土耐性を持つＵＭＡユーマ』ですら生き埋めに出来る程、土魔法は熟達した……」

「いや、だから『ＵＭＡユーマ』て!!」

　そして聖哉は土の上に僅わずかに出たボロス様の頭部を足で踏み付けながら、神界の美しい月に視線を投げつつ、髪の毛を搔かき上げる。




「レディ・パーフェクトリー準備は完全に整つた」

「!?　踏んでる!!　聖哉!!　デコ、踏んでるよ!?」








第二十七章　新王国建設






　イクスフォリアへの門を出そうとした私に聖せい哉やが注文を付けた。ターマインではなくガルバノに門を出せ、と言うのだ。

　言われた通り、ガルバノに通じる門を出す。おそるおそる門を開いて中を覗のぞくが、どうやら辺りに獣人はいないようだ。

「聖哉。希望の灯火リトルライトの皆に、ブノゲオスとグランドレオンをやっつけたことを教えるんだよね？」

「それもあるが、ガルバノの現状を見たかった。今後、此処はターマインに次ぐ重要な拠点になるからな」

「拠点？」

　聖哉は屈んで、足下の土に手を当てた。すぐに地面が隆起し、土の中から目覚めたかのようにゴーレムの巨体が這はい上がる。あっという間に聖哉は十体のゴーレムを生成した。

「……残っている獣人がいたら掃討しろ」

　ゴーレムは無言で頷うなずくと、ノシノシと歩き出した。




　久し振りに地下集落『希望の灯火』に着くと、住人達が私と聖哉の周りに集まってくる。その中には集落のリーダー、ブラットもいた。

　神妙な顔のブラットに私は笑顔で親指を立てる。

「お、おい。ってことは、まさかブノゲオスを……？」

「ええ、倒したわ！　ついでにこの大陸を支配していたグランドレオンもね！」

「マジかよ……！　グランドレオンまで……！」

　しばしの沈黙の後、住人達から大きな歓声が上がる。気付けば土魔法で地下にこの集落を作った少女アイヒもいて、目に涙を溜ためていた。

「勇者様……ありがとうございます……！」

　それでも聖哉はいつものように淡々とした調子で言う。

「だからと言ってすぐに地上に上がろうとするな。ラドラル大陸の南にも大陸があり、そこに強大な敵が住んでいるのだろう？」

「はい。怨えん皇こうセレモニク──海を挟んだ南の大陸クレスを支配し、強力な呪術を使うといわれる怪物です」

　二人の会話を聞いて、私は驚く。

　──え！　そ、そんな敵もいるんだ！　知らなかった！

　イクスフォリアの内情に関しては、本来なら聖哉より私の方が詳しく調べておかなければならないのに……と密かに反省する。

「今までこの地ラドラルはグランドレオンが統治していた。だが、グランドレオンが倒れたと知れば海を渡って侵攻してくる可能性は充分にある。そこでお前達が取る選択は二つ。集落ごとターマインに引っ越すか、またはしばらくこのまま地下生活を続けるか、だ」

　アイヒは黙って希望の灯火の皆を見回した。ブラットがアイヒの視線に気付く。

「俺は此処に残るぜ。ガルバノは俺の故郷だからな」

　ブラットの言葉に老若男女、皆、頷いた。

「住み慣れた土地が一番じゃ」

「今までずっと地下で暮らしてたんだし、もうしばらく暮らすのも余裕だよ」

　ブラットが聖哉に近付く。

「それに……お前なら、すぐに怨えん皇こうセレモニクも倒してくれるんだろ？」

　そう言いながら、聖哉の胸を拳こぶしでトンと軽く叩いた。

　それはブラットなりの感謝の表現なのかも知れなかった。




　希望の灯火の皆と別れ、門を出して、ターマインの王妃の旧家に出る。すぐにジョンデ将軍が駆け寄って来た。

「もう帰って来たのか。予想以上に早かったな」

　すると、聖哉はいきなりジョンデの頭を拳で『パカッ』と殴る。

「!!　何すんだ、お前!?」

「理性がまだあるかどうか、確かめたのだ」

「あるわ!!　普通に喋しやべってただろが!!」

　騒ぎを聞きつけ、カーミラ王妃と護衛の兵士達も旧家から出てくる。聖哉は周りを見渡した後で宣言する。

「それでは今から機皇兵団用の本格的な対策を実施する」

「生半可な対策など通用しないぞ！」

　頭を殴られたジョンデが聖哉を睨ねめ付つけた。

「いいか！　バラクダ大陸を治めていたエルノーク城は優秀な歩兵と弓兵を多数揃えた堅固な城だった！　それでも機皇兵団に攻められ、たった一夜にして壊滅したのだ！」

「た、たった一晩で!?」

　驚いて叫ぶと、ジョンデは私の方を見る。

「エルノーク城の壊滅に一夜。バラクダ大陸全土の掌握に三日だったと聞いています」

「三日で全土掌握……！　ど、どんな力があれば、そんなことが可能なのよ……？」

「数万体のキリング・マシンを手足の如く操る統率力──他にも機皇オクセリオには何か恐ろしい秘密があるのかも知れませんな」

　いくら土魔法を極めたからと言って、そんな話を聞くと不安が込み上げてくる。

　聖哉も私同様、今のジョンデの話を聞いていた筈はずだが、まるで意に介さない様子で事前にターマインに放っておいた土蛇を集めていた。数百匹の土蛇が足下にウジャウジャ集まり、ウネウネと動いている。

　全く物言わぬ土蛇達だが、聖哉には言葉が分かるようで「うん、うん」と頷いていた。シュールな光景だったが、やがて土蛇が土中へと戻っていく。

「よし。もうターマイン内に獣人は一人も残っていないようだ」

「あ。それを確かめてたんだ？」

「敵を懐に残したまま、内を固める訳にはいかんからな」

「内を固めるって？」

「これからターマインを囲う」

　聖哉が手を前方に伸ばす。視線は遙か先、町の外れを眺めている。

「……グレイト・アイアンウォール万里鉄壁」

　呟つぶやいた途端、ゴゴゴゴゴと地鳴りが響く！　同時に足下がグラついて、私と王妃、そしてジョンデが尻しり餅もちをついた！

「な、何？」

　最初に気付いたのはジョンデだった。

「アレを見ろ!!」

　ジョンデの指の先……高さ数十メートルもある巨大な岩壁が、遠く離れた町境に現れていた！

　地鳴りが止み、私は辺りを見回す。何と見渡す限り三百六十度、岩壁が囲っている！

「な、なななな……！」

　私とジョンデが絶句する。

「グレイト・アイアンウォール万里鉄壁は高さ五十メートル、厚さ一メートルの城壁だ。そして硬度は鋼鉄と相違ない。たとえ攻撃力三十万を超える敵の攻撃でも穴を開けるのは容易ではないだろう」

　──こ、硬度も凄すごいけど……それよりこの広大なターマインをすっぽり囲っちゃうなんて!!

　地下に集落を作った土魔法の使い手アイヒも類い希なる才能を持った魔法使いだった。だが、聖哉は土の神との修行でアイヒを遙はるかに凌りよう駕がしてしまったようだ。

「壁は簡単に上ってこられないように外側に向かって反らしてある。問題は空からの攻撃だが……」

　聖哉は次に、火炎系の魔法戦士に職業転換した後、オートマティック・フェニックス鳳凰自動追撃を十数基、空に放つ。

「希望の灯火のように、ターマインごと地下に潜れば上空からの攻撃に完かん璧ぺきに対処出来るが、日光が遮断されるなどの問題も多い。とりあえず現状はこれで良しとしよう」

　今まで言葉を失っていたジョンデが、どうにか口を開く。

「というか……機皇兵団には飛行する形態の敵はいないと聞いているぞ？」

「確かに空を飛ぶ敵が現存するなら、既にターマインは襲われているかも知れん。だが、戦況は刻々と変化している。今はいなくとも、敵がいつ飛行タイプの製造に成功するか分からん」

「か、考えすぎだと思うがなあ……」

　聖哉は土の魔法戦士にジョブチェンジした。そして前方に手を伸ばす。またしても地鳴りがした。

「せ、聖哉？　今度は何をしたの？」

「先程張った岩壁の向こうに更なる岩壁を張った」

「外壁を二重にしたって訳!?」

「そうだ」

　私も王妃もジョンデも聖哉の用心深さに半ば呆あきれ「あはは」と笑っていたが、やがて笑えなくなる。

　……聖哉が二重の壁の向こうにも壁を作り出したからだ。

「おいおいおい！　グレイト・アイアンウォール万里鉄壁の硬度は鋼鉄と変わらないんだろ？」

「作れるだけ作る。その方がより安全だ」

「し、しかし、あまりに壁を張ると、見張り塔から外の様子が分かりにくくなるぞ？」

「その為の土蛇だ。既に壁の外、また各壁の間に忍ばせてある。土蛇の目は俺の目とリンクしている。戦況把握に問題はない」

　……五重の壁を作った後、ようやく聖哉が一息ついた。

「それでは次にゴーレムを生成する」

　まさにその時だった。今まで聖哉を傍観していた民衆の中から、こちらに駆け寄る者達がいた。ローブをまとった女性と鎧よろいを着た戦士が私達の前に躍り出る。

「失礼します！　私はシャロワ！　勇者様、どうか私の魔法をお役に立ててください！」

「俺はプレスコってんだ！　俺の腕力もなかなかのもんだぜ！」

　その二人の後ろにも沢山のターマインの住民がいた。獣人に虐げられていたのか、怪我を負った者も多数いるが、それでも皆の目は輝いていた。

　──す、すごい!!　仲間がどんどん増えてくるわ!!

　ターマインが獣人に支配されたことを聖哉のせいにする者もいるだろう。しかし、中にはこのように過去は過去として、グランドレオンを倒してくれた聖哉に感謝し、力を貸してくれる者もいるのだ。私はそのことに、いたく感激していた。

　そして……聖哉は集まってくれた皆を見回すと、こう言った。

「全然いらん」

「!?　ウォォォォォイ!!」

　私は大声で叫ぶ。

「せっかく集まってくれたのに、そりゃないでしょ!!」

「相手は魔力で動き続ける機械だ。食事、睡眠を取らず、延々と攻撃してくるだろう。そんな相手に対抗するのに、人間であること自体が不利なのだ」

「そ、そうかも知れないけど、それでも何か役に立つことがある筈よ！」

　すると聖哉はこくりと頷く。

「では、農作業だ。しばらくの間、誰もターマインから出られない。よって、希望の灯火のように自給自足しうる体制を整えることが急務となる。ということで皆、農業に励め」

　しかしプレスコと名乗った戦士タイプの男が異を唱える。

「いや！　俺は機皇兵団と戦うことで、この力を役立てたいのだ！」

「お前は一週間飲まず食わず、睡眠無しの状態で元気いっぱい戦えるのか？」

「ぐっ！　そ、そんな状態で元気いっぱいは流石に無理だが……！」

「そうだろう。ならば農作業をしろ」

「わ、私の火炎魔法なら、」

「いらん。農作業に使え」

「ぼ、僕の弓矢で敵を遠くから、」

「いらん。農業に勤いそしめ」

　誰に何を言われても頑なに農業を勧めてくる聖哉は、まるで『頑固な農家のおじさん』のようであった。頑固おじさんに愛想が尽きたのか、やがて協力しようとしていた住民達は微妙なテンションで踵きびすを返し、私達のもとから去っていった。

「せ、聖哉……!!　だ、誰もいなくなっちゃったけど……!?」

「問題ない。それでは今からゴーレムの生成を行う」

　意にも介さず、地中からゴーレムを生成する勇者を見て、大きな溜ため息いきを吐く私だったが、

「ま、まぁ、無駄な人死にを避ける意味でいいかも知れないよ？　勇者様なりにきっと気を遣ってくれたんだよ！」

「そうかなあ……」

　王妃はフォローするが、聖哉は惚ほれ惚ぼれとした目つきで自らが作ったゴーレムを眺めていた。

「ゴーレムは良い。体内にあるコアを破壊されない限り、半永久的に稼働する。仮にイクスフォリアにいる全ての生物が滅んでも動き続けるだろう」

「い、イヤなこと言わないでよ……！」

「それにゴーレムは人間のように勝手な行動をしない。更に俺が作ったのだから決して裏切ることがない。ゴーレムは良い」

「もう!!　さっきの人達だって、きっと裏切らないよ!!」

「そうかも知れん。だが、ゴーレムはそれよりもっと圧倒的に裏切らない。ゴーレムは良い」

　ゴーレムへの絶対的な信頼に私はもう何も言えなかった。




　聖哉はその後も延々とゴーレムを作り続けた。しばらくすれば辺り一面、ゴーレムで埋め尽くされていく。

　横に二十体並んだゴーレムが三十列を超えた。流石に六百体ものゴーレムを見て、ジョンデが聖哉に尋ねる。

「お、おい。一体どれだけ作る気なんだ？」

「敵が数でくるのなら、こちらも数で対抗せねばならん。機皇兵団が数万なら、こちらも数万のゴーレムを生成するまでだ」

「!!　数万体も作るのか!?　ターマインがゴーレム王国になっちまうぞ!!」

「それがどうした。俺のいた世界では羊の数が人間より多い国がある。人間よりゴーレムが多くても何の問題もない」

「い、いや、でも、だって……！」

　腑ふに落おちない表情のジョンデに王妃が微笑む。

「ジョンデ。数万のゴーレム達がずっとターマインに滞在する訳じゃない。勇者様は、このゴーレム軍団を使って北の大地に攻め込むつもりなんだよ」

「あ、ああ……なるほど。そういうことですか」

　しかし聖哉は王妃に言う。

「いいや。俺はしばらくターマインから出るつもりはないが？」

「えええっ!?　攻め込まないのかい!?　だったら、数万のゴーレムは!?」

「全てのゴーレムは侵攻してくる敵を迎撃することにのみ使用する。北の機皇兵団に加え、南の怨えん皇こうセレモニク。この二つに同時に対処しなければならん。最悪、挟撃されることも考えられる」

「き、機皇にしても怨えん皇こうにしても、流石に相互には連絡を取り合ってないんじゃないかね？」

「ブノゲオスが遠く離れたグランドレオンと水晶玉で会話していた前例がある。挟撃の可能性が僅わずかでもある限り、此処ここは一切動かず、籠ろう城じようの一手だ。そしてターマインの準備が一区切り付いたら、次はガルバノに向かう。ガルバノ近辺には土魔法で要よう塞さいを築き、南の怨えん皇こうからの脅威に事前に対応する」

　王妃が啞あ然ぜんとした後、呟く。

「こ、こりゃあ、たまげたねえ……！」

　ジョンデもごくりと唾つばを飲む。

「な、仲間を取らず、全部自分一人でこしらえたゴーレムを使う……そして充分な戦力があるのにも拘わらず籠城する……こ、これが勇者のやることなのか？」

　城に籠こもり、準備だけを整えて、敵の侵攻をひたすら待とうとする勇者を見て、ジョンデは勿もち論ろん、王妃ですら驚きを隠せないようだった。








第二十八章　襲来






　あれから三日が過ぎた今も、聖せい哉やは昼夜を問わずゴーレムの生成を続けていた。

「……兵士からの報告によれば、ゴーレムの総数は遂に二万体を超えたらしい」

　ジョンデが苦笑しながら言った。私も眼下に広がる雲うん霞かの如きゴーレムを見て、同じように苦笑いする。

　私とジョンデは見張り塔の天辺からターマインを見下ろしていた。王妃がグランドレオンに捕らえられていた例の塔だが、今は内部に兵士達も常駐しており、目の利く兵を配置して監視に当たらせている。塔の頂上からは聖哉が町境に張った五重の岩壁も俯ふ瞰かん出来た。聖哉は一番外の壁の向こうにゴーレムをぐるりと二千体程、配置し、よりターマインの守りを強化しているようだった。

　外壁に目を凝らしながらジョンデが呟く。

「最初は、やり過ぎかと思ったが……よくよく考えると、これはアイツなりの気持ちなのかも知れませんな」

「気持ち、って？」

「世界を救えなかった……ターマインも滅ぼされた……だから今度こそは、このように慎重に準備をして世界を救おうとしている……」

　あれだけ聖哉に色々酷いことをされながらも冷静に分析しているジョンデに、私は少し驚いた。

「いやまぁ俺自身、そう思おうとしているだけです。そうとでも考えなければ、やってられませんからな」

「あははは。確かに」

　私が笑うとジョンデは顔を引き締める。

「だが……女神様。俺が心の底から奴を許せる日はきっと来ないでしょう。ティアナ姫を救えなかった奴を……」

　ジョンデは忠義ある将軍である。王女のことを思うのは当然かも知れないが、それでもティアナ姫に対して格別の思い入れがあるような気がした。

「ねえ、ジョンデ将軍。ティアナ姫とアナタはどういう関係だったの？」

「姫には小さい頃から剣術を教えました。剣の素質はなかったのですが、それでも一生懸命に稽けい古こする姫は本当に愛くるしかったものです」

　──ふーん。じゃあ前世の私は、この人にお世話になってたのね……って、全然覚えてないけど……。

「それに幼い頃はよく肩車などして差し上げた。姫はいつも明るく、まるで花のように可か憐れんな存在だった……」

　昔を思い出すようにティアナ姫のことを喜々として語るジョンデ。その顔を見て、私はふと気付く。

「ジョンデ……アナタひょっとして……ティアナ姫のことを？」

　私の言葉にギョッとした顔を一瞬見せた後、ジョンデは辺りを見回した。近くに人のいないことを確認してから、

「女神様に隠し事は出来ませんなあ」

　土気色の頰を僅かに赤く染め、ぼそりと言う。

「ええ。愛していました。世界中の誰よりも」

「……ジョンデ」

　私はジョンデの肩に手を当ててから言う。

「あの……気持ち悪いよ？　だってティアナ姫とアナタって、メチャメチャ年、離れてるよね？　あとそれから……ごめん。ちょっとタイプじゃないかな。うん。気持ちはすごく嬉うれしいんだけど……」

「!?　いや何で俺、気持ち悪いとか言われた挙げ句に振られてんの!?　そもそもアンタにゃ告ってねえけど!?」

　その時、一人の兵士が血相を変えて私達に近寄って来た。

「報告！　報告です！」

「うるせえな!!　何だよ、もう!!」

　不機嫌に返事したジョンデだが、

「北の方角に敵影を発見致しました！」

「……何だと？」

　咄とつ嗟さに私もジョンデも顔色を変える。そして揃そろって北に目を向けた。

　人間より視力の良い私の目に映るのは、隊列をなし、こちらに向かって侵攻する人型魔導兵器の群れだった。

　頑強そうなメタルのボディが日光を反射している。頭部には赤い光源の一つ目が輝き、人間のように二足歩行。手にはサーベルのような剣を装備。それらが大挙してこちらに押し寄せて来る。

「機皇兵団……！　遂に来たか……！」

　ジョンデが片腕を上げると、兵士が塔に備えられていた鐘を大きく打ち鳴らした。

「町の人間には家に籠もり、決して外に出ないように言っておけ！」

　兵士に指示するジョンデ。私も慌ててジョンデに言う。

「わ、私、聖哉のところに行ってくる！　このことを教えなきゃ！」

　だが塔を下りようとした時、既に階段を上ってくる聖哉の姿が見えた。

「ああっ、聖哉！　ちょうど良かった！　機皇兵団が現れたのよ！」

「土蛇からの情報で、とうに知っている。だからこそ此処に来た。塔の上からの方が状況を俯瞰しやすいからな」

　聖哉は全く慌てず、塔の頂上まで来ると目を細めて、外壁に迫る機皇兵団を見た。

　機皇兵団の数は思ったよりは少ない。千体もないのではないだろうか。しかもターマインをぐるりと取り囲もうとしている訳ではなく、北の方角のみに固まって行進している。敵にしても、本当にグランドレオンが倒されたのか定かではないだろうし、ここは様子見の第一陣ということなのだろうか。

　ジョンデが聖哉に提案する。

「外側の壁を守っているゴーレム達を全て北方に呼び寄せ、キリング・マシンを包囲してしまえばどうだ？」

「ダメだ。北からの攻撃は陽動かも知れん。ゴーレムは動かさず、そのまま待機。機皇兵団の攻撃には元々、配置していたゴーレムのみで対処する」

「むう……」

　聖哉の言い分にも一理あると思ったのか、ジョンデはそれ以上、何も言わなかった。

　機械らしく一糸乱れぬ編隊で機皇兵団は壁にと邁まい進しんする。そしてその壁の前に立たち塞ふさがるのは聖哉が作ったゴーレム達だ。

　互いに人間ではないので、躊ちゆう躇ちよなどない。呆気あつけないくらいに唐突に双方はぶつかり、戦いの火ひ蓋ぶたが切られた。聖哉の作ったゴーレムと魔導兵器『キリング・マシン』との初めての戦闘が開始されたのだ。

　──だ、大丈夫よ!!　きっとゴーレムが、あっという間に一網打尽にしてくれるわ!!

　大きく腕を引いてキリング・マシンに殴りかかろうとするゴーレム。対して、サーベルを抜き、ゴーレムに飛び掛かるキリング・マシン。そして……。

「ええっ!?」

　私の目に映ったのは予想外の光景！

　ゴーレムの攻撃をひらりとかわしたキリング・マシン達は、ハイエナが動きの鈍い草食動物を捕食するように、一体のゴーレムに対し、三体以上で襲いかかる！

　体力のあるゴーレムだが、流石に前後左右から攻撃されてはたまらない。サーベルで手足を斬り付けられ、ゴーレムは地面に倒れ伏す。やがて体内のコアを破壊されたのだろう。ゴーレムは土塊に還った。

「お、おい！　やられちまったぞ！」

　ジョンデも私も愕がく然ぜんとする。そして、このような光景は至る所で目撃された。勿論、ゴーレムの攻撃がヒットし、キリング・マシンを倒すこともあるが、それより多対一の攻撃戦法でやられていくゴーレムの方が圧倒的に多い。

　更に目を覆いたくなるような現実が押し寄せる。

　遠く離れたこの見張り塔まで届く振動と轟ごう音おん！　見張り塔にいる兵が悲鳴のような声で報告する！

「北方の壁の一部が破損！　キリング・マシン達に突破されました！」

「う、噓でしょ!?　こんなに早く!?」

「ゴーレム達も押されるように退却しています！」

　──グレイト・アイアンウォール万里鉄壁が簡単に破壊されるなんて!!

　ジョンデが歯を食い縛る。

「何と言うことだ……！　これが機皇兵団……！」

　こ、このままじゃ、第二の壁、第三の壁も突破される！　そして、機皇兵団はターマインに到達！　民衆が虐殺される！

　私は狼狽うろたえる。だが……損壊した穴を抜け、キリング・マシン達が第二の壁に向かい、雪崩れ込もうとした刹せつ那な、

『ズウゥゥゥゥゥン!!』

　地を揺るがす凄すさまじい音がした！　見ると、音のあった方向から土煙が上がっている！

「ええっ!?」

　私もジョンデも、また見張り塔の兵士達も何が起きたのか分からない。そんな中、聖哉がぼそりと呟つぶやく。

「……落とし穴だ。第一の壁と第二の壁の間に仕掛けていた」

　聖哉を振り返ると、片手を北方に伸ばしていた。

「リペア・アイアンウォール鉄壁再生……」

　言うや否や、遠く離れた町境で、キリング・マシンに突破された壁の穴が瞬時に修復する！

「き、機皇兵団が修復された壁によって分断されました！」

　兵士の言う通り、落とし穴に落とされたキリング・マシン数百体と、第一の壁の修復によって後続の部隊とが分かたれていた。いつの間にか落とし穴は塞がり、平地と化している。

　聖哉の仕掛けたトラップにより、ほぼ三分の一のキリング・マシンを生き埋めに出来た訳だが、それでもジョンデの顔は厳しい。

「壁を再生しても、一いち時じ凌しのぎにしかならん！　奴らまた、修復された壁を破壊して突入してくるぞ！」

　ジョンデの言うように、外壁の向こうにいるキリング・マシン達は再度、壁を壊そうと攻撃を続けている。だが……今度は壁はビクともしない！

「ど、どうして？　さっきは簡単に突破されたのに？」

　私は狐につままれたようになって聖哉に尋ねる。

「先程、突破された壁はあえて脆もろくしてあった。そして現在、本来の硬度に戻したという訳だ」

「はあっ!?　一体何の為に!?」

　聖哉は答えず、踵きびすを返して、塔から下りようとした。

「聖哉!?　待って!!　何処に行くの!?」

「今日はここまでだ」

「ここまで、って!?　壁の向こうにはまだキリング・マシン達がいるわ!!　どうすんのよ!?」

「問題ない」

　修復された壁に穴を開けるのは無理と考えたキリング・マシン達が、互いに山のように積み重なり、壁の頂上を目指そうとしている……が、第一の壁は外側に向かい反らされた形状の為、上ることが出来ない。そして土台を作ることに夢中になっているキリング・マシン達を横からゴーレムが追撃する。

「ええっ……!!」

　その様子を見て、私はまたも吃きつ驚きようする。今まで能力で劣ると思われていたゴーレム達がキリング・マシンを圧倒していた。ゴーレムにまとわりつこうとするが両腕を軽く振るうだけでキリング・マシンが吹き飛び、ひしゃげ、地面にくずおれる！

「あれがゴーレム本来の力だ。十分もあれば掃討する」

　ジョンデも私同様、困惑していたのだろう。塔から去ろうとする聖哉の肩を摑つかみ、詰め寄った。

「お、おい！　説明しろ！　全く意味が分からんぞ！」

　……ゴーレムの実力を隠した上で、壁を脆くし、キリング・マシンにあえて突破させ、落とし穴に入れた後で壁を再生する──た、確かに全く意味が分からない！

「説明しろというのに！　今さっき、お前が取った行動は一体何なんだ？」

　しつこくジョンデに聞かれ、聖哉は面倒くさそうに言う。

「より確実なる勝利の為、落とし穴によって捕獲したキリング・マシンをこれから分析、研究する。以上だ」








第二十九章　分析と発見






　町外れに向かう聖せい哉やの後をジョンデと一緒に追った。

　途中でジョンデが愚痴るように言う。

「大体、分析ってのは強敵を相手にするもんだろ。本気のゴーレムはキリング・マシンを圧倒していたじゃないか。どうして、わざわざ……？」

　聖哉は答えず、ただ鼻を摘んだ。

「少し離れろ。ゾンビ臭い」

「ぐうっ!!」

　あーあ、相変わらず酷いなあ。でもまぁ確かにジョンデってアンデッドだから、ちょっと腐臭がするもんね。仕方ないか……なんて思っていると聖哉はしかめ面のまま、私を眺めていた。

「お前も離れろ。ゾンビ臭い」

「!!　私、ゾンビじゃないけど!?」

　……二人して不満な顔をしつつ、少し離れて聖哉の後ろを歩いていると、ターマインを囲う巨大な壁に辿たどり着つく。五重に張られた壁の一番内側に当たる部分だ。

　岩壁を前にするや、聖哉が呟く。

「ケイブ・アロング移動式洞窟」

　置いていかれないように、私もジョンデも聖哉に寄り添い、地下へと潜ったのだった。




「……な、何だ此処ここは？」

　ジョンデがケイブ・アロング移動式洞窟で出来た洞どう窟くつを見て、声を上げる。聖哉は半径五メートル程の洞窟内を魔光石で明るくした後、しばらく地中を歩いた。

　──でも、どうしてこんな場所でケイブ・アロング移動式洞窟を使ったのかしら？

　不思議に思っていると、聖哉は立ち止まり、目前の土壁に近付いて手を当てる。

「クリア・ウォール可視土壁」

　その途端、私達の前にあった土壁が透過する。眼前に広がった光景を見て、

「ひいぃぃぃっ!?」

　私は絶叫してしまう！　目の前にウジャウジャとキリング・マシン達が現れたからだ！

　壁一枚を隔てた向こうは、私達が今いる洞窟の何倍もの広さ。そこで数百体のキリング・マシン達が、ひしめき合っていた。

「コレってば落とし穴に落としたキリング・マシン!?　ってか、大丈夫なの!?　襲いかかって来たりしない!?」

「この壁は地上を透過するクリア・シーリング可視天井の応用だ。例によって向こうからこちらは見えない。それに透過している壁の厚さは二メートルある。簡単には入ってこられない」

　説明しつつ、聖哉は私達がいる洞窟の四隅に土蛇を突き刺し始めた。

「な、何やってんの？」

「この洞窟内に特殊な土蛇を備え付けた。これで向こう側の洞窟の音声を聞ける。ちなみに低音域から高音域までカバーし、臨場感ある立体的なサウンドを演出する」

　い、いるかしら、その機能……！　変なところにこだわりがあるのね……！

　そして聖哉は、更に胸元から取り出した一匹の土蛇を口元に運び、

「あー、あー、あー」

　まるでマイクのように発声練習した。すると、隣の洞窟のキリング・マシン達が、ざわざわし始める。どうやら聖哉の声が向こうに伝わっているらしい。

「ギギギギッ!!」

「ガギギグギッ!!」

　不快な音を発しながら、キリング・マシン達は唸うなり始めた。

「あー、静粛に。静粛に」

「ギギガーギギー!!」

　その後、聖哉が何を言ってもキリング・マシン達は唸るだけだった。

「せ、聖哉!!　サラウンドで唸り声しか聞こえないけど!?」

「うむ。どうやら人語を解さないらしい。せっかくハイクオリティなスピーカーにしたのに意味がなかったな」

　コミュニケーションが取れないと判明した後、聖哉はキリング・マシン達をじっと眺め始めた。能力透視をしているのだろう。私も同じように能力透視を発動してみる。





キリング・マシン

Ｌｖ：20

ＨＰ：１３８９５４　ＭＰ：０

攻撃力：８５１２１　防御力：９８６５４　素早さ：８５７４２

耐性：雷・火・水・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・呪い・即死・眠り・状態異常

特殊スキル：魔王の加護（Ｌｖ：ＭＡＸ）

特技：イヴル・レーザー邪光線






　グランドレオンに仕える獣皇隊のステータスがこのくらいだったろうか。実際、聖哉にしてみれば大した敵ではないのだろうが、問題はそれが数万体もいることだ。

「とりあえず試験体として、こうして多数のキリング・マシンを捕まえた訳だが……能力値は皆全て同じだな」

　聖哉の言う通り、視界に映るキリング・マシン達は体力、攻撃力、防御力など、まるでコピー＆ペーストしたように完全に同じ数値である。

「ところで聖哉。ゴーレムの能力値はどうなってるの？　さっき私、能力透視しようとしたけど見られなかったよ？」

「ゴーレムには一体一体、偽装フエイクを施してある。まぁ、全ての面でキリング・マシンを上回るとだけ言っておこう」

「だから、上回っているのに、どうして分析するんだよ？」

　ぼやくジョンデに対し、

「……今後の為だ」

　とだけ言って、聖哉はキリング・マシン達の分析を始めた。

「機械にも拘わらず水耐性や雷耐性があるな。弱点があればゴーレムに属性付加しようと思っていたが……ふむ」

　どこから取り出したのか、藁わら半ばん紙しとペンを出して、スラスラとメモを取っている。

　その様子を見て、ジョンデが呆あきれた顔をした。

「な、何だか勇ましくねえなあ。本当に勇者なのかよ。学者の間違いじゃないのか……」

　確かに研究者みたいだわ、と思っていると、

「一匹、個室に入れて、より詳しく分析しよう」

　聖哉は隣の土壁に手を当てた。壁が透過し、見ると、小さめの洞窟に既に一体のキリング・マシンが隔離されている。聖哉がパチンと指を鳴らすと、その洞窟の上部から沢山の土蛇が落ちて来た。

「ギギギギッ！」

　即座にキリング・マシンが反応。サーベルで土蛇を斬り裂いていたが、やがて顔面から光線のようなものを射出。土蛇を焼き殺す。

「今のが特技『イヴル・レーザー邪光線』だな。目から魔力を凝縮した光線を出すのか。最初の壁に短時間で穴を開けたのは、この特技によるものだろう」

　聖哉がまた指を鳴らす。するとキリング・マシンの足下が隆起。ゴーレムが一体現れた。

　今度は土蛇のようにはいかない。ゴーレムは暴れるキリング・マシンを押さえつけると、凄すさまじいパワーの拳こぶしを叩たたき付けた……。

「頭部破壊で活動停止。その後、十分経過しても、再生する気配は無し」

　活動停止したキリング・マシン。それでも、ジ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッと、壊れたキリング・マシンを眺め続ける聖哉に、ジョンデがイライラした様子で言う。

「なぁ、いつまで見てんだよ！　流石にもう再生しないだろ！」

「いや。そう思って油断した瞬間、蘇よみがえり、襲いかかってくるかも知れん」

「でも聖哉！　そもそもステータスに『再生』のスキルはないよ？」

「ステータスは参考程度。実際にこの目で見て確かめるまでは安心出来ない」




　……三十分近く眺めて、ようやく納得したのだろう。聖哉がメモを取る手を止めた……途端、またも指を鳴らす。すると活動停止したキリング・マシンの頭上に火炎が降り注いだ。

「火の耐性はあるようだが……どうにか頑張ったら燃えないだろうか？」

「い、意味が分からん!!　燃やしたところでどうすんだよ!?」

　ジョンデを無視し「この後は水をかけてみよう」と、分析と実験を続けるマッドサイエンティスト。いつしか私達は言葉を失っていた。




　……更に三十分経過。聖哉がメモを取る手を止めた。

「よし。もう分析はいいだろう」

「ようやく終わったか！　それで、残った大量のキリング・マシンはどうするんだ？」

「もはや用はない。今から破壊する」

「どうせ、お前のことだから自ら戦いには行かないんだろ？　複数のゴーレムでも洞窟にブチ込むつもりか？」

「いや、もっと手っ取り早く一掃する」

　例の如く聖哉が指を鳴らすと、キリング・マシン達がひしめく広い洞窟の上部から、直径一メートルはある岩石が落下して来た。

「な、何よ、アレ!?」

　ギョロリとした目！　裂けた口！　何と岩石には顔があった！

「ゴーレムだけでなく、他の岩系モンスターの生成にも成功している。破壊術式、火炎魔法、そして土魔法との合わせ技で生まれた『ばくだんロック』だ。多数のキリング・マシン達を閉じこめたのは分析に加え、このモンスターの威力を試したかったからでもある」

「……ギイイイイイ!!」

　突如、降って来た岩石モンスターにキリング・マシン達は一斉に攻撃を仕掛ける。だがその刹せつ那な、

『ドォォォォォン!!』

　目も眩くらむ閃せん光こうと轟ごう音おん！　隣の洞窟とこちらとは厚い壁で隔離されている筈はずなのに、それでも衝撃で私は尻しり餅もちをついた。

　改めて洞窟を窺うかがうと、ばくだんロックを攻撃したキリング・マシン達は無惨にもバラバラになっている。

「じ、自爆したの!?」

「そうだ。一定量の攻撃を与えると爆発する。そして……予想通りの凄まじい威力だ。十数体を一瞬で粉々にしたぞ」

　洞窟上部から新たな、ばくだんロックがバラバラと降ってくる。キリング・マシン達は一斉にばくだんロックに襲いかかる。そしてダメージを喰らった途端、またも大爆発！

　キリング・マシン達に高度な知能はないのだろう。『攻撃を加えれば自爆する』というばくだんロックの特性が分からないらしい。仲間達が吹き飛んでも、ばくだんロックに攻撃を続け、そしてそれはまた新たな爆発を生んだ。

「更に直径を大きくしたばくだんロックの生成に成功すれば、より広範囲での爆発が期待出来る。だが、あまりにばくだんロックを大きくすると、ターマインもろとも大爆発してしまうだろう」

「おい!!　ふざけんなよ、お前!!」

　ジョンデが聞き捨てならない台詞に激怒した。うん……そりゃまぁ怒るよね……。

　やがて、爆発によりキリング・マシン達が半数になったところで、聖哉は、ばくだんロックの投下を一時中断。またもメモを取り出した。

「ま、また分析し出したわ……！」

　遂にジョンデが洞窟内に寝そべった。

「もう知らん!!　俺は寝る!!」




　……一体、どのくらいの時間が過ぎただろうか。ジョンデが眠り、聖哉のペンが走る音だけがする。私もやることがなく、ただボーッとキリング・マシン達のいる洞窟を見るともなく眺めていたのだが、

　──あら。何かしら、アレ？

　私が《それ》に気付いたのは偶然だった。一体のキリング・マシンが広い洞窟の端で震えるように体を振動させていたのだ。

　私は寝ているジョンデの肩を揺さぶる。

「……んん？　ああ……遂に終わったのか」

「いや、まだだけど」

「!!　噓だろ!?　まだやってんの!?　マジで病気だな、アイツ!!」

「そ、それより、アレ見てよ！　あのキリング・マシン、おかしくない？」

　ジョンデは私が指さすキリング・マシンを一いち瞥べつする。

「確かに挙動はおかしいが……まぁ、落とし穴に落とされたショックで壊れたんじゃないか？」

　ジョンデは大して興味を示さなかったが、気になった私は能力透視を発動してみた。








キリング・マシン

Ｌｖ：20

ＨＰ：１３８９５４／１３８９５４　ＭＰ：０　攻撃力：８５１２１　防御力：９８６５４……









　──違う。体力は減ってないわ。壊れてる訳じゃない。なのにどうして？

　その時。能力値を眺めていた私は不意に気付く。

　ステータスの最後にこんな文言が記されていた。




『性格：優しい』




　えええっ!!　あ、あのキリング・マシン……『性格』がある!?








第三十章　おかしな機械






「ねえ、聖せい哉や！　あのキリング・マシン、他のと違うよ！　性格が『優しい』って、なってる！」

「む……」

　バラバラになったキリング・マシンの残ざん骸がいを眺めつつ、メモを取っていた聖哉は、しばらく黙ってそのキリング・マシンを見詰めた。

「どうやら残ったキリング・マシンの中で、性格があるのはコイツだけのようだな」

「コレって、どういうことなんだろ？」

「工場で同じ機械を大量生産すれば、万に一つくらいの確率で出来損ないが混じることもある。コイツがそうなのだろう」

　そして聖哉は視線をキリング・マシンの残骸へ戻し、メモ取りを再開した。

　──あれっ!?　たった、それだけ!?

　一瞬、聖哉らしくないと思った。だがよくよく考えれば、聖哉は戦闘に役立つ情報のみを収集しているのだろう。『出来損ない』のキリング・マシンなどに興味はないようだ。

　やがて聖哉がペンを置く。

「よし。これで全ての分析は終了した」

「やっと終わったか!!」

　ジョンデが心底嬉うれしそうな顔を見せた。

「うむ。それでは最後の大掃除といくか」

　そして聖哉の合図で大量のばくだんロックがキリング・マシン達の洞どう窟くつに降り注ぐ。

　ばくだんロックに襲いかかるキリング・マシン。広い洞窟のあちらこちらで爆発が起きた。

　そんな中。私の視線は、洞窟の隅でガタガタと体を揺らし続けるキリング・マシンに注がれていた。

「聖哉……あのキリング・マシン、やっぱり震えてるよ……」

「だから何だ？」

「いや、だから、その……何だか、ちょっと可哀想じゃない？」

「魔導兵器が、か？」

「……うん」

　聖哉もジョンデも半ば呆れたような顔で私を見た。それでも、洞窟の隅で体を震わせるキリング・マシンが、戦火に怯おびえる小さな子供のように思えてしまう。

　つまらなそうに、そのキリング・マシンを一瞥した聖哉だったが、

「『性格を有する魔導兵器』か。まぁ、確かに貴重なサンプルかも知れん。念の為に隔離しておくか……」

　震えるキリング・マシンの立っている地面に穴が開くや、姿が消える。程なくして、キリング・マシンは隣の小さな洞窟に排出された。同時に、ばくだんロックが残りのキリング・マシン達を一斉爆破する。まさに間一髪だった。

　隔離された小さな洞窟でキリング・マシンは状況が分からずキョロキョロしていた。しかし、頭上から一体のばくだんロックが『ズシン』と落ちてくると、驚いて腰を抜かしたように地面にへたり込んだ。私も同じように驚く。

「ばくだんロック!?　どうして!?　貴重なサンプルって言ったじゃない!!」

「実験だ。もしアイツに高度な知能があれば、ばくだんロックを攻撃しない筈だ」

　私達は二体のモンスターを見詰めるが、やはりキリング・マシンは怯えたように震えるのみで攻撃したりはしなかった。

「聖哉。あの子、攻撃しないよ。だって『優しい』んだもの」

「本当にそうだろうか？」

　聖哉が指を鳴らす。すると驚くことに、ばくだんロックが口を大きく歪ゆがめて笑った。

「オイ、オメー……！　ボサッとしてねえで攻撃してこいよ？」

　野太い声を発する岩石に私は仰天する。

「喋しやべった!?　ばくだんロックが喋ったわ!!」

「攻撃してこない相手に対しては、どうしても攻撃したくなるような仕様にしてある」

　聖哉の言った意味はすぐに理解出来た。ばくだんロックは癪しやくに障る笑みを浮かべながら話し続けた。

「おい、やってみろよ、このポンコツがよォー！　オメー、まさか突っ立ってるだけで何も出来ねえんじゃねーだろーな、バカヤロー！　オラオラ、やってみろってんだよォー！　どーせお前なんか、何をやっても無駄だろうけどよ！　ヒヒッ、このマヌケ！」

　私の横でジョンデが拳こぶしを握りしめていた。

「な、何と、腹の立つ……！」

「確かにウザい！　ウザすぎるわ！　無性に殴ってやりたくなるっ……！」

　その後もばくだんロックは煽あおり言葉を繰り返したり、キリング・マシンの周りを踊るように転がり続けたりして、ウザさを増し続けた。

　私とジョンデが憤然と歯を食い縛っていた、まさにその時、

「き……ま……せん……」

　何かが聞こえた。ばくだんロックの胴どう間ま声ごえではない。

　次の瞬間、

「出来ませんっ!!」

　少女のような甲高い声が洞窟内に響く！

　──ま、まさか……？　いや、間違いないわ！　この声は、あのキリング・マシンの……！

「ほう。喋れるタイプもいたのか」

　聖哉が指を鳴らすと、ウザいばくだんロックは地中に沈むようにして消えた。

　狭い洞窟に一体だけ取り残されたキリング・マシン。聖哉がマイク代わりの土蛇を口元に運ぶ。

「おい、お前」
















　聖哉の声が、向こうの洞窟に響いたのだろう。キリング・マシンは辺りを窺いながら人語を発する。

「こ……こんにちは」

　本当に年端もいかない女の子のような声だった。

「どうして、お前はばくだんロックを攻撃しなかった？」

「だ、だって……あの岩を攻撃すると爆発してしまいますし……それに、そもそも私、攻撃なんて……」

　キリング・マシンは自ら進んで話し始めた。

「私……今日も『人間達を殺せ』って言われて来たんですけど、実際、生き物を殺すなんてそんな恐ろしいこと出来なくて……」

　──ほ、本当に優しいんだ……！　変な魔導兵器ね……！

　見かけは他のキリング・マシンと全く同じ。それでもあどけない声を聞いていると、何だか可愛く思えてくる。

　しかし聖哉はそんなことには全然興味がないようだ。聞きたいことだけを端的に尋ねる。

「お前のように喋れるタイプは他にどのくらいいる？」

「い、いえ。多分、お父様以外は……」

「お父様？」

「あっ、機皇オクセリオ様のことです。お父様以外は喋れないと思います。……あのう、なのにどうして私は喋れるのでしょう？」

「知るか」

「……すいません」

　少し項垂れたキリング・マシンは、だが、すぐに顔を上げて弾んだ声を出す。

「でも私！　今、お喋り出来るのがとても嬉しくって！　私以外のキリング・マシンの皆さんはいくら話しかけても『ギギギ』とか『ガギガギ』としか言わなかったので！　だから、こうして私なんかと会話してくれて、本当に本当にありがとうございますっ！」

「黙れ。それより機皇オクセリオについて、もっと詳しく話せ」

「は、はい。ごめんなさい。すいませんでした……」

　──つ、冷たっ!?　もう、どっちが機械だか分かんないわね!!

「お父様の外見はですね、えぇと、腕が四本、足も四本あって、それから、あの……」

　その後も聖哉はキリング・マシンに色々尋ねていたが、あまり有益な情報は得られなかったようだ。淡泊な表情で言う。

「もういい。質問は以上だ」

「……何だかお役に立てなくて、すみません」

　聖哉がマイクから口を離す。

　私は狭い洞窟に一人取り残されたキリング・マシンを眺めていたが、地中から急に顔を覗のぞかせたデスミミズを見て、

「キャア!?」

　と叫んで、慌てていた。その様子が微笑ましくて何だか笑ってしまう。

　だが、聖哉はそんなキリング・マシンに絶対零度の眼差しを向けていた。

「怪しい奴だ。機皇オクセリオの仕向けた刺客ではないだろうか？」

「し、刺客？　あの子が？」

「そうだ。ワザと間抜けな振りをして俺達の隙を狙っているのかも知れん」

「でも隙を狙うも何も、私が偶然気付かなかったら、ばくだんロックに破壊されてたじゃない？」

「……ふむ」

　聖哉は少し考えていたが、

「どちらにせよ、後こう顧この憂いは断っておいた方が良い。やはり解体するか」

「ええっ!?　そんな!!」

　私はジョンデの肩を揺する。

「ちょっとジョンデ！　何とか言ってよ！」

「いや俺も別に異論はないぞ？　何せそいつは魔王の作ったモンスターなんだからな」

「いくら魔王が作ったからって、中には良いモンスターだっているかも知れないわ！」

「どうだかな。俺はターマインで多くの獣人共を見て来たが、一体としてまともな奴などいなかったぞ」

「何よ!!　ジョンデは別に『悪いモンスター』じゃないでしょ!?」

「!?　そもそも俺はモンスターじゃねえよ!!」

　憤るジョンデを指さしながら私は叫ぶ。

「聖哉！　とにかく壊すことないよ！　どうしても心配なら、その子にもジョンデみたいに土蛇、いっぱい巻き付けときゃいいじゃん！」

「何で俺を引き合いに出すんだよ!!」

「ジョンデだって、いつ理性を無くすか分かんないアンデッドじゃんか！　どっちかって言ったら、その子の方が安全よ！　ホラ見て！　ジョンデが今にも理性を無くしそう！」

「無くしてねえわ!!　畜生、腹立つなあ、この女神!!」

　ゴチャゴチャ言い争っていると、

「うるさい。分かったから少し黙れ」

　聖哉が大きな溜ため息いきを吐いた。

「……とりあえず土蛇を巻き付けた上で、この場に監禁することにする」

　私がホッと胸を撫なで下おろすと、聖哉は厳しい視線を向けて来た。

「あくまで珍しいサンプルとして保管しておくだけだ。少しでもおかしな動きがあればすぐに解体する」

「……う、うん」

　聖哉の合図でキリング・マシンの隔離された洞窟に土蛇が多数、現れた。

　それを見た途端、

「イヤ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!?」

　キリング・マシンが絶叫する。それでも土蛇達は構わず、キリング・マシンの首や手足にまとわりついた。

「へ、蛇が、私の体に!?　た、た、助けてくださあああああい!!」

　キリング・マシンは哀れにのたうち回っていたが、聖哉は更なる指示を出す。

「念の為、イヴル・レーザー邪光線の射出口にも土蛇を詰め込んでおくか」

　顔面にも、ぐるり巻き付いた土蛇に、泣き喚き、悶もん絶ぜつするキリング・マシン。

「か、可哀想……！」

　私はたまらず土蛇のマイクを聖哉から奪った。

「ねえ、聞こえる!?　大丈夫よ!!　おとなしくしていれば、その蛇はアナタに危害は加えないわ!!」

「ほ、ほ、本当……？　し、信じていいですか……？」

　そんな私達を聖哉は白い目で見ていた。

「おい、リスタ。そろそろ行くぞ。こんなものに時間を割いている暇はない。機皇兵団の第一陣を壊滅させたことで、ターマインが人間の手に戻ったことは明らかとなった。故に第二陣は本気の戦力を見せてくるだろう。より確実な準備をして、それに備えねばならん」

「よ、よく言うわね……！　自分はあんなに時間を掛けて、じっくり分析してたくせに！」

「分析は戦略上、必要かつ重要だ。お前のはただの遊びだろう？」

「別に遊びって訳じゃ、」

　ジョンデが横から会話に割り込んでくる。

「それで確実な準備ってのは何だよ？　一体どうするつもりなんだ？」

「空からの攻撃に対する防衛を重点的に行う」

　……聖哉は飛行タイプの魔導兵器をずっと警戒しているようだが、実際そんなのがいるのだろうか。私はキリング・マシンに尋ねてみる。

「ねえ。空を飛ぶキリング・マシンはいるの？」

「わ、私は見たことがありませんが……」

「リスタ。聞くだけ無駄だ。ソイツは大した情報を持っていない。そして口から出る言葉も真実とは限らん」

「聖哉だってさっき質問してたじゃんか!?」

「俺は無論、話半分以下で聞いている。とにもかくにも対策すべきは空からの攻撃だ。それさえ凌しのげば五重に張ったアイアン・ウォールに死角はないのだからな」

「あ、あのう……」

　不意にキリング・マシンの声がした。聖哉が少し興味のある顔をしてマイクで話しかける。

「どうした？　何か思い出したことでもあるのか？」

「いえ……そうではなくて……ぐすっ……！　やっぱりこの土蛇……すごく怖いです……あふっ……！」

　聖哉は眉み間けんにシワを思いっきり寄せた。

「よし。お前に一つ、アドバイスをやろう。『黙っていろ』。以上だ」

「ううっ……！　うぐっ、ひっく、ひっく……！」

「!!　いや、メチャメチャ酷くない!?」

　私は泣いているキリング・マシンに土蛇マイクで言う。

「落ち着いて！　大丈夫だから、泣かないで！」

　慰めながらふと気付くと、聖哉がいつの間にか洞どう窟くつ内に出現させた土の階段を上って、地上に出ようとしていた。

「これ以上、此処ここにいる意味はない」

　ジョンデも聖哉の後に続く。私も付いて行こうとしたが、キリング・マシンのすすり泣く声で足を止めた。

「聖哉……あの、私、もうちょっと此処に残っていいかな？　この子が落ち着くまで話しかけてあげたいの……」

「バカバカしい。勝手にしろ」

　吐き捨てるように言って立ち去ろうとした聖哉だったが、厳しい顔で振り返る。

「門を使ってアイツの洞窟に入るんじゃないぞ。分かっているな？」

「分かってるよ！　もう、グランドレオンの時みたいなことは絶対にしません！　こ、これはフリじゃないからね！」

「今度は何があっても百二十％決して確実に紛れもなく死んでも助けんからな」

「そこまで言わなくたっていいじゃんか!!」

　そうして聖哉とジョンデが去り……私と優しいキリング・マシンだけが洞窟に取り残されたのだった。








第三十一章　対話






　キリング・マシンの啜すすり泣なく声が、ハイクオリティ・サウンドで聞こえてくる。

　私は土蛇マイクでキリング・マシンが隔離されている洞窟に向かい話しかけた。

「おーい。聞こえる？」

「ひぐっ、ぐすっ……あっ、は、はい！」

「私はリスタルテ。リスタって呼んでくれていいわ。アナタって名前はあるの？」

「いいえ。ありません」

「じゃあ、そうね……。女の子みたいだし『キリコ』ってのはどう？　『キリちゃん』！　良い名前でしょ！」

　その途端、

「うわあああああああん!!」

　より大きな泣き声が木霊した。

「!?　ご、ごめん!!　そんな名前ダメだよね!?　キリング・マシンだからキリコだなんて、我ながら安直だったわ!!」

「ううっ……違うんです……！　すごく……すごく嬉うれしくて……！」

「ええっ？」

「だって、こんな私にまさか名前が与えられるなんて……！　夢みたいです……！」

　よ、よかった！　喜んでくれてるみたい！

　私は再度、体に巻き付いている土蛇は害がないので安心するようにキリコに伝えた。

「……じゃあ、私そろそろ行くね」

「リスタさん。もう行っちゃうんですか？　寂しいです……ぐすっ……」

　また泣きそう!!　うーん……どうしよ……。

「キリちゃん！　ちょっと待っててね！」

　私は洞窟を出ると、神界の花畑へと通ずる門を出した。




　雲一つない晴天の下、じょうろで花に水をやる男神の後ろ姿が見えた。

「あ、あのボロス様。こんにちは……」

　ボロス様に会うのは、聖せい哉やに生き埋めにされた後でデコを踏まれたあの一件以来だった。

「ああ、リスタルテだべか」

　野太い男声で振り返ったボロス様の顔を見て、私は驚く。流石にあの時のように全身毛むくじゃらではないものの、顔のヒゲは伸び放題！　髪の毛も角刈りで、もうどっからどう見てもオッサンである！

　目を丸くする私を見て、ボロス様は「ハッハッハ」と快活に笑った。

「あれから噂が広まっちまって、オラが毛深い男神であることが他の神にバレちまったんだべ。それで、自分からカミングアウトした訳じゃねえけど、何だか妙にスッキリしちまってよ。だからもう勇者のことは恨んでねえべさ」

「そ、そうですか！　よかった！」

「毎日の脱毛作業から解放されて、オラ、幸せだよ。よく考えりゃあ毛深いのだって、オラの個性だもんな。隠す必要なんかなかったんだべ」

「そうですよ！　今のボロス様、ワイルドな感じで良いと思います！」

「いやあ、そうだべか！」

「はい！　私は全ッ然タイプじゃないですけど！」

「お、おう……はっきり言うだな、おめえ……」

「ところでボロス様。今日はちょっとお願いがありまして……」

　私は先程から目を付けていた桃色の可愛い花を指さした。

「この花を貰もらってもいいですか？」

「そんなの全然いいべ。持ち運びしやすいように、植木鉢に入れてやっかんな」

「ありがとうございます！」

「いいよ、いいよう。同じ神界に住んどるもん同士、助け合いが大事だべ」

　気の良い農家のオッサンみたいになったボロス様から花を頂いた後、私はキリコのいる洞窟に戻った。




「……ぐすっ、ぐすっ」

　やはり洞窟からは、すすり泣く声が聞こえる。

「キリちゃん？」

「ああっ！　リスタさんっ！」

　私は門をキリコのいる隣の洞窟とリンクさせた。意を決して、扉をほんの少しだけ開き、

「そぉりゃっ！」

　貰った植木鉢を上手く投げ入れた後、すぐに門を閉じる。

「あ、あの、リスタさん？　凄すごい勢いでお花が飛んで来たんですけど……？」

　そう。門を潜らず安全に、キリコに花を与えるにはこれしか方法がなかった。

　私はマイクで話しかける。

「キリちゃん！　そのお花、あげる！」

「私にですか？」

「うん！　綺き麗れいでしょ？」

「え、ええ！　すごく綺麗です！　それに……見ていると何だか心が安まります！」

「じゃあ、もう泣かないでね？」

「はい！　頑張りますっ！」

　土蛇マイクを置いて立ち去ろうとした時、おずおずとキリコの声が響いた。

「リスタさん……また会いに来てくれますか？」

「ええ！　いいわよ！」

　私は笑顔でキリコに返事をしたのだった。




　翌日。

　ターマインの町中に溢あふれかえったゴーレムを見ながら、私は隣にいる聖哉に尋ねる。

「パッと見た感じ、前より数が増えてない？　一体、今どのくらいのゴーレムがいるの？」

　しばらく待ったが返答はない。

「……聖哉？」

　無口で秘密主義なのはいつものことだが、今日の聖哉は普段に輪を掛けて静かだった。よく見ると、視線は一点を見詰めて『心ここにあらず』といった感じだ。明らかに様子がおかしい。

「聖哉ってば！」

　肩を揺するが、相変わらず返事はない。

「ちょっと!?　大丈夫なの!?」

　心配になって激しく揺すり続けると、

『パキッ』

　……乾いた音がして、聖哉の肩から下の腕が外れてしまった！

「ギャアアアアア!?　う、腕が取れたァァァ!?　ごめんなさいいいいい!!」

　腕を抱えたまま、ひたすら謝る私の隣から聖哉の声がした。

「……お前は何をしている？」

「ああっ、聖哉!!　あのね、今、聖哉を揺すってたら聖哉の腕が取れて……あれええええええええ!?」

　意味が分からず、二人の聖哉を交互に見ていると、腕のある方の聖哉がジト目を向ける。

「それは俺の影武者だ。土魔法で作った土人形に変化の術をかけたのだ」

「ああ……な、何だ、そーなんだ……って、影武者!?　何でそんなのがいるのよ!?」

「ターマインにいるからといって安心は出来ん。俺の寝首を搔かこうとする人間がいるかも知れんからな」

「ターマインの人達が聖哉を襲うってこと!?　そ、そんなこと、」

　……ない、とは言い切れないのかも知れない。この世界を救えなかった聖哉を恨んでいる人が存在することを、私は何度も目の当たりにしてきた。

「最大の敵は魔王軍ではなく、むしろ身近にいる人間かも知れない」

「それはいくら何でも言い過ぎでしょ……！」

　その時、聖哉の後ろから、荷物を担いだ商人らしき男が笑顔で近寄って来た。手には薬草を持っている。

　気配に気付いた聖哉は凄すさまじい速度で振り返るや、男の胸ぐらを摑つかんだ。

「ヒッ!?」

「おい、貴様。さては刺客だな？」

「ち、違います！　私はただの商人です！」

「誰に雇われた？」

「いや誰にも雇われてません！　この薬草をどうかと思ってですね、」

　男の言い分を聖哉は全く信じていないようだった。私も一緒になってなだめると、ようやく男から手を離した。

「いいか。二度と俺の背後をうろつくな。次は……殺す」

「!?　どんな勇者だよ!!」

　私は殺し屋のような勇者に向かって叫ぶ。そして商人は商人で、悲壮感のある叫び声を発しながら逃げ去っていった。

　非道の後、聖哉は構わず歩き出す。

「ちょ、ちょっと？　何処に行くのよ？」

「見張り塔だ。元々、行く予定だったが、お前に出会ったせいで道草を食ってしまった」

「塔？　何の為に……あ……もうっ！　待ってってば！」




　聖哉の後を追って、見張り塔に向かう。塔の天辺では王妃とジョンデが佇たたずんでいた。

「こんな所に呼び出して、一体何を始めるつもりなんだ？」

　ジョンデが訝いぶかしげに聞いて来た。どうやら前もって聖哉が呼んでいたらしい。

　しかし答えず、聖哉は無言で両手を天にかざす。

「……アイアン・ドーム鋼鉄円蓋」

　すると、地鳴りと共にターマインをぐるりと囲っているグレイト・アイアンウォール万里鉄壁が空に向かい伸長する！　しばらく伸びると内側に曲がるようにして形を変え、傘のようにターマインを覆っていく！

「「な、な、な、な、な!!」」

　私とジョンデが呆気あつけに取られている最中、全方位から伸びた壁が空中で連結。日光が完全に遮られた。

　暗がりの中、胸元から魔光石を出した聖哉が語る。

「空襲時にドーム型に変形する。それなりにＭＰを消費するが、これで空からの攻撃を完全に防げる」

「説明もなく、いきなりこんなことするなよ！　急に真っ暗になって、民衆が騒いでるぞ！」

「だからこそ此処ここにお前達を呼んだ。今からこのことをターマインの民に伝えろ。本番の空襲時にパニックにならないようにな」

　やがて『ゴゴゴゴゴ』と音がして、空を覆うドームが開いていく。伸びた壁は徐々に縮み、元の位置に戻った。

「一応の危険が去れば、このように解除する」

「あ、あるかないか分からん空襲に備えて、ここまでやるか……普通……？」

　ジョンデが愕がく然ぜんとして呟つぶやくが、王妃は笑顔だ。

「まぁやり過ぎでもいいさ。ターマインの皆が無事で過ごせるのなら、ね」

　王妃の言葉に頷うなずくと、聖哉は歩き出し、見張り塔にある部屋の扉を開けた。以前、王妃が捕らえられていた部屋だが、今は水を張った桶おけが幾つも並べられている。

「せ、聖哉。今度は何？」

　聖哉がパチンと指を鳴らすと、桶はそれぞれ異なった風景を映し出した。

「うわっ!?　コレって!?」

「土魔法を駆使し、町内外に放ってある土蛇が見ている映像を投写した。こうすることでターマイン周辺の様々な場所で起こることを視認出来る」

　カメラ……と言ってもこの世界の人間には分からないだろうが、これは『監視カメラ』そのものである。これで聖哉だけでなく、私達も機皇兵団の動きを俯ふ瞰かん出来るようになった。

　……空襲時にドーム型になる鋼鉄の壁。

　……周辺に設置した複数の監視カメラ。

　ターマインは、さながらハイテク装備の要よう塞さいになったのだった。

「リスタ。門を出せ。今度はガルバノに向かう」

「ガルバノで何をするの？」

「すぐに敵の第二陣が来るかもと予想したが、まだ時間に猶予はあるらしい。ならば、この時を活かし、ガルバノにもターマインと同じ程度の設備を施しておく」




　次の日。

　聖哉は精力的にターマインとガルバノを行き来し、防衛を強化しているようだった。

　最初、ジョンデは様子を見に付いていっていたが、飽きたのか、今は同行せずにターマインで王妃の傍にいる。私もまた、門を出して聖哉をガルバノに移動させた後はターマインで自由に振る舞っていた。私にピッタリ付きまとわれるのがイヤだろうと思い、空気を読んだのだ。

　暇な時間、私は王妃と話したり、またキリコがいる洞どう窟くつに行ったりした。

「……くすくす。聖哉さんのお話、とっても面白いです！」

「聞いてると笑えるけど、実際近くにいると疲れちゃうんだよ？」

　土蛇マイクでキリコに話しかける。聖哉があるかないか分からない空からの攻撃に備えてドームを作ったこと、またこれまでにあった慎重な話をすると、キリコは楽しそうに笑った。

　ふと気付いて私はキリコに尋ねる。

「でも実際、複雑よね？　キリちゃんのパパって機皇オクセリオな訳だし……」

「は、はい。お父様と勇者様が話し合いで仲良くなって頂けたら一番良いのですが」

　それが不可能なのは火を見るよりも明らかだろう。何だか気持ちが暗くなりそうなので、私は話題を変えた。

「それでお花はどう？」

「あの……そういえば何だか元気がなくて……」

　キリコが植木鉢を手に取って、私のいる洞窟の壁に向かって見せて来た。花はしおれて、土がカピカピに乾いている。

「ああっ!!　水!!　お水あげるの忘れてた!!」

「水……？　それはつまり栄養が足りていないということですか？　なら私の体から出る機械油を垂らせばどうでしょうか？」

「そんなことしたら百％枯れるわよ！　待ってて！　今、お水持ってくるから！」

　私は慌ててターマインの井戸から水を汲くみ、手て桶おけに入れてから洞窟に戻った。

　門を出して、キリコの洞窟に入る。そしてすぐさま水を植木鉢に与えた。乾ききっていた土はあっという間に水を吸い込んでいく。

「ふう……！　これで一安心ね！」

　すると、背後でキリコの声がした。

「リスタ……さん……」

　そして、私は気付く！　入るなと言われていたキリコの洞窟に入ってしまったことに！

　──や、や、やっちまったあああああ!!　あんなに聖哉に言われてたのに、つい勢いで入っちゃったああああああああ!!

「ようやく……こうして近くで会えましたね……リスタ……さ……ん」

「き……キリちゃん？　噓……！　噓よね……？」

　だが、いつものキリコの声ではない。キリコは私に歩み寄り、機械の腕を私に伸ばして来た。

「や、やめてっ!!」

　危険を感じ、私は叫んだ。しかし……キリコは私の手を取ると、ぶんぶんと上下に振って弾んだ声を出す。

「リスタさんの姿、初めて見ました！　感動です！」

「えっ……」

「すっごい素敵です！　髪の毛もお顔も、ものすごく綺麗で私、憧あこがれちゃいます！」

「そ、そう？」

　よ、よかったあ！　やっぱりこの子、悪いモンスターじゃないんだわ！

「……でも、お花さん、まだ元気がないようです」

　言われてみれば、水を与えたのに花はしおれたままだ。手遅れだったのだろうか。

「待って。試しにやってみる」

　私はしおれた花に対して、治癒の能力を発動した。怪我をした人間に手を当てるようにして花を癒したのだ。

　やがて……くたびれていた花は背筋を伸ばしたようにピンと立ち上がった。

「よーし！　何とかなったわね！」

　──しっかし、我ながら一生懸命頑張って、しおれた花を治すのが精一杯だなんて。聖哉が知ったら、またバカにされそうだわ……。

　心の中で自じ嘲ちようするが、キリコは興奮して腕をバタバタ振っていた。

「すごいです！　奇跡です！」

「い、いやまぁ、私だって一応、女神だからね」

「女神様ってすごいんですねっ！　本当にすごい！　すごすぎますっ！」

　久々に誉められまくり、私は天にも昇る心地になっていった。

「そう！　そうよ！　私は聖哉よりも偉いんだから！」

「尊敬します！　リスタさんっ！」

　ああ……何て気分が良いのかしら！　そうよ、私は奇跡を起こせる美しい女神なのよ！

　女神としての威厳を取り戻した時、

『シャシャシャシャシャシャ！』

　胸元に入れておいた土蛇が鳴った。

「り、リスタさん!?　何ですか、それ!?」

「ああ、土蛇電話よ。キリちゃん、ちょっと静かにしていてね」

　土蛇の尾っぽを私の耳に、頭を私の口に近付ける。

「もしもし、聖哉？　今、ガルバノ？　ターマインに戻る？」

　すると土蛇から低い声が聞こえた。

『……門を使い、キリング・マシンのいる洞窟に入ったな？』

「!!　ええええっ!?　どうして分かるの!?」

『お前の行動など全てお見通しだ』

　聖哉の叱責が始まり、私はその場でペコペコと頭を下げ続けた。

「本当にすいません……でもあの、襲われたりはしなかったので……あ……はい……そういう問題ではないですね……すいません……仰る通りで……はい……今後は肝に銘じて……いえ今度という今度は……ええ……はい……すいません……以前もそう言いましたよね……はい……すいませんでした……はい……失礼します……はい……」

　土蛇電話が終わった後、

「り、リスタさん……大丈夫ですか？」

　どうにかキリコに親指を立てたが、指は震え、顔はひきつっており、女神としての威厳は完全に消え去っていたのでした。








第三十二章　苦境






「……ものすごく怖いんですね。勇者って」

　ビクビクしながら呟くキリコに私は頷く。

「いやまぁ本来は慈愛に満ちた人が多いんだけど、あの勇者は特別っていうか、むしろ異常っていうか……」

　その時、またも土蛇電話が鳴った。

「リスタさん！　また電話ですっ！」

「ヒイッ!?　悪口を聞かれた!?　ヤバい!!　乳を潰つぶされる!!」

「!!　勇者ってそんなことするんですか!?」

『シャシャシャシャシャ！』

　土蛇電話が鳴り続ける。私は意を決して電話に出た。

「あの違うんです……異常っていうのは勿もち論ろん、良い意味の異常でして、どちらかといえばスペシャルな感じの……」

『何を言っている。それより今、ターマインの外に放っている偵察の土蛇が機皇兵団を発見した』

「ええっ!!　つ、遂に第二陣が!?」

『そうだ。すぐに見張り塔まで来い。そのキリング・マシンと一緒にな』

「キリちゃんを連れてっていいの!?　……って、聖せい哉や!?　もしもーし!?」

　土蛇電話を一方的に切られた私を、キリコは呆ぼう然ぜんと見詰めていた。

「あの私……お外に出てもいいんでしょうか？」

「う、うん。いいみたい。でもターマインの人達に知れたら騒ぎになるから、私の傍から離れないでね？」

　聖哉の意図は分からなかったが、私はキリコを連れ、ターマインの見張り塔に移動したのだった。




「……き、キリング・マシン!?」

　門を開き、塔の天辺に出ると、護衛の兵士達がキリコを見て身構えた。

　私より先に聖哉が兵士達に告げる。

「心配ない。ソイツはジョンデと同じように体中に土蛇を巻き付けており、ジョンデと同じように行動を制限し、またジョンデと同じようにすぐ再起不能に出来る」

　聖哉の言葉を聞き、兵士は皆一様に安あん堵どの表情を浮かべた。……ジョンデ以外は。

「俺と同じように同じように、ってうるさいんだよ、お前は!!」

　怒声を発した後はキリコを睨にらむ。

「それで、どうしてそのキリング・マシンを此処に連れて来た？」

「コイツは『ロボ質じち』だ。交渉に使えるかも知れんからな」

　その言葉に私は仰天する。

「『ロボ質』!?　人質みたいなこと!?　聖哉!!　アンタまさかひょっとして、キリちゃんを壊さなかったのは、この為に!?」

「まぁ、相手は魔導兵器。交渉に応ずるとも思えんし、こちらとしても交渉などするつもりはない。それでも手札は多いに越したことはない」

　んんん!?　交渉するつもりがないのに、念の為の人質!?　い、意味が分かんないんですけど……!!

　考えても理解出来ないので、これ以上は追及しないことにした。

　聖哉は塔にある監視部屋に移動し、土蛇カメラで機皇兵団の様子を窺うかがう。

「よし。そろそろアイアン・ドーム鋼鉄円蓋を展開しよう」

　置かれた桶おけのモニターに映るキリング・マシンの集団は、ターマインからまだ充分離れているようだったが、聖哉は壁をドーム状に変形させた。そうして空中からの攻撃に備えつつ、複数のモニターを仰ぎ見る。

「北方に、ざっと一万体か」

　うう……！　何て数なの……！

　聖哉と共に、しばらく黙って監視カメラに映るキリング・マシン達を見ていた私はあることに気付いた。

「ねえ、聖哉。空……飛んでないね……」

「うむ。飛んでいないな」

「やっぱり飛行タイプなんていないじゃないか!!　ドームにした意味ねえな!!」

　ジョンデの叫びを聖哉は平然とスルーした。

「それより北の草原で間もなくキリング・マシンとゴーレムとの戦闘が始まりそうだ」

　モニターに映し出された映像を見ると、所狭しとキリング・マシンの大群が映っている。しかし迎え撃つこちらのゴーレムの数も負けていない。

「一体、どれくらいのゴーレムを戦闘に使ったの？」

「北方に向かわせたゴーレムは約八千体。数では多少劣るが、問題はあるまい」

　その言葉に噓はなかった。ゴーレムが軽く腕を振るえばキリング・マシン達が吹き飛ばされる。私の感覚だが、ゴーレム一体でキリング・マシン三体分の能力があるような気がする。ゴーレムの力は圧倒的でキリング・マシン達は第五の壁を越えるどころか、壁に近付くことすら出来ないでいた。

　私達はしばらく北方の映像を見ていたが、やがて聖哉が桶のモニターから目を離した。

「第二陣の殲せん滅めつまでに後一時間といったところだな」

　……勝利を確信する聖哉の言葉に、ジョンデも私も嬉き々きとしたその時だった。

『シャーシャーシャーシャー!!』

　土蛇電話とはリズムの違う、けたたましい土蛇の声が聖哉の胸元から聞こえた。

「何だと……！」

　普段、冷静な聖哉が顔色を変える。

「せ、聖哉!?　今のは!?」

「警報の土蛇だ。敵が第一の壁付近まで接近すればアラートするようにしてあった……」

「ええっ!!　第一の壁って、ターマインを守る最後の壁でしょ!?　何かの間違いじゃないの!?」

　ジョンデも焦りの表情を見せて、素早くモニターを見る。私も同じように、今まで見ていた北方の壁周辺はもちろん、西、東方面のカメラも確認するが、壁の周りは守備のゴーレムが仁王立ちしている風景が映し出されている。

「……南方か」

　聖哉の呟つぶやきで南方の監視モニターに視線を向けた。だが他と同様、変わりはない。

「南を守っているゴーレムはやられていないわ!!　キリング・マシンの姿すらない!!　なのにどうして、アラームが鳴るのよ!?」

　聖哉が押し殺したような声を出す。

「おそらく奴らは地下の岩盤を砕きながら、第五の壁から第二の壁の下を通過したのだ……」

「空からではなく、地下だと!?　つまり裏をかかれたという訳か!?」

「無論、敵が地中を掘くつ削さくしつつ侵攻してくる可能性も考慮していた。故にグレイトアイアン・ウォール万里鉄壁は地下にも伸ばしている。地表から肉眼で見えている五十メートル、そして見えないが地下にも五十メートル。実際は全長百メートルの壁なのだ」

「そ、それなのに奴ら、地下五十メートルの更にその下を潜り、侵入して来たって訳かよ!?」

　ギリッ、と聖哉が歯は嚙がみする音がした。

「念には念を入れて、最後の第一の壁のみ、他の二倍の長さの地下百メートルまで伸長させていたのだが……」

　聖哉は南方に設置した第一の壁と第二の壁の間を映すモニターを睨んでいた。

　やがてモグラのように土を掘り起こし、地上へと姿を現したキリング・マシンを見て、私もジョンデも息を吞のんだ。

　青く光るメタリックなボディ。ドリルのような形状の両腕。それは新しいタイプのキリング・マシンだった。

「……まずい。まずいな」

　聖哉がツカツカと忙しなく辺りを歩き回り始めた。ジョンデが、自らを安心させるように呟く。

「だ、だが、やつらの侵攻はここまでだ！　なにせ敵は地下百メートルの第一の壁を越えられなかった！　だから諦あきらめて、地上に上がって来たんだからな！」

「そ、そうよね！　大丈夫よね！」

　私はジョンデに同調するが、聖哉は苦々しげに言う。

「ダメだ。ターマインの強固な地盤を砕き、深度五十メートルまで達するということは、つまり……」

　第一の壁周辺のカメラを見る。地上に現れた百体を超える新種のキリング・マシン達が、第一の壁に向けて、腕のドリルを突きつけていた！　壁は徐々に削り取られるように、砕け散っている！

「地上に上がり、正面突破を企てるこの部隊に加え、おそらく現在も地下の岩盤を掘削し、百メートルの壁の下を越えようとしている部隊もいることだろう」

「正面、そして地下からも迫っているということか……！」

　耐えきれなくなったようにジョンデが聖哉に歩み寄った。

「話が違うぞ!!　『空からの攻撃を防げば完かん璧ぺき』──お前はそう言っていただろうが!!」

　ジョンデの一言に聖哉が目を尖とがらせる。

「……黙れ！」

　聖哉は珍しく怒りの感情を剝むき出だしにしていた。明らかに苛いら立だっている様子だ。

「せ、聖哉……！」

　私の視線に気付くと、大きく息を吐き、平静を取り繕うようにして言葉を発する。

「もはや、こうなっては仕方あるまい」

　そして、聖哉は指を鳴らす。激しい地鳴りが私達の体を揺らし、ターマインの空を覆っていたドームが収縮するようにして無くなる。

「な、何をしたの？」

「ターマインを囲う第五の壁から第二の壁までを撤去した。そして最後の壁である第一の壁にのみ、俺の持てる全魔力を注入──壁の厚さと深さを五倍に伸長した。もっと厚く深くしたいが、空に向かって伸ばすのと違い、硬い土壌のある地中ではこれが限界だ」

　こうしてターマインを守る五重の壁は一枚のみになってしまった。聖哉としては予想が外れた上での苦渋の選択だったのだろうが、それでも五倍に増した壁の厚みは、ドリルでの敵の正面突破を防ぎ、また地下からの侵入も防いでいるようだった。どうにかキリング・マシン達の侵攻は小康状態になったのだ。

　とにもかくにも、ホッとした途端、

「おい、待て！　此処ここに入るんじゃない！　今、勇者様は忙しいのだ！」

　塔の階段付近でガヤガヤと兵士達の騒ぎが聞こえた。

「つ、次は何なのよ!?」

　気になって声の方に行くと、

「勇者様にどうしても進言したいことがある!!」

　見張り塔の護衛兵に囲まれつつ、屈強な戦士が叫んでいる。よく見れば先日、聖哉に仕えようとして、「農作業をしろ」と一いつ蹴しゆうされた戦士だ。

「どうしたの？」

　戦士は私に気付くと、言葉を少し和らげた。

「言われた通りに農作業をしていて、気付いたことがあるのです」

　ジョンデもキリコも、そして聖哉もいつの間にか近くにいて、戦士の話に耳を傾けていた。

「昨日、ごく短い間ですがパラパラと小雨が降りました。その時、ターマインにいるゴーレム達が、うずくまるようにして動きを止めたのです。このことは自分だけでなく、多くのターマインの民も目撃しています」

　聖哉が眉み間けんにシワを寄せた。

「つまり『ゴーレムが水に弱い』とでも言いたいのか？　バカバカしい。ゴーレムに水耐性があることは既に確認している」

　しかし、戦士は断言する。

「いいえ、間違いありません！　雨水を受けて、ゴーレム達は動きを鈍くしたのです！」

「雨水……だと……？」

　聖哉が睨むように私を見た。

「『空から直接降ってくる雨水にのみ耐性がない』……リスタ。そんなモンスター特性が存在するのか？」

「た、確かに考えられないことではないわ！　井戸水や濾ろ過かされた水とは違い、降ったばかりの雨水には自然の力が多く含まれている！　普段、水耐性があるゴーレムでもひょっとしたら……！」

　悪いことは重なるもので、見上げれば今にも泣き出しそうな曇り空が広がっている。

　──も、もし……今、雨が降れば……!!

　不意に『ガンッ』と激しい音がして、私とキリコはビクリと体を震わせた。それは、聖哉が置いてあったテーブルを蹴けり上げた音だった。

　激高を見せた後、聖哉は監視カメラのある部屋に戻ると、今度は人が変わったように焦燥した様子でカメラを眺め始めた。視線を激しく動かし、爪を嚙かむ。こんな聖哉は初めて見たような気がする。

　ジョンデはしばらく黙っていたが、やがて「チッ」と舌打ちをした。踵きびすを返し、部屋から出た後は兵達に指示を飛ばす。

「各自、戦闘準備！　そして王宮の守りを固めろ！」

「じょ、ジョンデ!?」

　その時、ジョンデは本来の将軍の顔付きに戻っていた。

「俺は奴を買いかぶっていたようだ。奴の用心深さは、『強さに裏付けられた慎重さ』だと思っていた。だが、実際は逆。奴の強さは『慎重さがあってこその強さ』なのだ。つまり頼りにしている慎重さが崩れた時、精神もまた、もろく崩壊する……」

　ジョンデが歩き去った後、私は聖哉の背中を眺める。

　──聖哉……！

　……イクスフォリアに来てから苦しい戦いが続く。魔王を上回る能力値を持っていた獣皇グランドレオン。更に今回の敵、機皇オクセリオには裏をかかれ、よもやターマインへのキリング・マシン侵入を許すところだった。

　聖哉はとんでもなく用心深い。出来る限り全てのことに対処出来るよう、前もって準備をしている。だが、それでも予知能力を持っている訳ではない。森羅万象や突発的な事象を含めた全ての可能性を探るには、人の身では限度がある。

　いくら『ありえないくらい慎重』だとしても、これが竜りゆう宮ぐう院いん聖哉の限界なのかも知れなかった。








第三十三章　追い詰められて






「聖せい哉やさん……大丈夫でしょうか？」

　監視部屋の外。キリコが心配そうな口調で私に話しかけてくる。

「ええ、大丈夫よ！　色々、重なってちょっと動転してたみたいだけど、そのうち打開策を考えてくれるわ！　聖哉は精神的にタフなんだから！」

「そうですか！　なら、安心ですね！」

　キリコにそう言ってみたものの、内心はハラハラしていた。聖哉は今まで一度も見たことのないくらい狼ろう狽ばいしている。勿もち論ろん、気持ちは痛いほど分かる。今現在もキリング・マシン達は南方正面の壁を砕きつつ、また地中を掘り進めているのだから……。

「キリちゃんは平気？　キリング・マシンがゴーレムに壊されるのを見るのって辛いんじゃない？」

「は、はい。確かに辛いです。でも私、人間が襲われるのもまた嫌なんです……」

　優しいキリング・マシンはそう言って、俯うつむく。私はキリコに何と言ってやれば良いのか分からずに押し黙った。




　その後、聖哉は北方の壁に集中させていたゴーレムの半数を南方に向かわせた。だが、それは良い策ではなかったようだ。背中を見せたゴーレムにキリング・マシンが襲いかかり、劣勢に陥った。加えて、南方の壁を守っていたゴーレム達もまた地下から現れたドリルを持つ新型キリング・マシンに追い込まれていた。新型は通常のキリング・マシンよりも性能が高く、一体の能力はゴーレムと同程度に思えた。

　……今はしばらく聖哉を一人にさせた方がいいのかも知れない。だが、私としてもいつ敵に攻め込まれるか分からない状態に気が気ではなかった。

　意を決して、私はキリコと一緒に聖哉のいる監視部屋に入る。

「どう？　何か対策は出来た？」

　聖哉は桶おけのモニターを見たまま、私を振り返らず、ぼそりと言う。

「壁を壊されたり、壁の下を潜られたりする可能性を考え、これからターマインにいる全てのゴーレムを壁近くに移動させようと思う」

「全てって、町や王宮を守っているゴーレムも？」

「そうだ。守備は手薄になるが、ターマインの住民を守るにはもうこれしか方法がない」

「でも……地下から侵攻してくる新型キリング・マシンは、壁を越えてすぐに地上に出るとは限らないんじゃない？　ひょっとしたら王宮の近くまで進んで、そこで這はい上がるかも……」

　聖哉は驚いた顔で私を見た。そして数度、コクコクと頷うなずく。

「そうか。いや、そうだ。そうだな。お前の言う通りだ。別の手を考えよう」

　そうしてモニターに目を戻すと、貧乏揺すりをしながら、爪を嚙んだ。

　──聖哉が私の考えに気付かされるなんて……！

　それほど精神的に追い詰められているのだろう。私は何だか悲しい気持ちになって、部屋を出た。

　機皇兵団が壁を越えるまで、時間に猶予はあるのだろうか。いや……あると信じたい。そして願わくば、その間に聖哉がいつものように冷静に戻ってくれることを祈るのみだった。

　八はつ方ぽう塞ふさがりに思える状況下だが、悪いことばかりではなかった。塔から空を見上げていたキリコが明るい声を出す。

「リスタさん！　晴れてきたようですよ！」

　頭上を見ると、ターマインを覆っていた一面の曇り空が晴れ始めている。当分の間、降雨によるゴーレムの弱体化は防げそうだった。




　それからの数時間は何事も起きずに過ぎた。南方地下の様子までは分からないが、厚みを増した壁を正面突破することは新型キリング・マシンにとっても至難であることは、土蛇が映す映像を見ると良く分かった。また一時、劣勢に陥った北方のゴーレムだが、やはり地力は通常のキリング・マシンを上回っており、徐々に形勢を立て直しつつあった。

　事態は少しずつ好転しているように思えたが、

「……敵の動きがおかしい」

　ジョンデが不審そうに言う。ターマインにいる兵達に指示を送った後、ジョンデは塔に戻ってきて、高所から敵の動向を窺うかがっていた。

「おかしい、って何がよ？」

「やられている訳でもないのに、北方のキリング・マシンも南方の新型も、攻撃の手を緩め始めた……」

　そのジョンデの不安はすぐに形になった。

　塔より遠くに見える土煙。そして、地鳴りのような音が私の耳に届く。

「な、何なの!?」

　ジョンデと一緒に遠方の土煙に目を凝らす。

「噓でしょ……！　あれは……！」

　人間より視力の良い私の目に映ったのは、津波のようにターマインに押し寄せるキリング・マシンの大軍だった。しかも……。

「ぜ、全方位から来ます！」

　兵士の言葉でぐるりと周りを見渡す。まさに三百六十度──土煙はターマインを囲うように近付いてきていた。まるで一つの巨大な生き物がターマインを飲み込もうとしているかのよう。侵攻してくるに従って、地鳴りは徐々に規則性のある機械音となり、キリング・マシン一体一体の姿も見えてくる。ほとんどは通常のキリング・マシンだが中には新型もいる。そして、驚きよう愕がくすべきはその数だった。

　ジョンデが冷や汗を手で拭ぬぐう。

「一万……いや、もっといる……！　奴ら、この援軍を待っていたという訳か！」

「あんな数のキリング・マシン、とても対処出来ないわ！」

「いや！　ターマインの町中にいる全てのゴーレムを搔かき集あつめて戦闘に使えば数では同等になる！　多少危険だが、やるしかない！　太陽が出ているうちに決着をつけなければならんからな！」

「そ、そう……ね……」

　ジョンデも先程の聖哉と同じ考えだった。そして私は最早、その考えに反対出来ない。事態はそれほど差し迫っていた。

　大軍と合流したキリング・マシン達は、壁の外を守るゴーレムをぐるりと囲い、対たい峙じしていた。よもや一触即発。だがそれでもキリング・マシンは動かない。

「こ、今度は一体、何を待って……？」

　途端、私の耳に雷鳴のような轟ごう音おんが鳴り響く！

　音のした空を見上げて、私は戦せん慄りつする。

　ターマイン上空に数個の幾何学模様の図形が描かれていたからだ！

「魔法陣……!?　まさか……!!」

　イヤな予感は的中する。魔法陣が光り輝いた後、晴天だった空にはどんよりとした雨雲が広がった。同時にスコールのような豪雨がターマインに降りしきる！

　激しい雨に打たれ、ゴーレム達の動きに明らかな変化が訪れる。壁の外で戦闘中のゴーレムは動きが鈍り、キリング・マシンの大群に飲み込まれる。また壁の内側ではガクリと片かた膝ひざを突くゴーレムも見られた。

　──ど、どうして!?　どうして敵にゴーレムの弱点が知れ渡っているの!?　ゴーレムが雨水に弱いと分かったのは、ついさっき!!　壁で囲まれたターマインの外に情報が漏れる筈はずがないのに!!

　考えがまとまらない。しかし、ゆっくりと思案している暇はなかった。

　弱ったゴーレムにキリング・マシン達は一斉に襲いかかった。動きの鈍くなったゴーレムは次々と倒され、土塊へと姿を変える。ゴーレムの防御が崩れると、キリング・マシンは壁へ殺到する。そして新型がドリルを壁に打ち付けた。

　ジョンデが溜たまりかねたように踵を返した。聖哉のいる監視部屋に向かおうとしている。

「ジョンデ!?　どうする気!?」

「もはやターマインにいる全てのゴーレムを出したところで形勢は変わらない！　ならば勇者を連れて戦いに行く！　俺達自身が前線で戦うしかない！」

「だ、だけど聖哉は今そんな状態じゃないわ！」

「ダメだ！　引き摺ずってでも連れて行く！」

「ちょ、ちょっと落ち着いてよ！」

　言い合いながら、私とジョンデ、そしてキリコは監視部屋に雪崩れ込んだ。

　……そして、その瞬間。私は自分の目を疑う。

　聖哉が足を組んで椅子に腰掛け、優雅に紅茶を飲んでいたからだ。

　ジョンデがワナワナと震える。

「お、お、お前……何を吞気のんきに紅茶なんか飲んでるんだァ[image: ][image: ][image: ]!?」

「待って、ジョンデ!!　聖哉はきっと落ち着こうとして、」

「ええい、悠長なことを!!　今はとっくにそんな状況ではない!!　さぁ、準備しろ!!　戦いに行くぞ!!」

　だが聖哉は紅茶の入ったカップを眺めていた。

「ターマインの紅茶は香りが良いな。俺の世界で言うと、ダージリン・ティーに近いだろうか。とにかく、うまい」

　落ち着き払った口調の後、また一口、紅茶をすする。ジョンデが聖哉に摑つかみかかった。

「紅茶飲んで酔っ払ってんのか、お前は!?　敵の策でゴーレムは弱体化!!　もう一刻の猶予もないんだぞ!!」

「……うるさい奴だな」

　そう言うや、『ビチャッ』！　聖哉は紅茶をジョンデの顔にブッかけた！

「て、テメーこの野郎!!　何しやがる!!」

「お前はゾンビ臭い。だが、これで少しは良い香りがする『ダージリン・ゾンビ』になるだろう」

「!?　誰がダージリン・ゾンビだあああああ!!　ブッ殺すぞ、このアホ勇者!!」

　ジョンデはありえないくらい激怒していたが、私は勇者の傍若無人振りを見て思う。

　せ、聖哉ってば、正常に戻ってる!!　いや、この状態が正常ってのが、どうにもアレな感じだけど……とにかく、いつも通りだわ!!　一体、何があったというの!?

　聖哉は憤るジョンデを無視しつつ、一つの土蛇カメラの映像を眺めていた。そこには異様なキリング・マシンが映っている。通常キリング・マシンの三倍程ある体格。腕が四本、足もまた四本。機械で出来た蜘蛛くものようなモンスターを見て、

「お父様……！」

　キリコが呟つぶやいた。

　──あ、あれが機皇オクセリオ……！　大将が自ら出てくるってことは、やっぱり第三陣は機皇兵団の全戦力！　勝負を決めるつもりなんだわ！

「このモニターの映像は南方の壁に設置してある土蛇によるものだ。互いの音声も伝わるようにしてある。試してみろ」

　そう言って、聖哉は土蛇をキリコの前に差し出した。おそるおそる手に取ったキリコは土蛇をマイク代わりにオクセリオに話しかける。

「お、お父様、聞こえますか？」

　しばしの沈黙の後、

「……人間に捕らえられたキリング・マシンか」

　キリコと違って、機械が無理矢理に人間の言葉を話しているようなオクセリオの声が監視部屋に響いた。

「お前を使った交渉などには応じない。お前など壊されても、代わりは無数に居る」

　冷たく言い放たれ、キリコは体を小さく震わせたが、勇気を振り絞るように言葉を発する。

「に、人間達を襲うのは、やめて頂けませんか？」

「何を言っている？　作戦を中止する理由が見あたらぬ。現在、我が軍は圧倒的に優位。まだら髪の悪魔に授かりし魔導具により、雨の魔法陣を展開。ゴーレムの弱体化に成功した。更に全方位の壁は後少しで破壊可能。また地下部隊は深度二百五十メートルに到達し、地中の壁を潜ろうとしている。我が軍の勝利は揺るぎない」

「だからこそ、お父様！　もう攻撃をやめて頂きたいのです！　私はキリング・マシンが壊されるのも、人間が襲われるのも嫌なんです！」

「人間を殺すことが我らの使命だ」

「お父様……！」

　オクセリオはキリコの願いに聞く耳を持たなかった。ジョンデが沢山ある映像の一つを指す。

「見ろ!!　奴の言ったことは本当だ!!　南方の壁が崩れそうだぞ!!」

　確かに壁にはドリルによる亀裂が走っている。オクセリオが言うには、ターマインを覆う全方位の壁が今、この状態なのだ。

　それでも聖哉は冷静に言う。

「案ずるな。今から壁を補強する」

　オクセリオに聖哉の言葉が聞こえたらしい。

「一部分の損壊なら修復出来るだろうが、お前の魔力はもう限界の筈。数カ所の同時損壊には対応出来ないと推測する」

　ううっ!!　そんなことまで見通されてる!!　ど、どうするの、聖哉!?
















　だが、聖哉は指をパチンと鳴らし、事も無げに言う。

「リペア・アイアンウォール鉄壁再生……」

　途端、激しい地響きと共に私の足下が震動した！

「聖哉!!　南方の破られそうな箇所を再生したのね!?」

「いや。南方のみならず全方位の壁を修復した」

「そ、そうなんだ!?　魔力はまだギリギリ残ってたのね!!」

「そして修復と同時に壁の厚さを二十倍。深さは二千メートルにしておいた」

「……はい？」

　き、聞き間違いかしら。

「あの……今、何て？　もう一回、言ってくれる？」

「補強した壁は厚さ二十倍、深度二千メートルだ。もはや蟻一匹、通さん」

　……私とジョンデ、そしてキリコは互いに顔を見合わせる。しばしの沈黙の後、

「「「はああああああああああああ!?」」」

　私達は絶叫した。

「だ、だって厚さも深さも五倍にするのが限度だって言ってたじゃんか!!」

「それにそんなことが出来るなら、何故もっと早くやらないんだよ!?」

「ちょ、ちょっと待ってください!!　皆さん、アレを見てください!!」

　キリコの指し示した壁の外を映す複数の土蛇カメラは、地面がボゴボゴとせり上がる映像を捉とらえていた。

「新たな敵の援軍か!!」

　ジョンデが顔を歪ゆがませたが、そこから現れたのは新型キリング・マシンではなかった。土の下からキリング・マシンの倍以上ある体を浮上させたのは、聖哉の作ったゴーレムだった。

　ジョンデが驚いて聖哉を見る。

「壁の外にゴーレムだと!?　お前、一体いつの間に!?」

「有事の際を考え、元々、ターマイン周辺の地下に隠しておいた」

　墓場から這はい出るゾンビのようにして、無数のゴーレム達が現れる！

「何て数……!!　一体、どのくらいいるの!?」

「およそ三万体だ」

「!!　三万体!?」

「まぁ実際もっといるのかも知れんが、あまりにも作りすぎて把握しきれなくなった」

　聖哉の言葉に噓はなかった。今や、映像には途方もない数のゴーレムが映っている。

「ターマインを囲っている機皇兵団を、このゴーレムで更に囲う」

　聖哉が作戦を呟いたその時、ターマインの空にまたも魔法陣が展開される！

「だ、ダメよ!!　いくら数が多くても、ゴーレムは雨で無力化されちゃうわ!!」

　地中から雲うん霞かの如く湧いたゴーレムに、無情の雨が降り注ぐ！　全身に雨を浴びたゴーレム達は、

「あれっ……!?」

　まるで動きを鈍らせることなくキリング・マシン達に殴りかかっている！　いやむしろ、今までセーブしていた力を解放したように、力任せに投げ飛ばし、引き千切り、新型のキリング・マシンを圧倒していた！

「な、な、何だ、こりゃあ!?　雨水が弱点なんじゃねえのかよ!?」

　叫び声を上げるジョンデに、聖哉はジト目を向ける。

「俺の作ったゴーレムに弱点などない」








第三十四章　秘密兵器






　聖せい哉やは監視部屋で紅茶を飲みながら、絵画でも鑑賞するかのように土蛇カメラの映像を眺めていた。

「か、壁は敵に追い詰められるまで厚くしない……そしてゴーレムの大軍を地下に隠し、雨が弱点の振りをする……こんなことに一体、何の意味があるのよ？」

　この勇者ってば、生きるか死ぬかの状況を楽しみたい超ドＭなんじゃ……なんて一瞬思ったのだが、ジョンデは私の隣で真剣な顔をしていた。

「まさか、お前……！　敵の大将と全戦力をターマインに誘おびき寄せる為に……？」

　その一言に聖哉は静かに頷うなずく。

「そうだ。特にゴーレムに弱点があると思わせた点は大きかった。それが引き金となり、遂にオクセリオ自ら攻め込んで来たのだからな」

　ええっ!?　ちょっと待って!!　それっておかしくない!?

「ど、どうして敵にその情報が伝わっているの!?　ターマインは厚い壁に囲まれてるんだよ!?」

　瞬間。自分で言いながら、私は恐ろしい事実に気付いてしまう。

「ひょっとして……ターマインに内通者がいるってこと!?」

　戦せん慄りつしながら辺りを見回す。もしそうだとしたら、一体誰がどうやって敵に情報を漏らしたというの!?

　ふとジョンデと目が合った。自信ありげな顔でアゴに手を当てている。

「とすれば、犯人はコイツしかいないな」

　ジョンデが指さした先にいたキリコがビクッと体を震わせた。

「わ、私？　そんな……！」

　私はジョンデとキリコの間に入って、キリコをかばう。

「何言ってんの！　キリちゃんはそんなことしないわよ！　偏見と憶測で物を言わないで、このゾンビ！　……ねっ、聖哉！」

　だが聖哉は首を横に振った。

「いや。このキリング・マシンの感覚器官は、俺の土蛇のようにオクセリオとリンクしているのだろう。つまり、キリコは奴の目と耳だ」

「う、噓……!!」

　ジョンデは「それみたことか」と、ばかりに聖哉に頷いた。

「それで、お前はいつそれに気付いたんだよ？」

「コイツを初めて発見した時、既にその可能性を考慮していた」

　流石に私は声を張り上げて叫んでしまう。

「キリちゃんを最初に見つけたのは私だよ!?　私が気付かなきゃ、聖哉はキリちゃんを壊してたじゃない!!」

「違う。最初に発見したのは俺だ。そしてお前がコイツを見つけるまで、あえて時間を置いて待った。共有感覚器官を所有していた場合、俺が真っ先に見つければ、泳がせているのが敵にバレる恐れがあったからな。それ故、偶然の発見を装った」

「そ、そんなことって……！」

「キリコが内通者ということは、あの時点ではあくまで推測にすぎなかった。しかし、ある時をもって、それは確信に変わった」

「……ある時って？」

「ターマインをドームで覆った時だ。キリング・マシンを分析した際、プロトタイプの足には飛行用のシステムが構築してあった。つまり今後、充分に飛行タイプの製造は可能、もしくは既に完成していると見た。だが、それに対応するようターマインをドーム化した途端、敵は逆を突いて地下から攻めて来た。この時、キリコが盗聴している可能性は確信に変わった」

　私はどうしてもキリコが内通者だと信じたくない。それでも聖哉の話には説得力があった。私はキリコをじっと見詰める。

「キリちゃん……本当なの……？」

「ち、違います！　私、そんなつもりは、」

　キリコは両手をブンブンと振って否定したが、私の隣でジョンデが剣を抜いた。

「……ブッ壊してやる！」

「ひぃっ！」

　叫んで私の背後に隠れるキリコ。臆おく病びようそうにカタカタと震えている。やっぱり、キリコが悪いモンスターだとは思えない。

「やめてよ、ジョンデ！」

「ええい、なぜ敵をかばう!?」

　言い争っていたその時、

『ビシャッ』

　再びジョンデの頭から紅茶が流れる！　ジョンデが鬼のような顔で聖哉を睨にらんだ！

「お前……何でまた俺に紅茶をブッかけたああああああ!?」

「時間が経過し、ゾンビ臭くなってきたからだ。それにしても紅茶がいくらあっても足りん。これからはお前がポットに入れて携帯してくれないだろうか？」

「頭にかけられると分かってる紅茶を、どうして俺自身が持ち運ばなきゃならねえんだよ!!」

　聖哉は「ふぅ」と小さく息を吐いてから言う。

「少し落ち着け。キリコだけが感覚器官を共有出来るとは限らない。俺とリスタのどちらもが、キリコの存在に気付かなければキリコの目と耳は使えず、壊されて終わりだったのだからな。つまり、オクセリオはキリコのみならず全てのキリング・マシンと感覚器官を共有出来ると考えた方が良いだろう」

　私は真剣な表情でキリコの顔を眺める。

「キリちゃんは、このこと知らなかったんだよね？」

「はい！　私、盗聴なんかしているつもりはありませんでした！　信じてください！」

　それでもジョンデはキリコに剣を向けている。

「とにもかくにも、壊しておくに越したことはない！」

「何よ!!　悪気はないって言ってるじゃない!!　どうしてモンスター同士、仲良く出来ないの!?」

「だから俺をモンスター枠に入れんじゃねええええ……って、はっ!?」

　聖哉が新たな紅茶入りカップを構えていることに気付いたジョンデは、渋々と剣を鞘さやに納めたのだった。

　──ふう。キリちゃんが壊されなくてよかった。……あれ？　ひょっとして聖哉、キリちゃんをかばってくれたのかな？

　実際のところは分からなかったが、とにかくこの場が収まってから、聖哉は独り言のようにぼそりと呟つぶやく。

「それにしても、作戦が上手くいかずに落ち込んだ振りをする時が一番難しかった。落ち込んだことなど、人生でほとんど経験したことがないからな」

　わ、私なんて、しょっちゅう落ち込んでるのに……！　動揺していたように見せたのも、全部キリちゃんを通してオクセリオを騙だます為だったってことか！　全く何て勇者なのよ……！

　それでも全てが聖哉の策略だと知った今、私の心は俄が然ぜん明るくなった。事実、壁を厚く深くしたことで新型キリング・マシンがターマインに侵入する可能性はなくなり、また南方にいるオクセリオを含め、壁をぐるり囲んでいたキリング・マシンは逆にゴーレムに包囲されている。形勢はピンチから一転、優勢に転じたのだ。

　しかし、その時。オクセリオに照準を合わせていた土蛇カメラが音声を捉えた。

「イレギュラーに対する対処方法の確立完了……」

　オクセリオの抑揚のない声が聞こえる。しばらくして何かが激しく鳴動し、私の耳じ朶だを震わせた。

「な、何の音？」

「外から聞こえるぞ！」

　私達が監視部屋から出た途端、音は更に大きくなった。音のする方に目を向けると、壁の向こう──北方の上空が赤く染まっている。

　まるで赤い雲が浮遊しているよう。だが……違う。徐々に近付いてくるそれは、敵のキリング・マシンの群れだった。地中を掘る青いボディの新型とは対極の真っ赤なメタルボディが数百体！　隊列を組んで空を飛行している！

「飛行タイプだと!?　本当に存在したのか!!」

　聖哉の推測通り、足からロケット噴射をしてターマインに接近するキリング・マシンを見て、ジョンデがそう叫んだ。

　──ぐっ！　敵も用心深い！　遠方に飛行部隊を待機させていたんだ！

　こんな時の為に聖哉はターマインをドーム状に出来るようにしていた！　だけど、流石に壁をあんなに補強した後で、もうドームにする魔力は残っていない筈はず！

　だが、私の不安を軽く裏切り、聖哉が事も無げに呟く。

「アイアン・ドーム鋼鉄円蓋」

　地鳴りと共に厚みを増した壁が天へと伸び、飛行タイプがターマイン上空に飛来するより早く、ドームを形成する！

　円えん蓋がいに閉ざされた薄暗い視界の中、私は聖哉に叫ぶ。

「ま、まだ、それ程の魔力が残ってたの!?」

「うむ。残っている。ちなみに先程、壁を補強したことでＭＰを『10』使用した。今、ドーム状にしたのは『５』くらいのＭＰ消費だ」

「!!　そんなにエコなんだ!?」

　超高度な土魔法を使っているのに、土を岩に変えたくらいのＭＰしか消費していない。土魔法使いとしての驚くべき資質に感嘆していると、聖哉は黙って監視部屋に移動。私達も慌てて後を追う。

　監視部屋に入った聖哉がパチンと指を鳴らす。すると土蛇モニターに映るターマイン周辺の地面がボコボコと隆起。そこから見たことのあるモンスターが出現した。

「あ、あれは、ばくだんロック!!」

　ゴーレム達は地中から湧いたばくだんロックを摑つかむと、まるでボールを投げるように上空に投げ飛ばした！　狙う先は勿もち論ろん、飛行タイプのキリング・マシンである！

　きっとそれなりの強度を持っていたのだろうが、ゴーレムの凄すさまじい膂りよ力りよくによって投げ飛ばされたばくだんロックが着弾するや、飛行タイプは空中で大爆発を起こした！

　ゴーレム達のばくだんロック投とう擲てきは、まるで火力ある地上部隊の一斉砲撃。おそらく、あの時より改良したのだろう。ばくだんロックの爆発力は凄まじく、一発当たるだけでその周りを飛んでいるキリング・マシン達も巻き込んで吹き飛ばしてしまう。

　たったの数分で空中のキリング・マシンは、ほぼ全滅。また新型を含めた地上のキリング・マシン達も三万を超えるゴーレムに囲まれ、撃破されつつあった。




　その後もしばらく、上空を映す土蛇モニターに目を光らせていた聖哉だったが、

「よし。飛行タイプは完全に片付けたようだ。それでは一いつ旦たん、ドームを解除しよう」

　ドームが収縮し、本来の壁の高さに戻った後、私達は監視部屋から出て、塔の頂上から三百六十度、辺りを見渡す。聖哉の言った通り、もはや空を飛んでいたキリング・マシンは一体も見当たらず、また地上では三万ものゴーレム達がキリング・マシンを殲せん滅めつしていた。

「物事が計画通りに進むと気分が良いな」

　聖哉は塔の頂上で紅茶を飲みながら、文字通り、高みの見物をしていた。ジョンデが戦慄したように言葉を発する。

「こ、紅茶飲みながら機皇兵団に勝っちまうぞ!?　これが勇者の戦闘なのかよ!?」

「いいのよ!!　勝てば!!」

　私はジョンデに明るく言い放った。ジョンデだって、ゴチャゴチャ言いつつも表情は朗らかだ。それはそうだろう。もはや、こちらの勝利は揺るぎない状況になったのだから。

　それでも聖哉は、ぼそりと呟く。

「まぁ、いくら何でもこれで終わりということはあるまい」

「えっ？　それってどういうこと？」

　刹せつ那な、塔にいた兵士達が叫ぶような声を上げた。

「な、南方に、きょ、巨大キリング・マシンが出現しました!!」

　振り返った途端、私の全身は固まってしまう！

「何よ、アレ……!!」

　壁の高さ程もあるキリング・マシンが視界に入ったからだ！

「いつの間にあんな巨大モンスターが!?」

　音も立てずに現れた超巨大モンスターを見て、キリコが驚きよう愕がくしている。

「お、お父様……!!」

　言われてみれば、機械蜘蛛ぐものようなヴィジュアルは確かにオクセリオ！　だが、その全長は五十メートル程もある！

「キリちゃん!!　オクセリオって巨大化するの!?」

「わ、私、それも全然、知りませんでした!!」

「まずい!!　南方の壁を破壊しようとしているぞ!!」

　厚みも深さも増した壁だったが、巨大化したオクセリオの拳こぶしが当たるや、地震のような震動がターマインを激しく揺さぶる！

　激しい地震に耐えながら、ジョンデが聖哉に叫ぶ。

「どうするんだよ!!　流石にあんなのが出てくるなんて想定外だろ!!」

「いや。ロボと言えば巨大化は当然。無論、想定内だ」

「そ、そうなのか!?」

「安心しろ。敵の巨大ロボに対抗する秘密兵器は既に用意してある」

　そして聖哉は私に目を向ける。

「リスタ。門を出せ。オクセリオの近くまで行こう。秘密兵器で最後の仕上げだ」

「う、うん！　分かったわ！」

　頷うなずきながら私は思う。

　──今まで壁の中に閉じこもっていた聖哉が、自ら前線に飛び出そうとするなんて……!!　よっぽどその秘密兵器とやらに自信があるのね……!?




　言われるままに門をターマイン南方の壁の外に出し、私と聖哉、ジョンデにキリコは門の外に出た。

　周囲にはキリング・マシン達の残ざん骸がいがそこかしこに溢あふれている。そして数十メートル先では巨大化したオクセリオが拳を壁に打ち付けていた。ゴーレム達がどうにか足下から攻撃しようとしているが、蟻のように踏ふみ潰つぶされている。

　私は巨大化したオクセリオの背中を眺めつつ、能力透視を発動した。





ギガント・オクセリオ

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）

ＨＰ：３４８７５７０　ＭＰ：４２４７５

攻撃力：７９４５２５　防御力：８５８９６５　素早さ：５８７５４４　魔力：８５７５４

成長度：９９９（ＭＡＸ）

耐性：火・水・風・雷・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・呪い・即死・眠り・状態異常

特殊スキル：邪神の加護（Ｌｖ：ＭＡＸ）　遠隔器官（Ｌｖ：ＭＡＸ）　変形（Ｌｖ：ＭＡＸ）


特技：ＳＤ・レーザー魂魄破壊光線

　　　オール・ディストラクション完全誘爆破壊



性格：無情






　──な、何て体力!!　三百万を超えてるわ!!　他の能力値も、以前クロノア様に見せて貰もらったアルテマイオスのデータ程、あるじゃない!!

　ステータスもさることながら、近くで見るとその大きさに圧倒される。まるで巨大な建物が動いているようだ。

「あれじゃあ普通の攻撃など当たらんぞ！　本当に勝てるのか……？」

「案ずるな。今から秘密兵器を出す」

　聖哉は『ダン！』と地面を片足で踏みつけた。地鳴りがして、私達より数十メートル離れたオクセリオの背後の地面から、巨大な手が現れる！

「あ、あれが秘密兵器……!?」

　驚愕した後、私は笑顔で聖哉に叫ぶ。

「分かったわ、聖哉!!　こっちも超巨大ゴーレムを出してギガント・オクセリオに対抗する──それがアンタの言う秘密兵器なのね!!」

「少し違う」

「……へ？」

　やがて地面から完全に全ぜん貌ぼうを現した巨大な物体を見て、聖哉の言葉の意味がすぐに理解出来た。

　……土に汚れてはいるが、馴な染じみのある白いドレス。

　……見覚えのある金髪に、毎朝見ている顔。

　それはギガント・オクセリオをも上回る『超巨大な私』だった。

　絶句する私の隣、聖哉が真剣な顔で呟つぶやく。

「アレが秘密兵器──『大おおタルテ』だ」








第三十五章　イレギュラー






　私達の居る場所から数十メートル離れたターマイン南方の壁付近。見上げる程に巨大な私とギガント・オクセリオが向かい合っていた。

「せ、聖せい哉や……!!　お、お、大タルテって……!?」

「大タルテは、土魔法を駆使して生成した超巨大土人形だ」

「いやだから何で私の格好なの!?　ゴーレムの姿でいいじゃんか!!」

「全長五十メートルを超える土人形を作るにあたり、魔力だけでは不可能だった。故に今回、これを使用したのだが……」

　聖哉が胸元から取り出した物体を見て、私は吃きつ驚きようする。金色に輝く藁わら人にん形ぎようのようなそれは忘れもしない──

「リスタル毛け人形!?」

　私がかつて聖哉の為に、自らの毛を抜いて作った合成用の恥ずかしい人形であった。

「この人形を触媒として使うことで、土人形の巨大化に成功した。ただそのせいで、ヴィジュアルがお前になってしまったのだ」

　私をそのままバカでかくしたような巨大な土人形『大タルテ』には勿論、ブッたまげた。しかしこの時、私は全く別のことに驚愕していた。

「あ、あの……私、そのリスタル毛人形、聖哉にあげた覚えないんだけど……!!」

　ゲアブランデ攻略の際、ヴァルキュレ様やマッシュ、エルルに「不気味」「ヤバい」「マジかよ」と気味悪がられた人形である。もう二度と作るつもりはなかったし、実際作ってなどいない。

　聖哉は、さも当然のように言う。

「うむ。例によってお前が寝ている間に髪の毛をむしって作った」

「お、お前……!!　また、やったんか……!!」

　怒りよりも、激しい不安に襲われた。リスタル毛人形を作るのにどれだけ大量の毛髪が必要か私は知っている。おそるおそる自分の頭を撫なでてみた。

「あああっ!?　つむじの辺りの毛が、かなり少なくなってる!!」

　叫ぶが、聖哉は普段通りの顔付きだ。

「不満や文句は一切聞かん。何度も言うが、全ては世界を救う為にしていることなのだからな」

「ぐぐぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　唸うなりながら歯を食い縛る。「このストーカー、髪の毛返せ！」と罵ののしってやりたいが、聖哉の言う通り私の髪が無ければ、ギガント・オクセリオに対抗しうる巨大土人形は生成出来なかったのだ。

　深呼吸をして、憤りを堪えながら『大タルテ』を見詰める。この巨大な私が、ギガント・オクセリオを倒してくれるのだ、私の髪の毛は無駄じゃなかったんだ……そう信じながら。




　ギガント・オクセリオは突如、現れた巨大な私を警戒し、攻撃態勢をとったまま動かなかった。対する大タルテも、大きく長い腕を胸の前で構え、ファイティングポーズを取っている。

　そして……オクセリオが遂に動く。四本あるうちの一本の腕を大きく引くや、その巨体からは想像出来ない速度の拳を大タルテに向けて放った！

『ゴッ』

　オクセリオの強烈な拳が大タルテの顔にめり込む！　刹那、大タルテの口から、

『へぶっ!!』

　ターマイン周辺に響き渡る間抜けな声が発せられた！

「!?　聖哉!!　大タルテ、『へぶっ』って言ったよ!?」

「他の土人形と同じく、簡単な言葉なら喋しやべれる仕様だ」

「そ、そうなんだ……ってか今、おもっくそ殴られたけど!?」

「安心しろ。耐久性はゴーレム以上。多少、殴られても全く平気だ」

　しかし、その後もオクセリオのラッシュが続く！　四本腕をフルに活かし、大タルテに殴りかかっている！　大タルテのガードの隙間を縫って、拳が体中にヒットする！

『あうっ』

『おひっ』

『うげっ』

　殴られる度、大タルテは私の声で叫び続けた。

「聖哉!!　メチャメチャしばかれてるけど、大丈夫!?」

「大丈夫だ」

　ほ、ホントに……!?　だとしても、まるで私自身が殴られてるようで、心が痛いんだけど……!!

　ギガント・オクセリオにされるがままに思えた大タルテだったが、ラッシュの終わった隙を突き、オクセリオに抱きつくようにして四本腕ごと押さえ込んだ！

「おおっ!?　反撃したわ!!」

　オクセリオが羽交い締めから逃れようとするが、大タルテは離さず締め上げる！

「す、凄すごい……！　力じゃあギガント・オクセリオに勝っているじゃない！」

　よっし、形勢逆転よ……そう思った刹那、私はとんでもないことに気付く。

　オクセリオとがっつり組み合う大タルテのドレスの裾すそが捲まくれ上がり、純白のパンティーが露わになっている！

「!?　ウォォォイ!!　パンツ、丸見えだけど!?」

　聖哉は面倒くさそうに言う。

「別にアレはお前自身ではない。気にする必要などあるまい」

「ぱ、パンツ見えてんのに気にするな、って言われても……!!」

　しかもあの下着！　普段、身に付けているのを、そのままおっきくしただけで変わらない！　何でこんな無駄にクオリティ高いのよ、大タルテはっ！

　ふと気付くと、ジョンデがアゴに手を当てて、大タルテを見上げていた。

「ふむふむ……ほほう……」
















「ちょっと、どこ見てんのよ、このエロゾンビ!!」

「ど、どうして俺にキレるんだよ!?　俺は戦況を見守っているだけだ!!」

「噓!!　私のパンツ、ジ[image: ][image: ][image: ]ッと見てたじゃない!!」

　ジョンデとワチャワチャ言い争っていると、力を溜ため、どうにか羽交い締めから逃れたオクセリオが、大タルテから離れて距離を取った。

　そして『ガシャン』と機械音を上げ、オクセリオの腹部が開く。中から射出口のようなものが数基、現れる。

「あ、あれは……？」

　私が呟いた瞬間、そこから幾状もの光線が大タルテに放たれた！

　眩まばゆい光に一瞬、私は目を閉じてしまう。そして、次にまぶたを開いた瞬間、私はブッ倒れそうになった。

　光線を喰らっても大タルテは立っていた。聖哉の言った通り、耐久性は尋常ではない。だが……光線により、大タルテの髪の毛はチリチリ！　服までも焼け落ちていた！

「聖哉ああああああ!!　髪の毛チリッチリで、服も破けてるよおおおおお!!」

　しかし、私の思っていることと聖哉の考えていることは根本的に違った。

「案ずるな。まだまだ大タルテには余力がある」

「だ、だから、そういう話じゃなくて!!　わ、私の体が!!」

　服が無くなり、身にまとっているのはブラとパンツのみ！　大タルテは完全に下着姿になっている！

「……気にするな」

「!?　気にするわ!!　私ゃ、ほぼ全裸なんだぞ!!」

「しつこいな。アレはお前ではないと言っているだろうが」

『だから、胸の形も体型も何もかも私そのまんまなんだよ』──とは恥ずかしくて言えない。

　羞しゆう恥ちのあまり、体が火照ってくる。おそらくターマイン中の人々が今、この光景を見ていることだろう。気付くと、私の隣でジョンデが鼻を伸ばしていた。

「はぁはぁはぁ……！　こ、これはなかなか……！」

「!?　テメーッ、やっぱり見てんじゃねえか!!　目、潰したろか、オラァー!!」

「く、口が悪すぎる!!　アンタ、本当に女神!?」

　またしても私とジョンデが言い争っている最中、防戦一方の大タルテを見て、聖哉がぽつりと呟いた。

「姿形はあんなだが、能力はパワーアップした巨大ゴーレムの筈はず……なのに予想よりスペックが低く感じる。外見に影響されて、劣化したのだろうか？」

「どういう意味だよ!!」

　辱はずかしめに加え、失礼な言いぐさに激怒するが、ふと戦況を窺うかがえば、しばかれている大タルテもまた同じようにその顔を紅潮させている。口をへの字に曲げ、怒りの表情の大タルテは何と、次の瞬間、地鳴りのような声を辺りに轟とどろかせた。

『もう……怒ったぞォ……!!』

　ソレを聞き、私は驚いて叫んでしまう。

「せ、聖哉!!　今、大タルテ『怒った』って言ったわよ!?」

「ああ、言ったな」

　その後、真剣な表情で拳こぶしを構え、睨にらむようにオクセリオを見据える大タルテ。

　──まさか……必殺技でも繰り出すというの!?

　期待した瞬間、

『ゴッ』

　大タルテの頰にまたもオクセリオの拳がヒットした！

『へぶっ!!』

　先程のように大タルテが叫ぶ！　同時に私も聖哉に叫ぶ！

「いや必殺技、出すんじゃないの!?　思わせ振りに『もう怒ったぞォ』とか言ったのに!?」

「言っただけだろう。大タルテに必殺技などない」

「!!　じゃあその台詞、意味なくない!?」

「俺の意思とは別に、勝手にそういう仕様になったのだから仕方あるまい」

　聖哉も何やら不満らしく、溜め息いきを吐き出す。

「自分の思い通りのモンスターを生み出すのは難しいものだ。時にはイレギュラーも発生する。言葉を話す、あのキリング・マシン──キリコのようにな」

　聖哉が示した指先を見て、私は驚く。

　いつの間にかキリコがオクセリオと大タルテが戦っている場所へ駆けていた。

「き、キリちゃん!?」

　咄とつ嗟さに私は後を追いかける。キリコは大タルテの足下で止まり、そこからオクセリオを見上げながら、少女のような声を張り上げた。

「お父様！　もう争いはおやめください！」

　気付いたオクセリオの目がキリコに向く。

「言語を解するキリング・マシンか。魔王様は会話可能なタイプは私だけだと仰っていたが……」

　赤い光源のような機械の視線が、キリコを射抜くように輝いていた。

「お前など製造過程で発生した、ただのイレギュラー。つまり私にとって数万ある内の目と耳に過ぎない」

「そ、そんな……!!　お父様……!!」

　キリコにとっては辛い台詞だろう。だけど、私はその言葉に安あん堵どする。

　──ってことは、やっぱり聖哉の推測通り、オクセリオはキリちゃんだけじゃなく、全てのキリング・マシンの感覚器官を共有出来たんだ！

　キリコのスパイ容疑はこれで完全に晴れた。だが、オクセリオは次に驚きよう愕がくの事実をキリコに告げる。

「何が『お父様』だ。お前の本当の親など、とうに死んでいる。汎はん用よう型キリング・マシンの動力は魔王様の魔力だが、その核には殺した人間の魂を使用しているのだ」

　キリコが体を大きく震わせた。

「つ、つまり……私は人間だった……!?　本当のお父様もお母様も人間で……そして、も、もう亡くなって……!?」

　私もキリコと同じように激しく狼ろう狽ばいする。

　──何てこと!!　それじゃあ、今まで聖哉が倒したキリング・マシンは……!!

　いつの間にかジョンデも聖哉も私の傍にいる。オクセリオの巨大な赤い目がキリコから聖哉に移った。

「そうだ。勇者よ。ゴミクズのようにお前が破壊した一万を超えるキリング・マシン達は、元はこの世界で暮らしていた人間だ」

　驚愕の事実に私もジョンデも凍り付く。

「う、噓だろ……！」

「せ、聖哉……！」

　聖哉のメンタルが心配で振り返る……だが、勇者は顔色一つ変えてはいなかった。

「世界を救う為に多少の人的犠牲は必然。俺は全く責任など感じていない」

　オクセリオが抑揚のない声を発する。

「感情を揺さぶろうとしたのだが……どうやらお前は我々、機械に近いようだ」

　逆に機械である筈のキリコが耐えきれなくなったかのように「ううっ」と、地面に手をついて、うずくまった。

「キリちゃん!!　大丈夫!?」

　私はキリコに駆け寄り、背中をさする。キリコの鉄の背中は冷たかったが、ある意味、聖哉よりも人間らしいと思えた。

　オクセリオが遙か頭上から、何の動揺もなくプラチナソードを構える聖哉を見下ろしている。

「それにしても勇者よ。お前の方から出てくるとはな。我が軍は壊滅したが、お前さえ倒せば問題はない。魔王様は喜ばれるだろう」

　聖哉が「フン」と鼻を鳴らした。

「俺が此処ここにいるということは、こちらの勝利は最早百二十％動かないということだ」

「私の計算ではそうでもない」

　そしてオクセリオの腹部が開き、射出口を覗のぞかせる。

「ＳＤ・レーザー魂魄破壊光線」

　先程とは色の違う、黒き光線が聖哉に向けて発射される！　禍々しいその光が、私と聖哉の魂を消滅させるチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を孕はらんでいることは明らかだった。

「聖哉っ!!」

　私は叫ぶが、聖哉は冷静に指示を飛ばす。

「盾となれ。大タルテ」

『あい、あーい！』

　途端、間抜けな声を響かせて、大タルテが聖哉と私達の前で、両手を開いて立たち塞ふさがる！　目も眩くらむ閃せん光こう！　でも衝撃はない！　大タルテが巨大な壁となり、私達を守ったのだ！

「だ、大丈夫？　大タルテ……？」

　心配になって自然とそんな言葉が漏れた。すると、何と私の言葉に反応するように大タルテが返事した。

『平気平気！　全然平気ダヨーーー！』

　親指を立てて振り向いた大タルテを見て、私は気絶しそうになる。

　今の攻撃のせいで、胸のブラが弾け飛んでいた！　オッパイの先っちょに申し訳程度にブラの切れ端が付いているが、ほとんど全開だ！

「!?　一体、どこが平気だああああああああああああああああああああ!!」

　私は咄嗟にジョンデに近付き、両手で頭部を摑つかむと、首を捻ひねった。

「な、な、な、何すんだ!?　首が取れるだろ!!」

「見るなああああああ!!　見たらブッ殺すぞ!!」

　アンデッドの首を引き千切るくらいの力を込めると、ジョンデは苦しそうに叫ぶ。

「み、見ない!!　見ないからやめてくれ!!　そ、それより大変だ!!　勇者が消えたぞ!!」

「ええっ!?」

　その言葉で正気に戻る。振り向けば確かに聖哉がいない。

「噓!?　今の今まで此処にいたじゃない!!　一体何処に!?」

　私は大タルテの陰からオクセリオを窺う。次の光線を発射しようと射出口が輝いている。

　──ま、まさか聖哉……大タルテのガードの外に行ったの!?　だ、ダメよ!!　危険すぎる!!　あの光線を浴びたら、私も聖哉も死んじゃうんだよ!?

　だが。オクセリオの腹部から光線が出るより早く、私の耳に聞き慣れた声が届いた。

「……ステイトバーサーク・フェイズセカンド状態狂戦士・第二段階」

　声のした方は、私の遙か頭上。視線を空に向ければ、チリチリでアフロのようになった大タルテの頭部から何かが飛び出した。

　それは赤きオーラをまとった勇者だった。

「!!　いやアンタ、どっから出てくんの!?」

「『巨大な敵に俺の攻撃を届かせる為の足場』──これこそが大タルテの本当の使い道だ」

　そう言いながら宙を舞い、聖哉はオクセリオの頭にプラチナソードを叩たたき付けた。








第三十六章　大いなる希望






『単なる足場』という、しょっぱすぎる理由の為に髪の毛を大量にむしられたかと思うと、無性に殴りかかりたい衝動に襲われるが、それをしでかした犯人は今、私の近くにいない。

　……遙か頭上。深紅のオーラに包まれた剣がオクセリオの頭部を連打し、おそらくは鋼鉄よりも硬いだろう装甲を打ち砕いている。イクスフォリアでは浮遊のスキルは使えない。なのに、身を翻しながら滞空するようにして体勢を保ち、攻撃を与え続ける。勇者の華麗な攻撃動作を目の当たりにしていると、私の怒りは薄れていくのだった。

　攻撃を終えた聖せい哉やが私の隣に降り立つと同時に激しい破砕音。まるで止まっていた時が動き出したかのようにオクセリオの頭部が損壊した。

「よ、よし！　やったぞ！　致命傷だ！」

　ジョンデの声に私も歓喜する。オクセリオの頭部は内部の導線まで露出、バチバチとショートして火花を散らしている。

　もはや勝負あったかに思われた。だが、オクセリオは生物ではなく、機械。頭を半分失っているのに動作に支障はない。次の瞬間、腹部の発射口から光が漏れる。

「聖哉!!　レーザーが来るわ!!」

　私と聖哉を殺しうる光線に焦って大声で叫ぶが、途端、耳をつんざく音と共にオクセリオの腹部が爆発する。そして巨体は激しい震動と一緒に崩れ落ちた。

「ええっ!?」

　驚く私に聖哉が平然と言う。

「先程、奴に斬りかかる前、土蛇を射出口に侵入させておいた」

「ってことは、今の爆発は土蛇の仕業!?　オクセリオのレーザーを暴発させたの!?」

「そうだ。すぐに攻撃に転ずる為とはいえ、腹部のハッチを開けたままだったのは悪手。ドアは開けたらきちんと閉めなければならない。ちなみに俺は外出時、玄関の鍵かぎを掛けた後、本当に閉まっているか確かめる為にドアを三十回ほど引いてから出掛けることにしている」

「!!　そんなに確かめるんだ!?　ドア、壊れない!?」

　一、二回で良いと思う。だがそんなことは今、どうでもいい。頭部半壊。腹部損傷。今度こそ、オクセリオを倒したと思ったのだが、慎重な勇者は首を横に振る。

「まだ終わってはいない。お前は大タルテの背後に隠れていろ」

「で、でも、流石にあれほどのダメージを受けたら、」

　私の言葉の最中、くずおれたオクセリオが巨体を起こす。聖哉の言った通り、オクセリオは未だ動けるようだった。訥とつ々とつながらも言葉を発する。

「理論値……速度……先見性……」

「な、何を言ってるの？」

「おそらくは俺を分析しているのだろうな」

　そしてオクセリオの目が輝く。

「対応……完了……」

　次の瞬間、オクセリオの体に変化！　『ガシャン』という機械音を出して、手足が内部に吸い込まれるように消えた！

「ええっ!?　一体、何を!?」

　亀のような姿になったオクセリオ。私は、その意図が摑めない。だが、すぐに気付く。オクセリオの背中に、腹部と同じレーザー発射口のようなものが、びっちりと現れている！

　──ま、まさか……!!

「……ＳＤレーザー・オールレンジ全方位型魂魄破壊光線」

　全身を地に固定！　砲台のように変形させて、ギガント・オクセリオは背中からレーザーを乱射した！　目も眩む光と共に、無数のレーザーが誘導弾のように、曲がりくねって聖哉に襲いかかる！

「ステイトバーサーク・フェイズ２．６……！」

　聖哉は咄嗟に狂戦士状態をグランドレオンに打ち勝った段階まで引き上げる。瞬間、聖哉の動きは赤い軌道になった。降り注ぐ豪雨の如きレーザー光線は、紅の稲妻を捉とらえきれず、ただ地を焼くのみ。

　それでもオクセリオは途切れることなくレーザーを射出する。持てる全エネルギーをレーザーにのみ注いだような容赦ない連続攻撃だ。

「全方位より飛来するレーザーをかわし続けることは……限りある身の生物には不可能……」

　オクセリオの不吉な言葉が響く。やがてジグザグと動き回り、レーザーをかわしていた赤い軌道が止まった。聖哉の姿が私の目にしっかり視認出来た時には、既に全方位から来るレーザーに囲まれていた。

「せ、聖哉っ!!」

　まるで聖哉が止まる場所を計算し、その位置に追い込んだかのよう。今、聖哉の頭上、側面、背面、全ての方向からレーザーが迫っていた。

　しかし聖哉は前方へとダッシュ。無謀にも前から迫るレーザーに向けて、剣を薙なぎ払はらう。

　……光線が剣で切れる筈はずがない。追い込まれた挙げ句の、破れかぶれな攻撃に思えた。だが聖哉の剣に当たった瞬間、レーザーは軌道を変えた！　弾かれたレーザーがオクセリオ自身に向かうと、爆発音と共にヒットする！

　私同様、オクセリオも理解が追いつかないようだった。

「跳ね返すだと……今見たばかりのＳＤレーザー・オールレンジ全方位型魂魄破壊光線に何故、即座に対応出来る……？」

「初見とはいえ、汎はん用よう型キリング・マシンの特技イヴル・レーザー邪光線の改良型。そしてイヴル・レーザー邪光線がプラチナソードの正反射により跳ね返すことが出来るのは既に分析済みだ」

　──は、反射……!!　もしかしてそれも、あの長ったらしいキリング・マシン分析の時に!?

　またしても聖哉の姿は紅の軌道と化す。目で追えない速度で縦横無尽に動き回りながら、どうしてこうも正確なカウンター攻撃が繰り出せるのか。聖哉に放たれるレーザーのほぼ全てが、オクセリオ自身へと返っていく。オクセリオは自らの破壊光線を体中に浴び続け、火炎と黒煙を噴出した。

「解析不能……解析不能……解析……不……能……」

　そして、オクセリオの赤い目の光は、ゆっくりフェイドアウトするように消えていく。

　完全に動作を停止したオクセリオ。私は体力にフォーカスした能力透視を発動する。





ギガント・オクセリオ

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）
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「よっし！　あと、ほんのひと押しよ！」

　声を弾ませるが、聖哉の顔は依然、厳しい。静止したまま、オクセリオをジッと見据えている。

「いや。ここからは尚、慎重にいく。オクセリオが俺を巻き込んで爆発する恐れがある」

「ええっ!!　オクセリオが自爆するってこと!?」

「うむ。元の世界にいた時、テレビで見たことがある。追い詰められたロボはドクロマークのスイッチをポチッと押して自爆することがあるのだ」

「い、いやあの、それ……テレビの知識なんだよね……？」

「根拠はまだある。奴のステータスにある技『オール・ディストラクション完全誘爆破壊』──これが自爆技である可能性は高い」

「ああ……それは確かに、そうかも……」

「奴が自爆装置を作動させる前に、クリムゾン・ブーム爆轟焦破で片を付ける」

　聖哉が足下の地面をつま先で軽く叩くと、土蛇が鞘さやを二本持って現れた。聖哉はそれを腰に装着する。

「オクセリオの体内に自爆装置があると仮定した時、心配なのはクリムゾン・ブーム爆轟焦破の爆炎によって引火しないかということだが、そういう仕様なら敵から攻撃を受けた際、誤爆してしまう危険性がある。故に自爆装置はオクセリオの意思でのみ作動すると考えられる。そしてもしも万が一、誘爆したとしてクリムゾン・ブーム爆轟焦破の爆発で相殺は可能……」

　ブツブツ言いながら、あるかどうかも分からない自爆装置に考えを巡らせつつ、聖哉はオクセリオに近付いていく。遠目には、よもや残ざん骸がいと成り果てたオクセリオだったが、聖哉の接近に気付くと、光を失っていた目が赤く点灯した。

「……発動準備……完了」

　──!!　聖哉の思惑通り、何かやろうとしてるわ!!　ほ、ホントに自爆するつもり!?

　だが、

「ポチッとは、させん」

　狂戦士状態の勇者は既に両手を腰の二本の鞘に当て、オクセリオに至近している！　鞘から同時に引き抜かれた双剣が巨大なオクセリオの眼前、交差する！

「ダブル・クリムゾンブーム二刀流爆轟焦破……！」

　グランドレオンを倒した大技が、二刀流により更なる威力と衝撃波を発生させる！　オクセリオの体に大きな紅くれない十じゆう字じが描かれた瞬間、軽々とその巨体を弾き飛ばす！

　オクセリオは数十メートル先で地響きと共に大爆発するが、その爆風は私達には届かない。クリムゾン・ブーム爆轟焦破を放った後、即座に狂戦士状態を解いて土属性魔法戦士に戻ったのか……或あるいは既に地中に仕込んでいたのか……突如、高い岩壁が私達を守るように現れたのだ。

　しばらくして聖哉は岩壁を解除する。

「念の為に岩壁でガードしたが……さほど大きな爆発は起こらなかったようだな」

　……本当にオクセリオの体内に自爆装置があったのか、今となっては分からない。ただ一つだけはっきりしていることは、ダブル・クリムゾンブーム二刀流爆轟焦破によりオクセリオは完全に大破。用心深い聖哉でさえ勝利を疑わない程、あちこちに残骸をばら撒まいていた。

　聖哉はバラバラのパーツになったギガント・オクセリオに近付くと、一つ一つ丁寧にエンドレス・フォール無限落下で地下に落とし始める。

　途中から黙って様子を見守っていたジョンデが、震える唇を開いた。

「か、かすり傷一つ負わず、機皇兵団を壊滅……そして機皇オクセリオも撃破……!?　お前……信じられないくらい強いじゃないか!!　それだけ強ければ最初から前線で戦っても問題なく勝てそうなのに!!」

「戦わずに勝てる戦いなら戦わないのは当然だ」

「ホント、凄すごいよ聖哉!!　あんな巨大ロボもやっつけちゃうなんて！」

「欲を言えばオクセリオへのトドメもゴーレム達と大タルテに任せたかった。だがゴーレムはともかく、大タルテは足場としてしか使えんからな」

　何だか自分が、けなされているような気分になる。しかし、見上げれば当の大タルテはニコニコと微笑んでいる。そう……依然、胸をさらけ出したままで……。

「ちょ、ちょっと大タルテ!!　アンタ、胸を手で隠すとかしなさいよ!?」

『別にイイヨー！　減るモンじゃナイシ！』

「!?　私が良くないんだよ!!」

　そびえ立つ山のような大タルテを叱る。両胸の先っちょに付いたブラの切れ端が、今にも風で飛んで行きそうである。

「ホラ!!　気を付けないと胸の……と、突起が見えちゃうでしょうが!!」

『とっき……？　ああ……【ビーチク】のことだネー！』

「でっけえ声でビーチク言うな!!」

　叫んだ後で私はジョンデを睨にらむ。

「な、何だよ!!　見てないって言ってるだろ!!」

　私にそっぽを向いた後、しばらくして将軍の凜り々りしい顔に戻り、苦笑いする。

「それにしても、あの巨大土人形も頑張ってターマインを守ってくれたな」

　感慨深く呟つぶやいたジョンデに私も同意する。

「……そうね」

　実際のところ、大タルテは単なる足場どころではない働きをしてくれた。勇者が大タルテの髪から出てきて一撃喰らわせるなんてオクセリオは勿もち論ろん、一体、誰が想像出来るだろう。大タルテがオクセリオ討伐に欠かせなかったのは明らかだ。

　遙か頭上で胸に手を当て、ニコニコと微笑む無邪気な大タルテの顔を見ると、何だか私も釣られて笑ってしまう。

　──本当に、よく頑張ったね、大タルテ！

　心の中で大タルテをねぎらっていると、聖哉が何故か剣を抜いたまま、大タルテを見据えていた。

「よし。大きくて邪魔だし、そろそろ破壊するとしよう」

「!?　いや、ちょっと待てや、オイィィィィィィィィ!!」

　私は絶叫するが、聖哉はきょとんとした顔を向けて来た。

「何だ？　用は済んだ。大タルテは、もういらん」

「だからって壊すことないじゃん!!　あまりにも不ふ憫びんすぎるでしょ!!」

「不憫なものか。コイツは意思を持たない土人形だ」

　聖哉は冷たい視線を大タルテに向けつつ、問いかける。

「破壊するが構わないだろう？」

『あい、あーい！』

「お前も『あいあーい』じゃねえわ!!　とにかく止めてよ、聖哉!!　自分そっくりな人形が壊されるのって、何だかメチャクチャ嫌だから!!」

　……その後、聖哉を説得し、大タルテはターマインの壁の外に見張り役として配置することになった。放し飼いの犬のような扱いだが、壊されるよりはマシだろう。

　私が聖哉に大タルテの破れたドレスと、チリチリの髪の毛を修復して貰もらっている時も、聖哉はブツブツ言っていた。

「全く面倒臭いな。俺にはやることが沢山あるというのに」

「やることって何よ？」

「まずは、キリング・マシン達の残骸をゴーレム達に集めさせ、エンドレス・フォール無限落下で地下深くに落とさねばならん」

　いつものお片付け。それも今回はハンパ無い数の大掃除だ。だが、私はその労力よりも気に掛かることがあった。

「ねえ……あの……ホントに大丈夫？　聖哉」

　聖哉の顔色を窺うかがう。私達はオクセリオに、キリング・マシン達が元は人間だったと聞かされた。あの時、聖哉は平静を装っていたが、実際は強がっていたのではないだろうか。

　だが。聖哉は普段通りの表情だった。

「残骸は軽く一万体を超えるだろう。なかなか大変な作業だ。しかし、それでもやっておかねばならん。動けるキリング・マシンを残せば、また人間を襲うからな。まぁゴーレムを総動員させれば、そこまで時間は掛からない筈だ」

　片付けのことしか考えていない。「よかった」とホッとしたような、「いや人としてどうなのよ」と思うような、何だか複雑な気分がした。

　……とにもかくにも、聖哉はキリング・マシンの残骸処理に行ってしまった。私はジョンデに近付く。

「時間が掛かりそうだし、私達はターマインに戻りましょ」

　見張り塔への門を出したが、ジョンデは動かず、遠くでうずくまるキリコを見詰めていた。

「……なあ。アレはどうする？」

「キリちゃんのこと？　もちろん連れて行くわよ」

　言った後、私はジョンデにジト目を向ける。

「もしかして、ジョンデ！　アンタ、まだキリちゃんのこと、壊そうと思ってるんじゃないでしょうね！」

「い、いや。アイツの魂は人間なんだろ？　なら、もう壊したりするのは間違っている」

「じゃあ何でそんな神妙な顔してるのよ？」

「アイツの行く末を考えてたんだよ。キリコがこのままターマインに戻ったとして、キリング・マシンとして生きていくのは、とても辛いことだと思う」

　言われてキリコを眺める。花が好きで小心者の優しいキリング・マシン。人間だった時は、幼い少女だったに違いない。そして、ある日突然、魔王によってその命を奪われた……。

　キリコが人間だった時を想像した私は、ある決心をした。キリコの方へ足を向けると、小さくうずくまるキリング・マシンに声を掛ける。

「キリちゃん。とりあえず一いつ旦たん、ターマインに戻ろう？」

「で、でも私……」

　私はキリコの背中に手を当て、精一杯明るい声を出す。

「ねえ、キリちゃん！　私達と一緒に冒険に行かない？」

「ええっ!!　リスタさんと聖哉さんと一緒に、ですか!?」

　キリコが驚き、ジョンデが呆あきれたような声を出した。

「おいおい、本気かよ……！」

「もちろん本気よ！　私達といれば、きっとキリちゃんは傷つかないで済むもの！」

「だ、だが、あの勇者が何と言うか、俺でも大体、想像がつくぞ？」

「何とか言いくるめるわよ！　大丈夫！　最悪『号泣して土下座』という手もあるから！」

「!?　アンタに女神としてのプライドは無いの!?」

　叫ぶジョンデをスルーして、私はキリコに話し掛ける。

「あのね。実は私も女神になる前は人間だったんだ」

「り、リスタさんが……人間？」

「そうよ。だから私達って、何だかちょっと似てると思うの」

　そして私はキリコの手を取った。

「行こう、キリちゃん！」

　ほんの少し、躊躇ためらった後、

「はいっ！」

　キリコは元気な返事を私にくれたのだった。




　私達は門を潜り、ターマインの見張り塔に戻った。塔の兵士達に戦勝報告をすると、皆、手を取り合って歓喜していた。聖哉の指示もあって、それまで王宮で身の安全を確保していた王妃も塔に来て、私達をねぎらってくれた。

　そして……二時間程すると聖哉が帰って来た。

　私は胸の鼓動を抑える為に、大きく深呼吸をする。

　キリング・マシン達が元は人間であったと知っても顔色一つ変えず、また用が済んだらすぐに大タルテを始末しようとした冷血勇者に対して、

「ね、ねえ……あのさ……キリちゃんを一緒に冒険に連れて行っちゃあダメかな？」

　私はおそるおそる、そう切り出したのだった。








第三十七章　新しい仲間






『ダメだ』と断られることもなく、さりとて『いいぞ』とも言われず、聖せい哉やは黙ったまま私の顔に目を向けていた。喜怒哀楽が読み取れない表情で見詰められていると、何だか背中にイヤな汗が滲にじみ出でてくる。

　──いやちょっと、何でもいいから喋しやべってよ!!　メチャメチャ気まずいんですけど!?

　その時、私の陰に隠れていたキリコが一歩、前に出た。

「な、何とかお願い出来ないでしょうか!?　邪魔にならないように頑張りますから!!　えっと、私、お二人と一緒に冒険して、それからあの……リスタさんみたいな素敵な女性になりたいんです!!」

「キリちゃん……！」

　キリコはカタカタと小刻みに震えていた。もう聖哉の恐ろしさは充分、分かっている筈はず。なのに少女の魂を持ったキリング・マシンは勇気を振り絞ってそう叫んだのだ。それを目の当たりにして、私の覚悟は定まった。

　フフッ。こんなの見せつけられたら、私も本気を出すしかないじゃない。……いいでしょう！　さぁ、やるわよ！　摩擦熱で発火する程にオデコを地面にこすりつける『リスタルテ・スーパー土下座Ｌ・Ｓ・Ｄ』を！

「聖哉様ぁっ!!　何卒、何卒、よろしくお願い申し上げたく、」

　だが、私が四つんばいになった瞬間、

「……いいだろう」

　耳に聞こえた聖哉の返答に私の時間は停止した。しばらくして、ようやく状況を飲み込む。

「えええええええっ!!　そんな簡単に!?　ゲアブランデの時は、エルルちゃんとマッシュを連れて行くのをあんなに拒んだのに!?」

「以前は人間だったかも知れんが、コイツはもはやモンスター。そしてモンスターならいつ何処で、くたばっても安心だ」

　血も涙もない理由に私は愕がく然ぜんとするが、それでもキリコは手足をバタバタさせて喜んでいた。

「嬉うれしいです!!　私、一生懸命、頑張ります!!」

「とりあえず荷物を持て」

「はいっ！　喜んで！」

　嬉しそうに荷物を担ぐキリコ。そして私は、つまらなそうな顔の勇者を見ながら思う。

　……何だかんだ言いつつ、聖哉だってキリコの置かれた状況が分かっているのかも知れない。イクスフォリアで自分達の元を離れれば、キリコがどんな目に遭うか分からない。だから聖哉はきっとキリコを連れて行くことにした──いや、実際のところ、よく分かんないけど。私自身がそう信じたいだけなのかも知れないけど。

　やがて、傍で成り行きを見守っていたジョンデが私達に近付いて来た。

「それで、お前達はこれからどうする？　南の怨えん皇こうセレモニクを倒しに行くのか？」

　だが聖哉は首を横に振る。

「いや。その前にやりたいことがある」

「やりたいこと？」

　聖哉に代わり、私は笑顔でジョンデに告げる。

「聖哉はね。今から神界に修行に行くのよ」

「ええっ!!　神界で修行!?　このタイミングでか!?　だ、だって普通、」

　私は、まくしたてるジョンデの肩を軽く叩たたいた。

「いやもう、そのくだりいいから。正直、飽きたから」

「!!　飽きたって何だよ!?　『くだり』とか俺、知らないけど!?」

「とにかく、まぁそういう訳だから、ちょっとだけ待っててね」

　神界への門を出し、聖哉とキリコと一緒に潜ろうとした時、ジョンデが私の前に立たち塞ふさがった。

「大丈夫だって。たいして時間は掛からないから。一時間以内に帰ってくるわ」

「……そうじゃない」

　ジョンデは真面目な顔で言う。

「神界なら俺を一瞬で昇天させられる神もいるだろう。俺も連れて行ってくれないだろうか？」

「いや、もういいじゃん。ジョンデはそのままで」

「いいことあるか！　いつ人間としての意識を失うか分からない半死人のままなんてイヤなんだよ！」

　元はといえば、私の力不足で昇天させられない訳だし、それに加えて、いつになく真剣な表情のジョンデを見て、

「……分かったわよ」

　私は頷うなずかざるを得なかった。




　門を潜って出たのは、統一神界の広場。イクスフォリアの陰いん鬱うつとした空気とは打って変わった新鮮かつ爽さわやかな神界の空気に、私は大きく深呼吸する。

「どう？　キリちゃん、ジョンデ！　素敵な所でしょ！」

　しかし振り返ると、キリコは頭を押さえ、ジョンデは見るからに苦しげな表情を浮かべていた。

「ど、どうしたの、二人共!?」

「急に気分が悪くなって……！」

「お、俺もだ……！」

　──これってまさか、神界に満ちている神気にやられて!?

　邪気が無くても、二人がモンスターという事実に変わりはない。おそらく私の推測は当たっている。

　なら……解決策は一つしかない。

「付いてきて!!」

　私はキリコの手を取って駆け出した。




　カフェ・ド・セルセウスのテーブル席に腰掛けながら、店主である剣神セルセウスを見上げ、キリコもジョンデも楽しげに言う。

「すっかり気分が良くなりました！　この人の周りからは神気が全く感じられませんね！」

「ああ、確かに落ち着くな！　人間の傍にいるのと全く変わらん！」

「!!　一体どういう意味だああああああ!?」

　セルセウスは激しく憤っていたが、私の予想通り、この場には神気がほとんどないのであった。

　神様なのに神気を全く発散していないセルセウスに、私はニヤリと笑う。

「まぁまぁ、良かったじゃない！　『落ち着く場所』なんて言われて！　喫茶店の店長冥みよう利りに尽きるじゃないの！」

「嬉しくないわ!!　それとこれとは意味が違うだろ!!　大体、リスタ!!　お前だって全然、神気が出ていないからな!!」

「へっ!?」

　キリコがコクコクと頷く。

「確かにリスタさんの近くにいても全然苦しくありませんね……」

「う、噓でしょ、キリちゃん!?」

　私が叫んだその瞬間。キリコもジョンデもまるで太陽を見た時のように「うっ！」と唸うなって、同時に手で顔を覆った。

「……まぁ、リスタもセルセウスも元々、人間から転生してそんなに時間が経っていないもの。仕方ないわよ」

　聞き慣れた声に振り返ると、先輩女神のアリアが佇たたずんでいる。そしてキリコとジョンデはアリアが発する神気が眩まぶしくて直視出来ないようだった。

　そ、そっか。私達、前世が人間だから神気が少ないんだ。でもセルセウスと同じって何かヤダなあ……。

　私が凹んでいるのに気付いたキリコが励ますように言う。

「でも、リスタさんと一緒にいると私、楽しくて幸せな気分になりますっ！」

「ああ……！　キリちゃん……！」

　愛おしくなってキリコを抱きしめていると、ジョンデがアリアに話し掛けていた。溢あふれる神気からアリアが高位の女神だと悟ったらしい。

「見ての通り、俺はアンデッド状態だ。それで昇天させてくれる神を探しているのだが……アナタには可能だろうか？」

　アリアは申し訳なさそうに首を横に振る。

「アンデッドを安らかに昇天させるには、強力な治癒の力──もしくは光の力が必要よ。リスタは現在、本来持っている治癒の力を解放出来ない。そして光の神は今、他の異世界救済中でいないのよ」

　無論、私と聖哉だけでなく、神界にいる神々も勇者召喚して異世界を救っている。光の神はその最中らしかった。

　難しい顔で押し黙るジョンデに、アリアが微笑む。

「そんなに急いで昇天しなくても、良いんじゃないかしら？」

「しかし、いつ何時、人間としての意識が無くなるかと思うと……」

「私が見る限り、アナタの脳はアンデッドに浸食されていない。少なくともあと数年間は大丈夫よ。保証するわ」

「ほ、本当ですか！」

　アリアの言葉にジョンデは顔を綻ほころばせた。

「よかったじゃない、ジョンデ！」

「あ、ああ、そうだな！　ならば、しばらくこの状態のまま、ターマインの復興に専念しても良いかも知れん！」

　ジョンデが消えずに傍にいればカーミラ王妃も喜ぶだろう。そして、王妃が喜ぶのは私としても嬉しいことだ。

「ってことで、決まりね！　キリちゃんもジョンデも聖哉の修行が終わるまで、しばらくセルセウスのカフェで待っていてちょうだい！」

　ジョンデもキリコも頷いたが、セルセウスは不満をこぼす。

「おいおい。勝手に決めるなよ。何で俺がモンスターの面倒なんか見なきゃならないんだ？　こっちは一人で店を切り盛りしてるんだぞ？」

　今日はアデネラ様の姿すらなく、より一層閑散として見えるが、それはあえて言わないことにして、私はセルセウスに提案する。

「だったら、キリちゃんとジョンデに店を手伝って貰もらったらどう？」

「手伝うって、コイツらはモンスターだろ」

「あら、知らないの？　今、巷ちまたじゃあ異世界の可愛いモンスターが流行ってるのよ？　冒険をそっちのけでモンスターと『もふもふ』したりする勇者だって、いるんだから！」

「確かにお前の言うような『もふもふ』出来る可愛いモンスターなら、店のマスコットキャラに良いかも知れん。だがな、」

　セルセウスはプルプル震えながら、キリコとジョンデを指さした。

「コイツらを見ろ！　フルメタルボディの魔導兵器に、無駄に筋肉の付いたアンデッド！　『もふもふ』どころか『カッチカチ』じゃねえかよ!!」

　すると今まで黙っていた聖哉が、セルセウスに厳しい目を向けた。

「セルセウス。俺は忙しい。グダグダ言わずに、さっさとこいつらを預かるがいい。というか、預かれ」

「い、いや、でもだって、いくら聖哉さんのお願いでも、それはちょっと、」

　よほどイヤなのだろう。セルセウスは珍しく反論していた。すると聖哉は面倒臭そうな顔で地面をつま先でコンコンと突く。足下の土が隆起した。

「仕方のない奴だ。ならば、この『ばくだんロック』もセットで付けてやろう」

　地中から現れた後、ニヤニヤと不気味に笑うばくだんロックを見て、セルセウスが叫ぶ。

「コレに至っては『もふもふ』どころか、もう完全に岩だよね!?　それからあと名前からして絶対、爆発するよね!?」

「そうだ、セルセウス。爆発が良いか、コイツらを預かるのが良いか、どちらか一つ選べ」

「!!　急に脅迫してきた!?　この勇者、相変わらず酷すぎる!!」

　脅されたセルセウスは渋々、二人を預かることを承諾した。その後、ようやく聖哉はアリアに本来の用件を切り出す。

「それではアリア。次の敵に対抗する為の修行を開始したいのだが」

「ええ。私の知っている神ならすぐに紹介するわ。だけど、」

　不意に、アリアは言葉をつぐんだ。しばらく黙った後、私を見て微笑む。

「その前にリスタ。イシスター様から連絡があったの。神殿でアナタを待っていらっしゃるそうよ」




　……アリアに聖哉を任せた後、私は一人、神殿内を歩く。そして扉をノックして、イシスター様の部屋に入った。

　千里眼を持つ、統一神界最高位の大女神は、今日も椅子に腰掛けて穏やかな笑みを浮かべつつ、

「竜りゆう宮ぐう院いん聖哉は獣皇グランドレオンに続き、機皇オクセリオも倒したようですね」

　私が報告する前に、そう言った。

「そ、そうなんです！　ちょっと危なげに思えましたけど、実はそれも聖哉の演技で……結局、オクセリオに圧勝でした！」

　興奮して話すとイシスター様は「ほほほ」と笑った。

「一年前の魔王のステータスを超えたグランドレオンを直接戦闘で倒したのでしょう？　ならばもうイクスフォリアで、あの勇者に敵う敵はそういない筈はずです」

　イシスター様に言われて、ハッと気付く。冷静に考えれば当然のことを私は今の今まで気付かなかったのだ。

　そうよ！　機皇戦で焦ったりする必要なんてなかったんだ！　グランドレオンを倒したってことは、今のままの状態でも魔王戦までは余裕ってことじゃない！

「もはや竜宮院聖哉は、人間としての能力を遙かに超えていますね」

　イシスター様はニコニコと微笑んでいる。何だか自分が褒められている気がして、私も嬉しくなった。

「本当に、数ある勇者の中でも確実に五本の指に入る強さです」

「……え」

　イシスター様の言い回しに違和感を覚えて、おずおずと尋ねてみる。

「あ、あのう……聖哉より強い勇者っているんですか？」

「統一神界の歴史は長く、そして深い。竜宮院聖哉を上回る勇者も存在しますよ。まぁ強ければ良い、というものでもありませんが……」

　女神として私よりずっと経験豊富なアリアもアデネラ様も、聖哉のような勇者は後にも先にも現れないと口を揃えて言っている。

　──なのに、聖哉を超える勇者がいるっていうの!?

　私としては、凄すごく興味があったのだが、

「今はその話は置いておきましょう」

　イシスター様はやんわりと話題を変えた。

「獣皇グランドレオンと機皇オクセリオ。強大な魔力を持つ二体を倒したことで、イクスフォリアを覆う靄もやはずいぶん晴れました。そこでアナタに伝えておきたいことがあります。我々、統一神界の神が勇者に加護を与えるように、魔の者に邪悪な力を与える存在がいるのは知っていますね？」

「それって……邪神のことですか？」

「その通りです。そして統一神界の神々にルールがあるように、邪神にもルールがあります。我々が直接、異世界に君臨する魔王を倒せないように、邪神も勇者に手を出すことは出来ないのです」

　──私達が勇者を召喚し、サポートして間接的に魔王を倒して貰うように、邪神は魔王にパワーを与えて勇者を倒すってことね。イクスフォリアの邪神が直接、聖哉に危害を及ぼすことはないってことか……。

「それでも気を付けてください。私の予知や千里眼を阻んでいることから、イクスフォリアに巣くう邪神は、大変恐ろしい力を持っていると考えられます。そして、その邪神の加護を受け続ける魔王アルテマイオスが一体どのような変化を遂げるのか……正直、私にも想像がつきません」

　近未来を見通せるイシスター様すら想像出来ないと聞いて戦せん慄りつしてしまう。

「リスタ。もしも、その邪神の名や特徴などが得られれば、私に教えて欲しいのです。どんな邪神かが分かれば対策も立てられますからね。まぁ邪神が自ら名乗ったり、姿を見せることは稀まれでしょうし、難しいとは思いますが……」

「は、はい！　何か分かったら必ず連絡します！」

「頼みましたよ」

　その話が終わった後で、イシスター様がぽつりと呟つぶやく。

「それから……アナタが神界に帰って来たと同時に、モンスターの気配も入ってきました。アンデッドにされた兵士と、人間の魂を持った魔導機械のようですね」

「あ！　す、すいません！　モンスターを神界に入れてしまって！」

　怒られるかと思って咄とつ嗟さに頭を下げるが、イシスター様は静かに首を振る。

「いいのですよ。両者共、悪しき気配は全く感じませんから」

「はい！　キリちゃんは凄く良い子で、ジョンデも比較的まともなアンデッドなので……あ、ちょっとエロいけど！」

「袖そで触ふれ合あうも他生の縁などと言います。縁を大事にするのは人間にとっても、また我々、神にとっても大切なことだと思います」

　──うん。実際、ジョンデは私が人間だった時、お世話になってたみたいだしね。そういう人とまた一緒にいるってのは確かに不思議な因縁を感じるなあ……。

　なんて妙に感慨深く思っていると、イシスター様が机に置いてあった毛糸玉を手に取った。どうやら趣味の編み物を始めるらしい。

「話は以上です。それではアナタ方の旅の無事を祈っております」

「ありがとうございます！　失礼します！」

　一礼して部屋を出て行こうとすると、

「……リスタルテ」

　不意にイシスター様が私を呼び止めた。振り返ってみて驚く。イシスター様の顔が珍しく憂いを帯びているように感じたからだ。

「後で竜宮院聖哉に一人で此処ここにくるよう、伝えてくれませんか？」

「聖哉一人で、ですか？　はぁ……分かりました。伝えておきます」

　少し不思議に思いながら返事をすると、イシスター様は普段通りの柔らかな微笑を顔に湛たたえながら、編み物を再開していた。








第三十八章　金こん神じん






　イシスター様の部屋からカフェ・ド・セルセウスに戻ると、まだ聖せい哉やとアリアが立ち話をしていたので驚いてしまう。

　あれっ!?　聖哉のことだからとっくに修行を始めてると思ったのに!!

　おかしなことはまだあった。聖哉がアリアに対し、あからさまに不満な表情を浮かべていたのだ。

「本当にどうにもならないのか？　一日百時間、練習したとしてもダメなのか？」

「何度も言うけど、こればっかりはいくら聖哉でも無理よ……」

　押し黙る聖哉に、私はニコニコと笑いながら近付いていく。

「ねえ、聖哉！　一日は二十四時間だよ！」

　聖哉は私を見て、短く溜ため息いきを吐いた。「？」と思っていると、アリアが代わりに説明してくれる。

「リスタ。聖哉は呪いを防ぐ力を持つ神と修行したがっていたの。でもそれが出来ないから困っているのよ」

「呪いを防ぐ神？」

　するとジョンデが横から口を挟む。

「南の大陸クレスにいる怨えん皇こうセレモニクは『歩く災禍』と呼ばれ、強力な呪いをかけてくるという噂だ。どういう類の呪いか、詳しいことは分からんがな」

　ああ、つまり聖哉は次のセレモニク戦に備えた技を習得したがってる訳ね。

「でもアリア。聖哉が習得出来ないなんて、どうして？」

「いくら努力してもどうにもならない分野もあるわ。たとえば聖哉がどれだけ修行したとしてもリスタの持つ『治癒』の魔法は使えない。それは努力や才能とはまた違う『特性』の問題なの。そして呪いを防ぐ力は、リスタの治癒魔法と同じ系統の力なのよ」

「なるほど、そっかー。それは残念だったね……」

　呟きながら、私は気付く。

「待って!!　だったらその技、私が習得すればいいんじゃないの!?」

「え、ええ。私もそれを聖哉に勧めたんだけど、嫌がるのよね」

　聖哉は、私と目も合わさず吐き捨てるように言う。

「やめておけ。どうせ、ろくな結果にならん」

「そんなの分かんないじゃない!!」

「分かる。お前がやったことで役に立ったことなど殆ほとんど記憶にない」

「それはまぁ……そうかも知れませんけれども……！」

　ぐうの音も出ない私を置いて、聖哉は踵きびすを返す。

「とにかくこうなった以上、プランを変更するしかあるまい」

　そう言って、とっとと歩き去ろうとする聖哉に私は叫ぶ。

「あっ、聖哉！　イシスター様が呼んでいらしたわ！　後でお部屋に行ってよね！」

　歩きながら面倒臭そうに無言で片手を上げる。素っ気ない態度だが、聖哉の性格からして必ず後でイシスター様のもとへ行く筈だ。

　しばらくしてアリアが苦笑いする。

「まぁ……聖哉のことだから、呪い封じに代わる新しい手段をすぐに見つけるでしょうけどね」

　それでも私は腑ふに落おちない。だって私がその技を身に付ければ、万事解決するのに！

「アリア！　やっぱり私、やりたいよ！　その技、身に付けたい！」

「えっ！　でも聖哉が……」

「もしも、聖哉が代わりの技を身に付けられなかった時の為よ！　私が呪い封じを習得した後、それでも聖哉が自分で何とか出来そうだったら、私は何もしなければいいんだから！　でしょ？」

「それはまぁ……そうね」

「紹介して、アリア！　呪い封じの神を！」

　私の真しん摯しな訴えにアリアはやがてコクリと頷うなずいた。瞬間、私の心は燃え始める。

　今まで聖哉の修行中、私は基本的に弁当を作っていただけ！　勇者のサポートというより賄い担当だった私が、遂に日の目を見るチャンスがやって来たのだ！

　ようし、やってやるわ！　呪い封じの技を身に付ければ今度こそ本当に聖哉の役に立てるんだもの！

　興奮している私にアリアは真剣な眼差しを向けて来た。

「なら、リスタ。部屋から、ありったけのお小遣いを持って来て」

「お小遣いね!!　うん、分かったわ……って、何で!?」




『いい、リスタ。呪い封じは光の神に教えて貰もらうのが本来、一番適切なんだけど、光の神は今、異世界救済中。加えて、第二候補の輝明神ダズマ様もお留守。だから第三候補の金こん神じんバルドゥルを紹介するわ。実は、私もあまりよく知らない神なんだけど……』

　私は今、広い神しん緑りよくの森の中を歩いていた。アリアに教えられた通り、弓の女神ミティス様や、戦神ゼトのいる帰らずの井戸とは逆方向に進んでいく。

　やがて森が開けて、私の目の前に現れたのは、瓦かわら屋根の屋敷だった。

　統一神界の建物の多くは、聖哉の世界で言うところの中世の西洋建築に近い。しかし、この屋敷はまるで日本にあるお寺のような外観で、少し場違いな感じの建物だった。

　錦にしき鯉ごいのいる池を横切り、木で出来た扉をカラカラと開く。

「すいませーん……」

　目の前に広がるのは一面の畳。一体、何十畳あるのだろう。柔道の稽けい古こ場ばのような場所の奥には東洋の祭壇らしきものがあり、そこで誰かが座禅を組んでいる。

「あのう、失礼します。えぇと、金こん神じんバルドゥル様ですか？」

　私が呼びかけると、閉じていた目をうっすらと開く。

「……いかにも、私がバルドゥルでませ」

　そして、立ち上がって私の方にゆっくりと歩いてくる。妙な語尾のバルドゥル様は小太りで、中年のおばさんのような女神だった。金色に輝く派手な着物を羽織り、首や手には数珠や飾り物を沢山付けている。そのせいで、歩く度にチャリチャリと音を立てていた。

「さぁさ、汝なんじの悩みを打ち明けるのでませ」

「な、悩みというか、私、今、異世界救済中でして……それで、バルドゥル様に呪い封じの技を習得させて頂きたくて来たんです」

　するとバルドゥル様はニコリと微笑む。

「我が呪い封じの秘儀をもってすれば、相手が呪いを使ってくる魔物なら、その呪いが発動しないように封じられるのでませ。また、相手が呪われし存在そのものなら、即座に消滅させることも可能なのでませ」

「ほ、本当ですか！　すごい！　是非ともその秘儀を教えてください！」

「勿もち論ろんでませ！　我が門下生となり、宇宙の力を得てくださいでませ！」

　ああ、よかった！　案外すんなり修行させて貰えそうだわ！

「それで、バルドゥル様。呪い封じの秘儀を身に付けるには、一体どのくらいの期間が必要なんですか？」

「それは、汝のお気持ち次第でませ。気持ちを見せてくださいませ」

「私、やる気だけは誰にも負けませんっ!!」

　今度こそ聖哉の役に立ってやる！　そう思いながら、両の拳こぶしを胸の前でギュッと握りしめるが──途端、バルドゥル様の顔が曇ってしまった。

「いやだから、そうじゃなくて……『お気持ち』を表すでませ。まずはこのバルドゥルへの入門金として１０００ゴッドン、お支払いくださいませ」

　人差し指と親指を合わせてお金のジェスチャーをしたバルドゥル様を見て、私は叫ぶ。

「えええっ!?　気持ちって、そういうこと!?」

　するとバルドゥル様はより一層、表情を固くした。

「汝は世界を救いたいのでませ!?」

「そ、そうですけど……！　でも入門金とか、そんな……！」

　ちなみにゴッドンとは、この統一神界内で使える神貨のことである。私達神は基本、生活に必要なものは最高神ブラーフマ様の創造の力を借りて作ることが出来る。しかし、芸術の神が生み出したセンスの良い服、建築の神が作った豪ごう奢しやな住処などを手に入れるにはそれなりの対価が必要となる。そこで神貨であるゴッドンで買い物をするという訳だ。

「入門金が支払えないなら、この話は無かったことにするでませ」

　バルドゥル様はそっぽを向いてしまった。

　……私は財布の中を眺める。毎月イシスター様から貰えるのに加え、以前、異世界を救った時のご褒美として貰った金額、全て合わせて３００００ゴッドン。

　私は財布から１０００ゴッドン紙幣を抜いた。

「わ、分かりました。じゃあ、これ……」

「おおっ！　お気持ち、ありがたく受け取るでませ！」

　引ったくるようにバルドゥル様は私から紙幣を受け取った。

　ま、まぁ１０００ゴッドンくらいならいいや！　さぁ、気を取り直して修行するわよ！

「それじゃあ、バルドゥル様！　よろしくお願いします！」

　しかし、バルドゥル様は次に大きめの壺つぼを私の前に持って来た。

「この壺があれば更に呪い封じの神力が増大するのでませ！　今なら４０００ゴッドンでご奉仕するでませ！」

　──つ、壺……!?

　絶句していると、今度は小箱を取り出し、そこから沢山の小物を見せてくる。

「他にも呪い封じの数珠、指輪等々、呪いに役立つ神具を品揃え豊富にご用意しているのでませ！」

　──こ、こ、この神って……!!

「あっ、他にも呪いでお困りの神々を知らないでませ？　お友達の神に入門を勧めれば、汝自身も紹介料を得ることが可能！　そうすれば芋づる式に……いや、圧倒的に神力が増大するのでませ！」

　無理矢理渡されたスタンプカードのようなものを見ながら私は思う。

　──ダメだあああああああ!!　このオバサン女神、うさんくさすぎる!!

　それに思っていた修行と全然違う。私は意を決して、スタンプカードを押し返した。

「神具の紹介とか、友人の斡あつ旋せんとか、そんなの結構ですよ!!　ってか、そもそも神界の神具は人間の世界に持って行けないってルールありませんでしたっけ!?」

「購入した後、装着したり近くに置いておくだけで、壺や数珠の持つ呪い封じの力が汝に順応するのでませ！　神具を外して下界に行っても、その効果は三日ほど持続するでませ！」

　ほ、ホント……？　何だか全然信用出来ないんですけど……！

　訝いぶかしむ私に、オバサン女神は語気を強めた。

「とにかく神具の購入は呪い封じに絶対に必要でませ！　それが無ければ修行には、ならないのでませ！」

　普段なら買わずに帰るところだが、グランドレオン戦で聖哉に多大な迷惑を掛けたことが私を踏みとどまらせた。

　──これで聖哉の役に立てるなら……!!

　結局、総額２９０００ゴッドンを支払い、紹介された神具を購入する。お小遣いはほとんど無くなってしまった。

　買った指輪や数珠を装着し、壺を片手に持ってから私はバルドゥル様に言う。

「じゃあ今から修行ですね！　よろしくお願いします！」

　しかし、バルドゥル様は私ではなく、私の差し出したゴッドンをうっとりと眺めていた。

「いや、修行はここまででませ」

「えっ……！　そ、そんな……！　だって……」

「購入と同時に修行は完了でませ。もう帰っていいでませ。毎度ありでませ」

　鼻歌交じりに、ゴッドンの勘定を始めた小太り女神を見て……私の怒りは遂に頂点に達した。

「ふざけんなテメーッ!!　何が『修行は完了でませ』だああああああ!!　わたしゃ、数珠と壺、買わされただけじゃねーか!!」

「ヒイッ!?」

　胸ぐらを摑つかんで迫ると、オバサン女神が呻うめいた。

「ま、まるでヤカラのような口調……！　汝……結構ヤバい女神だったでませね……！」

「ヤバいとかアンタにゃ言われたかねえわ!!　とにかくゴッドン返せ、インチキ女神!!」

「待つでませ！　インチキとは流石に聞き捨てならないでませ！」

　そしてバルドゥルは駆け足で祭壇に近付き、供えられていた木箱を持ってくる。木箱から出て来たのは、着物を着た人形。聖哉の世界の市松人形に似ているかも知れないが、その髪は全長より長く、何だか不気味だった。

「この人形は毎晩髪の毛が少しずつ伸びるという、いわくつきの呪われた人形なんでませ」

「た、確かに禍々しい気配が漂っている気がするけど……何でこんなのが神界にあるのよ？」

「呪い封じの練習用にわざわざ取り寄せたものでませ。神具の力を得た後で、この呪われし人形に対し、このように呪文を唱えるのでませ……」

　そしてバルドゥルは数珠を人形に振りかざした。

「呪いよ！　お去りくださいませ！　ヘイヘーイ！　ヘイヘイへーイ！」

　私は息を吞のんで見守るが、何も起きない。はっちゃけたオバサンが声を張り上げているようにしか見えなかった。

　しばらくして、私はまたもバルドゥルの胸ぐらを摑んだ。

「ヘイヘイ言ってるだけじゃねーかよ!!」

「お、落ち着くでませ！　見るでませ！」

　やがて『バサバサバサ』という軽快な音と共に人形の黒髪が全て抜け落ちた。

「に、人形の……か、髪の毛が……!?」

　ツルツルのスキンヘッドになった人形を指さしながら、バルドゥルは満足げに言う。

「ほうら、呪いが解けたでませ！　これぞ我が御技！　呪い封じの秘儀でませ！」

「ってか、人形ハゲただけじゃない!?」

　スキンヘッドになった人形は、より一層、怨おん念ねんを強くしているように思えた。

「人形はもう一体あるでませ！　汝も練習するでませ！」

「ええ[image: ][image: ][image: ]っ……」

　似たような髪の毛の長い人形を前に置かれ、私は見よう見まねでやってみる。

「の、呪いよ、お去りください……へ、ヘイヘーイ……」

「もっと強く念じるでませ!!　気分をもっとアゲにアゲて!!　ライブ会場でタオルをやたら振り回す観客のように!!　あるいはステージからダイブして警備員に怒られる観客のようにノリノリで叫ぶでませ!!」

「!?　突然そんなマナーの悪い客になれと言われても!!」

　急かされた私はやけくそ気味で数珠を振りながら、全力で叫んでみた。

「ヘ、ヘイヘーイ!!　ヘイヘイヘイヘへーイ!!　ヘイヘヘへーイ!!」

　すると、『バサバサバサ』！　音を立てて、髪の毛が落ち、人形はスキンヘッドになった！

「やった、ハゲた！　ハゲたわ！」

「はい、ハゲたでませ！　おめでとうでませ！」

「い、いや、ちょっと待って!!　私、人形をハゲさせる技、身に付けただけじゃない!?」

「光の神力が発動した結果でませ！　汝はもう免許皆伝！　これにて修行は終了！　お疲れ様でませ！　お帰りはあちら！」

「!!　もう修行、終わりなの!?　こんなのでホントに大丈夫!?」

　期間の短いのもさることながら、聖哉の修行と比べてクオリティがあまりにも低すぎる気がする。あと免許皆伝と言われても何の免許か分からない。

　失敗すること前提のフラグのような修行に納得出来ないまま、ちらりとバルドゥルを振り返ると、祭壇に跪ひざまずき、真しん摯しな表情で独りごちていた。

「ああ、ゴッドン。もっともっとゴッドンがいるのでませ。何がなんでも、どんなことをしてでも、とにかくゴッドンが必要なのでませ……」

　その様子を見て、流石に違和感を覚えた。

　バルドゥルも神界に暮らす神の筈はず。なのに、このゴッドンに対する異常な執着は何なのだろう？
















　気付けばバルドゥルは祭壇に置かれていた写真を眺めている。そこには息子のように若々しい男神が写っていた。

　──ま、まさかこの男神って……バルドゥルの……？

　私はバルドゥルに尋ねてみる。

「ねえ、バルドゥル。どうしてアナタはそこまでしてゴッドンが欲しいの？」

「それは……」

　するとバルドゥルはニヤリと顔を歪ゆがめた。

「それは勿論、ゴッドンをいっぱい貯めて、バルドゥル御殿を更に増築する為でませ!!　そしていつかこの写真のイケメン男神『アッポロン様』と此処ここで一緒に暮らすのでませ!!」

「!!　何だ、そのしょーもない理由!?　欲に塗まみれてんな、このオバハン!!」








第三十九章　別件






　数珠や指輪などを身に付け、また壺を小脇に抱えながら、私は複雑な気持ちでカフェに戻った。早速、アリアに愚痴をこぼす。

「あんな修行でホントに呪い封じ出来るのかなあ。そもそも修行っていうか、単なるショッピングだったような気がするんだけど」

「うーん。やっぱりバルドゥルって噂通りの神みたいね。ま、まぁ、どちらにせよ、呪い封じは『念の為の習得』だった訳でしょう？」

「そりゃあ私もそのつもりだったんだけどさー。お小遣い殆ほとんど、はたいたんだから、ちょっとくらい目に見えるような変化がないと虚しいわよ……」

　ぼやく私をアリアは目を細めながら見詰めていた。

「でも、リスタ。アナタ、体から神気が溢あふれてるわよ？」

「えっ、噓!?　ホント!?」

　同時に背後から明るい声が聞こえる。

「すごいです、リスタさん！　さっきより眩まぶしくて神々しいです！」

　振り向けばキリコがコーヒーを載せたトレイを持ちながら興奮していた。

　驚きつつ、私は壺と数珠を眺める。

　──この神具、本当に効果あるんだ……！

　出費が全くの無駄ではないと知り、少し安心した。私はキリコに差し出されたコーヒーカップを笑顔で受け取る。

「ありがとう、キリちゃん！」

「はいっ！」

　元気に返事をするキリコがエプロン姿なのに気付く。どうやら本格的にセルセウスに働かされているらしい。

「それでどう、セルセウスは？　イヤなこと、されてない？」

　キリコに尋ねたその時だった。

「何だ、これはああああああああ!!」

　ジョンデの絶叫が聞こえた。見ると離れたテーブルでセルセウスとジョンデが真剣な顔で向かい合っている。

　や、やっぱり、あの二人……！　気が合わないんじゃないかって思ってたのよね！

　私は急いで、二人のもとへと向かった。

「ちょっと！　ケンカはやめなさいよ！」

　しかし、どうも様子がおかしい。ジョンデは食べかけのケーキの皿を手に持ったまま、熱い視線をセルセウスに送っていた。

「こんなうまいものは今まで一度も食べたことがない!!」

「ほ、ホント？　俺の作ったケーキ、そんなにおいしい？」

「うまいなんてもんじゃない！　アンタは天才だ！」

　愕がく然ぜんとするセルセウスの手をジョンデが握り締める。

「こんな素晴らしいものを食べさせて貰もらって何もしない訳にはいかん！　俺にも手伝いをさせてくれ！　まずは皿でも洗おうか？」

「あっ、じゃあお願いしようかな……」

　呆ぼう然ぜんとジョンデを見送るセルセウスに、今度はキリコが話しかける。

「セルセウスさん。この食器の配置は此処でいいですか？」

「ああ、うん。そこで全然問題ないよ……」

　ジョンデとキリコが去った後も、セルセウスは魂が抜けたようにその場に立ち尽くしていた。

　私はセルセウスに近付いて、肩を叩たたく。

「よかったわね、セルセウス！　良いバイトが見つかって！」

　そして振り向いたセルセウスを見て驚く。何とセルセウスは滂ぼう沱だの涙を流していた！

「!!　いやアンタ、何で泣いてんの!?」

「うううっ！　モンスターだと見かけで判断した俺が間違っていた！　アイツら、何て気持ちの良い奴らなんだ！　ぐすっ！」

「だからって、泣くことないじゃんか……」

　しばらく男泣きした後、セルセウスは涙を手で拭ぬぐう。

「『ずっと此処に居てくれていい』──アイツらにはお前からそう伝えておいてくれ」




　微笑みながら私はアリアのいるテーブルへと戻った。

「アリア！　あの三人、仲良くやってるみたいね！」

「ええ。意外と気が合うようね。よかったわ」

　私と一緒にしばらく笑い合った後、アリアはふと、何事かを思い出したような顔をした。

「ところでリスタ。聖せい哉やなんだけど、イシスター様の部屋に行った後で一いつ旦たん、此処に戻って来たの。その時、私に魂のことについて聞いて来たのよ」

「魂？」

　どうやら聖哉はアリアに、生まれ変わりのことや人間の魂の成り立ちなどを尋ねていたらしい。

　アリアは不思議そうに語る。

「今までそんなことに興味なんてなかった筈なのに。それで、私も魂について知っている限り教えたつもりだけど……あまり満足はしなかったみたい。『まぁいい。とにかくセレモニク用の修行を開始する』って言ってから立ち去ったの」

　聖哉が魂のことを知りたがっていた？　一体、何の為に？　イシスター様に呼び出されたことと関係あるの？

「そ、それで聖哉は今どこで修行してるの？」

「えぇと、確か『ステイト・バーサーク状態狂戦士』だっけ？　それをもっと高めるって言って、それで……」

「ステイト・バーサーク状態狂戦士を高める、ですって!?」

　──ま、まさか!!　絶対に無理だと言われたフェイズ・サード第三段階を何とか発現させようとして……!?

「私、ちょっと様子、見てくる!!　アリア!!　この壺つぼ、持ってて!!」

「ちょっとリスタ!?　話は最後まで……って、重っ!?　この壺、結構重たいっ!!」

　よろけるアリアを残し、私は再度、神緑の森に向けて駆け出した。狂戦士状態の段階向上を狙っているなら、戦神ゼトのいる帰らずの井戸に行ったに違いない。




　夕暮れ時の神緑の森──その奥まった場所に進めば、木々が夕日に血のように赤く照らされ、神界にあるまじき不気味な雰囲気を醸し出していた。何とか夜までに戻りたいと願いながら、私は帰らずの井戸を目指す。

　その途中、聞き覚えのある声に呼び止められた。

「あら、これはリスタさん。ご機嫌麗しゅうでございます。今日はどちらへ？」

　言いながら矢をつがえた弓を下ろす。かつて全裸で聖哉を襲おうとした変態女神──もとい、弓の女神ミティス様は、あれが夢であったかのように清せい楚そで可か憐れんな笑みを顔に湛たたえていた。

「ええっと、これから帰らずの井戸に行かなくちゃならなくて……」

「そうでございますか」とアゴに指を当てたミティス様は、自らこう申し出て来た。

「森の中、一人では寂しいでしょう？　よかったら私がお供するでございます」

「い、いいんですか？　なら、お願いしちゃおうかなあ！」

　帰らずの井戸に近付くほど森は更に、おどろおどろしくなっていく。もし日が落ちれば視界も悪くなるだろうし、そんな時、森に詳しい付き添いがいるのは心強い。ミティス様は男を見ると見境なく襲ってくる変態女神だが、女性には無害なのでその点は安心だ。私はミティス様の申し出を快諾したのだった。

　イクスフォリアでの冒険の話などをしながら、私はミティス様と並んで森を歩いた。

　一人で歩くと長く感じる道中も、二人で話しながら行くとあっという間である。やがて、不気味な古井戸が見えて来た。

「あっ、帰らずの井戸！」

　私は井戸に駆け寄ると、井戸の底へと通じる縄ばしごを下り始める。

「私も一緒に下りるでございます」

　そう言って、ミティス様も付いてきてくれたのだが……。

「あれれ!?　こ、こんな!!　どうして!?」

　井戸の底に下りた私は驚きよう愕がくしていた。

　以前、聖哉が修行した時、井戸の中は広大な空間だった。しかし今は、私とミティス様、二人がいるので精一杯の狭い空間。単なる枯れ果てた井戸の底にはゼトの姿もない。まるで狐につままれたような感覚だ。

　──ぜ、ゼトが消えちゃった!?

　一体これはどういうことなのだろう。引っ越し？　それとも……？

　色んな考えが頭の中に渦巻いたが、

「……リスタさん」

　突然、ミティス様に呼ばれて振り返る。その途端、私の思考は停止した。

「!?　な、な、な……!!」

　ミティス様はいつの間にかドレスを脱いで、真っ裸になっていた！

「ちょっとォォォ!?　何でいきなり服、脱いでるんですか!?」

　意味が分からず叫ぶと、ミティス様は薄暗がりの中、私ににじり寄って来た。

「毎日毎日たった一人、森で弓の修行……男神との触れ合いなど全く無い日々の中……私は最近、こう思うようになったのでございます……」

　そして、トロンとした目を私に向ける。

「もう、女神でも別にいいかな、と……」

「!!　冗談ですよね!?」

　戦せん慄りつする──と、同時にミティス様が私に抱きついてくる！

「さぁ、リスタさん!!　此処で一緒に愛し合うのでございます!!」

「わ、わ、私、そっちの趣味ないですからああああああああああ!!」

　だが、聞いていない！　呼吸を荒くしながら、私のドレスを剝はぎ取ろうとする！

　な、何て力!!　そして何て性欲なの!!

「アヒャヒャ!!　ガチ百合の世界にようこそおおおおおおおおお!!」

　ヒイッ!?　笑い方と顔が怖い!!　それから『ガチ百合』って何!?　ダメだ、この女神、やっぱり変態、ってかもう呪われてるとしか思えないレベル……あっ!!

　押し倒され、馬乗りされつつ、私はあることに気付き──手首から取った数珠をミティス様に向けた。

「へ、ヘイヘーイ!!　ヘイヘイヘイヘーイ!!」

「呪われし性欲よ、消えたまえ！」と念じながら、私は叫ぶ！　壺はアリアに預けたが、体中にバルドゥルから買った数珠や指輪が沢山付いている！　何らかの効果はある筈はずだ！

　しかしミティス様は、ヘイヘイと叫ぶ私を眺め、頰を染めて親指を嚙かんだ。

「まぁ……そんなに興奮して……！　満更イヤそうでもないでございますね……！」

「ヘイヘ……違うわ!!」

　それでもいくら叫んでも何も起きない。恍こう惚こつとしたミティス様の顔が私の顔へと近付いてくる。

　泣きそうになった、その時。

『バサバサバサ』

　沢山の細長くて白いものが私の顔の上に落ちてきた。ミティス様は、それが自分の毛だと分かった瞬間、顔色を変えた。

「これは……わ、私の頭髪……でございますか!?」

　驚きつつ頭をさするミティス様に、私は厳しい視線を送る。

「い、今のは軽くハゲさせただけ！　でもこれ以上、妙なことしようとすれば完全なスキンヘッドにします！」

　ミティス様も流石に女神。己の外見は大事なようだ。すぐさま私から飛び退いた。

「か、勘弁!!　スキンは嫌でございます!!」




　……井戸から縄ばしごを上がって出た後、私達は距離を取って歩いた。

「もう嫌ですわ、リスタさんったら。さっきのは、ほんの冗談でございますのに……」

　噓っ！　私が髪の毛落とさなかったら、本気で襲ってたくせに！

「それにしてもリスタさん。ビックリしたでございます。いつの間にか脱毛の女神になったのでございますね」

「違います!!　もうミティス様は黙っていてください!!」




　神緑の森から帰った後で、私は神殿にある勇者召喚の間に向かっていた。

　疲労困こん憊ぱいで戻ったカフェで、アリアから聖哉がアデネラ様と召喚の間で修行していることを教えられたのだ。

　……何のことはない、私の早とちりだった。バーサークの修行と聞いて、ゼトのところだと思ってしまったが、そうではなく、聖哉はアデネラ様と修行することで狂戦士状態のまま、剣技に磨きをかけるつもりだったらしい。

　──ああ、何て無駄足……。

　肩を落としながら、召喚の間の扉を開く。

「む……リスタ。勝手に入ってくるな。修行中だ」

　髪の毛と瞳ひとみを赤く染めた狂戦士状態の聖哉は、アデネラ様との剣の打ち合いを止めて睨にらんで来たが、疲れの溜たまっていた私は構わず呟つぶやいてしまう。

「いつも通り、此処ここで修行してたんだね……」

　聖哉は、フンと鼻を鳴らした。

「圧倒的な攻撃力で、呪いなど発動する前に倒してやる」

　言い終わると聖哉は再度、剣を構える。何も言わずともアデネラ様も既に聖哉の動きを察知、戦闘態勢を取っていた。

「ステイトバーサーク・フェイズ２．７……！」

　聖哉のその言葉に、私の体に重く覆い被さっていた疲労が吹き飛んだ。

　──フェイズ２．７!?　グランドレオン戦も、オクセリオと戦った時でも、段階は２．６までが最大だった!!　その段階を更に少し上げたというの!?

　しかし、驚いたのはそれだけではない。狂戦士状態で、神剣と化したアデネラ様の両手のガードを崩した後、聖哉は大きくプラチナソードを振りかぶった。

「アトミック・スプリットスラッシュ原子分裂斬！」

　耳をつんざく轟ごう音おんと共に召喚の間の床が爆裂する！　同時に巻き起こった衝撃波で私は弾き飛ばされた！　その後、どうにか身を起こすと、直撃した床は大きく陥没！　更にその余波で床の至る所に亀裂が走っている！

「何て威力……!!　ってか、聖哉!!　アデネラ様は!?」

「加減はしている。本気で当てるつもりはない」

　聖哉が示した指の先を見ると、宙高く跳躍してアトミック・スプリットスラッシュ原子分裂斬をかわしたアデネラ様が下りてくる。

　ああ、よかった……アデネラ様が無事で！　それにしても凄すごい威力ね！　まぁ通常のアトミック・スプリットスラッシュ原子分裂斬だけでも凄いのに、それをバーサークで攻撃力を数倍に高めてから放つんだから当然……。

「ま、待って!!　狂戦士状態なら、魔法や特技は使えないんじゃなかったっけ!?　ゼトは同時にやるのは不可能って言ってたじゃない!!」

「いや。コツを摑つかめば不可能ではない」

　し、信じられない!!　一体、何なの、この勇者は!?　いつもいつも『不可能』って言われたことをあっさり覆してしまう!!

　吃きつ驚きようしていると聖哉は事も無げに言う。

「ご飯を食べながら本を読む感覚だ。行儀は悪いが、出来なくはない」

　!!　そんな感じなんだ!?　それなら私でも出来そうだけど……い、いや天才の言うことだから実際は難しいんでしょうね……!!

「ひひひひひひひひひ。か、完かん璧ぺきだ。聖哉は、ま、また強くなった」

　天才勇者に畏い敬けいの念を持っていたのは私だけではない。アデネラ様も満足そうに笑っていた。

「き、強力な呪いほど、発動に、じ、時間や厄介な条件を要する。の、呪いなど、わ、私と聖哉のような、そ、速攻タイプには、い、意味がない」

　アデネラ様の言葉に頷うなずくと、聖哉は剣を鞘さやに収める。

「うむ。『ステイトバーサーク・フェイズ２．７』と『バーサーク中の技の同時発動』。怨えん皇こうセレモニクの対策はこれで充分だろう」

「おおっ！　なら、もうレディ・パーフェクトリーなのね！」

　しかし聖哉はジト目を私に向ける。

「リスタ。お前は今、呪い封じの修行をしているらしいな？」

「あ、うん。一応、習得は出来たけど……」

「言っておくが、お前の出る幕など一切ない」

「い、いやでもホラ、万が一の為ってことよ！　聖哉もよく言ってるでしょ！　念の為の準備は必要だ、って！」

「何を言っている。『万が一で念の為』なのが、このアデネラとの修行だ。既にラドラル大陸南沿岸部には堅固な要よう塞さいを築いてある。怨えん皇こうセレモニクはそこで完全に食い止めるつもりだ。そして、それが万一、難しいとなれば、今見せたステイトバーサーク・フェイズ２．７と技の同時発動を用い、速攻で対象を叩たたく」

　射ぬくような双そう眸ぼうと、体から漲みなぎる自信を目の当たりにして、私はゴクリと唾つばを吞のんだ。

　ほ、ホントに出る幕なんて無さそうだわ！　せっかくお小遣い、はたいたのに……！

　脱力しながら聖哉に聞いてみる。

「……じゃあ、早速イクスフォリアに行く？」

　しかし聖哉の返事は予想外だった。

「いや。もう一日二日、神界に滞在したい」

「へ？　レディ・パーフェクトリーなんじゃないの？」

「怨えん皇こうセレモニクに対応する準備は完全に整った。だが……」

　聖哉は私の顔をちらりと見た。何かを言いかけた気がしたが、そっぽを向く。

「まだ別件が残っている」

「別件？」

　相変わらず多くを語らず、聖哉は踵きびすを返すと一人、召喚の間を出て行った。

　──何だろ？　イシスター様に呼び出されたこと……それにアリアが言ってた話と関係あるのかなあ……？

『敵に対抗する準備は整っているにも拘わらず神界に残る』──何やらいつもと違う感じがした。だが、数日の滞在は元々、想定内。私達はもう少しの間、神界で過ごすことにしたのだった。








第四十章　無命の大地






　神界滞在三日目の朝。私はキリコに会う為、カフェ・ド・セルセウスへ足を向けた。

　普段、アリア達と雑談しているパラソル付きテーブルの向こうには、キッチンを兼ねた小さな建物があり、ジョンデとキリコはそこで休んでいた。

「キリちゃん。入るよー？」

　キリコに割り当てられた部屋に入る。狭い室内、キリコは部屋隅でシーツを被っていた。

「あ、ごめん！　寝てたの？　ってか、キリちゃんって眠るんだね？」

　するとキリコは恥ずかしそうに頭を搔かく。

「いえ、全然眠くはないんですけど、セルセウスさんが『頑張って働いた後は寝なきゃあダメだ』と言うもので……」

　ええー……どうしてロボットを寝かしつけようとするの？　セルセウスって、やっぱりすごいバカなのね……！

「ゴメンね、キリちゃん。あのバカには私から言っておくから」

　しかしキリコはブンブンと頭を振った。

「いいんです！　私、セルセウスさんには感謝してます！　それに人間みたいに扱って貰もらえるのって、何だかとっても嬉うれしいんです！」

「そ、そう？」

　まぁ本人がいいって言ってるなら、別にいいか。

「じゃあ、キリちゃん。ちょっとこっちに来て？」

　私はキリコを部屋にある鏡台の前に座らせた。

「女の子だもんね。ちょっとくらいオシャレしないと」

　そして用意していた花のペンダントをキリコの胸に付ける。

「こ、これは？」

「キリちゃんがターマインで育てていたお花！　枯れる前に一輪だけ取ってパウチしておいたんだ！　プレゼントよ！」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたキリコは、やがて私の手を握り、ブンブンと上下に振った。

「ありがとうございます、リスタさん!!　大切にします!!」

　思った通り、キリコは喜んでくれた。胸に付けた桃色の花のペンダントは、キリング・マシンとしての見た目の殺伐さを和らげた気がする。

　私は満足げに鏡越しのキリコを眺めていたが、キリコも隣に映っている私を見ているようだった。

「リスタさんって本当にきれいです!!」

「えー。ウソー。そんなことないよー」

　謙けん遜そんしたが、テンションは密かに上がる。普段、聖せい哉やにけちょんけちょんに扱われているせいで、私は褒め言葉にめっぽう弱くなっていた。

　改めて自分の顔を眺めてみる。

　──そうよね？　そうだよね？　私ってやっぱり綺き麗れいなのよね？　女神だもんね？　なのに聖哉はどうして私の魅力に気付かないのかしら！

　きれい、きれい、うふふ、私はきれい……ナルシスト気味にウットリとしていたのだが、不意に鏡に映った私の口角が下がっていることに気付く。

「え……？」

　そして心なしか、ほうれい線もクッキリと。

「は……？」

　更に額や目め尻じりには無数の小じわが出現！　美しい金髪も見る見るうちに白くなっていく！

「な、な、な、何よコレェ!?」

「り、リスタさんっ!?　きゅ、急におばあさんみたいになりましたよ!?」

　二人で驚いていると、すぐ隣から落ち着いた声がした。

「うむ。急激に老け込んだな。凄いパワーだ」

「はああああああああああ!?」

　見ると、聖哉が赤い刀身の剣を私に向けていた！　そして、その剣から発散された赤黒い邪気が私を覆っている！

「お前の仕業かああああああああ!?」

「この剣の力だ。以前、獣人から買っておいた邪神のお守りと、生気を吸い取る剣。それらを合成して作った」

　聖哉が剣を私から遠ざけると、私の顔のシワも無くなる。そして近付けると、私はまたもシワだらけのおばあさんになった。

「!!　老けたり、若くなったりするんだけど!?　やめてくんない!?」

「不思議な剣だ。鑑定してみるか」

　私は鼻をヒクつかせながら、聖哉と同じように鑑定スキルを発動する。




『ホーリーパワー・ドレインソード──神から発する神気を吸収する剣ね！　近付けただけで神様は老け込み、弱ってしまうわ！』




　私は小刻みに震えながら叫ぶ。

「何なのよ、この使いどころの全く無さそうな剣は!!」

「『ホーリーパワー・ドレインソード』か。長い名称だ。これからは『リスタ・ババアソード』と呼ぶことにしよう」

「!?　さっきからふざけんなよ、お前!!」

「ふざけてなどいない。プラチナソードに代わる剣を開発しているのだ。どうせイクスフォリアでは、魔王を倒せる威力のある武器など既に失われているだろうからな」

「こんな失敗作で魔王に勝てる訳ないじゃんか!!」

「失敗とは限らん。いずれ役に立つかも知れん。出来ればスペアも作っておきたい」

「二個も三個もいらんわ、こんなもん!!」

　不気味な剣を道具袋に仕舞う聖哉に軽けい蔑べつの眼差しを向ける。

「ってかアンタ、コレを作る為にわざわざ延長して滞在したの!?」

「いや。今のは『別件の別件』だ」

　意味分かんない!!　一体どれだけ別件があるのよ!?

「本来の『別件』の方は進んでいない。だからと言って、あまり神界に長居しても仕方がない。滞在は今日までとする。準備をしておけ」

　それだけ言うと、聖哉は部屋を出て行ってしまった。

「何なのよ、もう!!」

　突然おばあさんにされたり、準備をしろと急かされたりして、憤ふん懣まんやるかたない私だったが、キリコは嬉しそうに話しかけてくる。

「聖哉さんはリスタさんのことが大好きなんですね！」

「は、はあっ!?」

「二人の仲が良いと、私は何だか嬉しいのです！」

　今のを見て、仲が良いって……どういうこと!?　うーん。キリちゃんってば、やっぱりロボットね。男女のことなんて分かんないか……。




　気を取り直して身支度を済ませた後、ジョンデとセルセウスにイクスフォリアに戻る旨を伝えた。とりわけセルセウスは話を聞くと、名残惜しそうな顔をした。

「また神界に来た時はいつでも寄ってくれ」

「ああ。こちらこそ世話になったな」

　ジョンデと熱く握手を交わしてから、セルセウスはキリコを振り返る。

「キリコもありがとうな。お前のお陰でウチの店が繁盛した」

「い、いえ！　私なんか！」

『モンスターがコーヒーを運んでくるカフェがある』──神界にそんな噂が飛び交い、カフェ・ド・セルセウスはこの二日間、少しだけ賑にぎやかになったのだ。

　セルセウスはいつになく真面目な顔で二人を見詰めていた。

「今まで俺は偏見で物事を見ていた。だが、ジョンデ、キリコ。お前達に出会って俺は変わることが出来た。そもそも剣神としても今までの俺は……ぐっはおおおおおっ!?」

　突如、真剣に語っていたセルセウスが吹き飛んだ！　数メートル先で無様に引っ繰り返り、口から泡を吹いている！

「せ、セルセウス!?」

「セルセウスさんっ!?」

　ジョンデとキリコが叫ぶ。そして、先程までセルセウスが立っていた場所で、聖哉が蹴けり上げた足を元に戻していた。失神したセルセウスを指さし、ジョンデが叫ぶ。

「何でいきなり蹴るんだよ!?」

「くだらなさの極まった話が長引きそうだったからな。早めに処置しておいた」

「そんな理由であんな思い切り蹴るのかよ!?　ひっでえな!!」

　聖哉はジョンデに構わず、私に話しかける。

「もう準備は出来たようだな。では、戻るぞ」

「わ、分かったわ……」

　私も蹴られたらイヤなので黙って門を出していると、アリアとアデネラ様が見送りにきてくれた。

「聖哉、リスタ。頑張ってね」

「うん！　ありがとう、アリア！」

　私はお礼を言いながら、バルドゥルから買った指輪などの神具をアリアに預ける。

「ま、まぁ、心配ないだろう。せ、聖哉は、格段に、つ、強くなった。も、もはや敵う者など、どの世界にも、そ、そうはいない……」

　アデネラ様に笑顔で頷うなずいた後、聖哉を振り返る。

「それじゃあ、聖哉。とりあえずターマインに行く？」

「いや。ラドラル南沿岸部に建設してある要よう塞さいのメンテナンスをしたい」

「ガルバノの近くね。分かったわ」

　だが、その時。ジョンデが珍しく申し訳なさそうな顔で聖哉に尋ねて来た。

「すまないが一つ頼みがある。機皇に支配されていた北の地バラクダ大陸を見に行くことは出来ないか？」

「何故だ？」

「キリング・マシン達に支配されていたとはいえ、ひょっとすればターマインのようにまだ生き残っている人間がいるかも知れん」

「ふむ……」

　聖哉は思案するように少し黙っていたが、

「聖哉さん……！　出来れば私もバラクダ大陸の様子が知りたいです……！」

　キリコにも言われて、聖哉は静かにこくりと頷いた。冷徹なところはあるが、聖哉とて勇者。助かる命が残っているなら救いたいと思っている筈はずだ。そしてそれは当然、私も同じ気持ちである。

　だが、行ったことのない土地に門を出す時はイシスター様の許可が必要だ。

「リスタ。私がイシスター様にお尋ねするわ」

　話を聞いていたアリアが目を瞑つぶって、イシスター様と会話する。しばらくしてアリアは目を開いた。

「今、イシスター様にバラクダ大陸に門を出す許可は頂いたわ。だけど……」

　アリアが神妙な顔で言う。

「イシスター様は、バラクダ大陸に生き残っている人間はおそらくもういない、って……」

　アリアの言葉に私達は息を吞のむが、それでも聖哉は言う。

「邪神のせいでイシスターの千里眼は弱まっているのだろう？　百％確実に生存者がいないとは限らん。実際この目で確かめるまでは、な」

「そ、そうよね！　聖哉の言う通りよ！　行きましょう！」

　ジョンデもキリコも頷く。その後、聖哉が土蛇を門から侵入させ、周囲の安全を確保してから私達は門を潜ったのだった。




　門を開いた刹せつ那な、眼前に広がる光景に私、ジョンデ、キリコは言葉を無くしていた。

　辺りは見渡す限りの焼け野原。至る所に散らばる人骨は優に百を超えている。

　──な、なんて酷い……！　これじゃあ、やっぱり生きてる人間なんて……！

　そんな中、聖哉だけは普段と変わらず淡々と言葉を発する。

「まぁ、望み薄だが一応、生存者がいるか探査しよう。酷いのはこの地域だけかも知れんしな」

　そして聖哉は膝ひざを突いて、地面に手を当てた。どうやら探索用の土蛇を生み出しているらしい。ジョンデが聖哉に尋ねる。

「ラドラルほどではないが、バラクダ大陸もそれなりに広大だ。全ての地域を調べるには大変な時間が掛かるんじゃあないか？」

　だが瞬間、聖哉を中心にして円状に地面が隆起する。隆起は水面に落とした小石の波紋が広がるように、凄すさまじい速度で聖哉から遠ざかってゆく。

「土の神との修行で、移動速度が大幅に向上した土蛇の生成にも成功している。大陸全土の状況把握にそこまで時間は要さないだろう」

　聖哉は目を閉じる。どうやら放った無数の土蛇の目とリンクさせて、状況を見ているようだ。

　時折、聖哉は機械のように簡潔に状況を報告して来た。

「……西方、半径五十キロメートル以内、全て、死体だらけ」

「……北方も同様。生存者無し」

　今、聖哉の目には私達には見えない凄せい惨さんな光景が映っている筈だ。

「ねえ、聖哉。大丈夫？　辛くない？」

「うむ。沢山の土蛇と視界を共有するのは神経を使う。だが特に問題はない」

「は、はぁ。そーですか……」

　多数の人骨を見ても、全く動揺していないようだ。加えて、私の心配とは全く違うところを気に掛けている。それより私は、集中する聖哉の後ろでキリコがうなだれていることに気付いた。

　私が話し掛ける前にジョンデがキリコの肩に手を当てる。

「平気か、キリコ？」

「お父様──いえ機皇オクセリオは、私の本当の両親はもう死んでいると言っていました。つまりこの土地に両親の亡なき骸がらがある、ということなのでしょうか？」

　そう聞かれ、ジョンデは明らかに狼ろう狽ばいした。

「そ、そうとは限らん！　きっとまだ生き残っている人間もいる！　その中に、お前の両親がいるさ！」

「だったら良いのですが……」

　うつむいたままのキリコに私は近寄る。そして膝を折って、キリコと同じ目線になった。

「ねえ、キリちゃん。キリちゃんはすごく良い子よ。そして、良い子には必ず素敵な未来が待ってるの」

「素敵な未来、ですか？」

「ええ、そうよ」

　ジョンデが私に同調してくれる。

「ああ、そうだな！　ひょっとしたらキリコが人間になる方法だって見つかるかも知れないぞ！」

「わ、私が人間に？」

「希望はあるわ！」

「ほ、本当ですか？　も、もし、そうだったら……嬉うれしいなあ……！」

　そしてキリコは明るい声を出した。

「ありがとうございます！　何だか私、元気が出てきました！」

　しかしその時。聖哉が振り向きもせず、冷たい声を発する。

「いくら良いことをし続けても生涯、報われずに死んでゆく者もいる。そして悪事を重ねても裁かれず、のうのうと暮らす悪党もいる。未来など、どうなるか分かりはしない」

　それを聞いてジョンデが声を荒らげた。

「いや何なんだよ、お前はァ!!」

　ホントにそうよ！　せっかく頑張ってキリちゃんのテンションを上げてたのに！

　聖哉は首だけ振り向いて、キリコに冷たい目を向ける。

「キリコ。お前は機械だ。人間になれるかも知れんなどと、過度な期待を持つんじゃない」

　流石に私も看過出来なかった。

「酷いよ、聖哉!!　どうしてそういうこと言うの!?」

「期待させておいて何もなかった時の落胆は大きい。お前はその時、責任を取れるのか？」

「そ、それは……」

「出来ない約束などするな」

　そして聖哉は私に背中を向けたまま、立ち上がった。

「リスタ。門を出せ。此処ここにはもう用はない」

「え……！　そ、それって、まさか……！」

「バラクダ大陸全土の状況を把握した。イシスターの言う通り、生存者はゼロだ。キリング・マシンの残党は未だ大陸の至る所に点在しているがな」

「ま、待てよ！　いくら何でもこの短時間でそれは早計だろ！　見落としだってあるかも知れん！」

「見落としなどない。俺の調査は確実かつ完かん璧ぺきだ。生存者は一人たりともいなかった」

　今までの経験上、聖哉の言葉が真実だということはジョンデも分かるのだろう。皆が重く押し黙る中、キリコが口を開く。

「やっぱり、お父様もお母様も亡くなっていたんですね……」

「まぁ最初から分かっていたことだ。この生存者確認は念の為かつ、形式化なものだからな。第一、お前の両親が生きていたところで、お前には顔も分かるまい？」

「そう……ですよね……」

　そして聖哉はキリコから私に視線を変えた。

「時間の無駄だったな。ではリスタ。本来の予定通り、要塞に出向くぞ」

「せ、聖哉！　ちょっとはキリちゃんの気持ちを考えてあげてよ！」

「い、いいんです、リスタさん！　次の場所に向かいましょう！　そ、それに私……もう此処にはいたくないです……」

「キリちゃん……」

　ジョンデが忌々しげに足下の土を蹴り上げた。口には出さないが『こんなことならバラクダ大陸の探査など頼むんじゃなかった』と思っているのかも知れない。

　塞ふさいだ気持ちで私達はラドラル大陸南沿岸部に向かったのだった。








第四十一章　歩く災禍






　カーミラ王妃は、まるで毛布でも掛けるように優しく、薄茶色のマントをキリコに身に付けさせていた。

「もう少し可愛らしい色にしてやりたかったんだけど、そうすると逆に目立っちゃうからねえ」

「いえ！　このマント、すごく素敵です！　ありがとうございます！」

　今、私とキリコ、そしてジョンデはターマイン王宮内にある王妃の間にいた。

　バラクダ大陸の探索から二日経って、キリコは元気を取り戻してくれた。それにはカーミラ王妃の協力もあった。王妃は周りの兵士達の心配を余所にキリコを王妃の間に入れたり、一緒に遊んだりしてくれたのだ。ちなみにその噂はすぐに広まり、ターマインで暮らす人々にとって、キリコは恐ろしいモンスターの対象から外れつつあった。

　姿見の前で嬉しそうにマントを翻すキリコにジョンデが話しかける。

「キリコ！　王妃に贈り物を頂けるとは、素晴らしい名誉だぞ！」

「はい！　沢山の方に良くして貰もらえて、私、幸せです！」

　二人が楽しそうに会話しているのを見ながら、王妃は目を細めて私に言う。

「素直で良い子だね」

「ええ、とっても！」

「まるで……いや……」

　王妃は、微笑みながら首を静かに振った。ひょっとすると幼い頃のティアナ姫を思い出したのかも知れない。

　……私がティアナ姫の転生した姿であると告げたら、王妃は信じてくれるだろうか。キリコを受け入れてくれた王妃なら、きっと信じてくれそうな気がする。でも……。

「それで勇者様はまたガルバノかい？」

「はっ、はい！　そ、そうです！」

　急に王妃に話しかけられて、上擦った声を出してしまう。

「連日休み無しだね。大丈夫なんだろうか」

「平気ですよ！　何たって聖せい哉やですから！」

　王妃は心配しているが、私はそうでもない。休み無く準備するのがあの勇者の平常運転だと理解しているからだ。

『シャシャシャシャシャ』

「あ。噂をすれば土蛇電話だわ」

　私は胸元から土蛇を取り出し、耳に当てる。

『リスタ。一度、ターマインに戻る。門を出せ』

「了解」

　言われた通りに門を出す。すぐに扉が開かれ、聖哉が出て来た。

「どう？　要よう塞さいは？」

「うむ。ようやく今日、完成した」

　先日、ガルバノの南に作られた要塞を見た時、私もジョンデも驚きのあまり言葉を失った。広大な土地の周りに岩壁を築き、更にゴーレムを多数配置。その中央には、とても一人で作ったとは思えない程、頑強な砦とりでがそびえ立っていた。

　周りの岩壁を更に強化する聖哉を残し、私達はターマインに戻ったのだが、あの時、既に要塞は完成していたように思う。おそらく聖哉の言う『完成』は百二十％以上の出来を意味するのだろう。

　聖哉は王妃を目に留めると、ツカツカと歩み寄った。

「怨えん皇こうセレモニクが攻めて来た時、このアンデッドを借りてもいいか？」

　ジョンデを指さした聖哉を見て、私は飛び跳ねるくらいビックリしてしまう。

「えええっ!?　聖哉が他人を連れて行くなんて!?」

「ほう、そうか。俺の力が必要か。まぁ王妃の許可さえあれば、問題ないがな」

　聖哉は、満更でもない様子のジョンデを無視し、私と王妃に説明する。

「コイツはアンデッド。元々、呪われているようなものだから、もう一度呪われる心配は少ない。もし仮に呪われたり、或あるいは行動不能になったとしても、所しよ詮せんただのゾンビ。どこでくたばろうが関係ない」

　真相を告げられ、ジョンデは声を荒らげた。

「それ、こんな本人の目の前で言うこと!?」

「そうよ!!　せめてジョンデのいないところで言おうよ!!」

「いや、いないところでもダメだけど!?　最低だな、お前ら!!　……王妃も何とか言ってやってください!!」

「私ぁ、知らないよ、死人のことなんか。連れて行くなり何なり、好きにしたらいい」

「!!　王妃まで、そんな!?　酷い!!」

　聖哉は本気かも知れないが、王妃の意地悪そうな顔は冗談の証だ。それが分かっているので、私もキリコもくすくすと笑った。

　──それにしても『怨えん皇こうセレモニク』か。ひょっとして呪い系のモンスター軍団とか引き連れてくるのかな？　何だかおどろおどろしくてヤダなあ……。

　そんな私と対照的に、とにかく同行が決まったジョンデは、扉の前で護衛している部下を呼んだ。

「いつでも行けるように準備をしておく。俺の部屋から鎧よろいを取ってこい」

「はっ！」

　元気よく敬礼し、ジョンデの部屋に向かおうとした兵士を聖哉が止めた。

「それより紅茶を用意しておけ。コイツがゾンビ臭くなったらブッかける」

「はっ！」

「!?　いや『はっ』じゃねえよ!!　お前どっちの部下だよ!!　紅茶より鎧の方が絶対に大事だろ!!」

　ジョンデがガミガミと部下を説教している時、ふと聖哉がキリコを眺めていることに気付く。

「おい。あれは……何だ？」

「えっ！　キリちゃんだよ？」

　王妃のくれたマントを羽織っているので、遠目に見ればマントの下に鎧を装備している人間に見えなくもない。だからきっと聖哉にも分からなかったんだ、と喜んだのだが、聖哉が言ったのはそういう意味ではなかった。

「そんなことをせずとも、俺の変化の術で人間に変えればいいではないか」

　あっ、そっか！　聖哉の力で女の子の姿にすればよかったんだ!?　何で気付かないのよ、私!!

　せっかくあげた花のペンダントや王妃のマントが意味のないことを知って、落胆する。だが、キリコは聖哉の提案を受け入れなかった。

「あの、私……なるべくこの姿のままでいたいです。だって、これが今の私ですから……」

　しばしの沈黙の後、聖哉が呟つぶやく。

「ならば勝手にしろ」

「す、すいません。何だか生意気な口をきいて」

「お前が自分自身で決めたのならそれでいい」

　少し空気が重くなった、その時。聖哉の体がふらりと揺れたような気がした。

「えっ？　聖哉さん？」

　私だけではなくキリコも異変を感じたようだった。

「だ、大丈夫、聖哉!?　今、ふらつかなかった!?」

　しかし、

『シャーシャーシャーシャー！』

　突然、聖哉の胸元から土蛇電話とは違う警告音！　以前、ターマインに機皇兵団が攻めて来た時、鳴ったアラートと同じだ！

　聖哉が鎧から取りだした土蛇がブルブル震えながら音を立てている。どうやらバイブ機能も付いているらしい。きっとこの土蛇のせいで、聖哉がふらついたように見えたのだろう。

「聖哉！　ターマインに何かあったの？」

「いや。連絡はラドラル大陸南沿岸を監視させている土蛇からだ」

「じゃ、じゃあ、もしかしてセレモニクの軍勢が海を渡って!?」

「その可能性はある。待っていろ」

　聖哉は目を瞑つぶる。自分の目と土蛇の目をリンクさせているようだ。しばらくしてから口を開く。

「沿岸に小舟のようなものが近付いてくる。船には一人分の人影が見える」

「そ、それって本当にセレモニクなの？」

「分からん」

　話を聞いて、王妃が首を捻ひねる。

「大陸を支配する強大な魔物が、小さな船なんか漕こいで来るかねえ？　攻めてくるとしたら仲間の魔物を大勢引き連れてくるんじゃないかね？」

「うむ。こちらとしてもそう考え、堅固な要塞を築いている。だが、アレがセレモニクでないとも断言出来ん」

「なぁ、勇者。ソイツはどんな格好なんだ？」

「分からん」

「どうしてさっきから情報が曖あい昧まいなんだよ？　遠くて見えないのか？」

　すると聖哉は眉み間けんにシワを寄せた。

「あまりハッキリと視認したくないのだ。見ただけで呪われて、石になったら大変だからな」

「い、いや、聖哉。それが本当にセレモニクだとして、流石に見るくらいなら呪われないんじゃない？」

　私は笑いながら言うが、聖哉は真剣だった。

「俺の元いた世界には、見ただけで呪われるというビデオが存在し、レンタル店で貸与されていた。視認した瞬間、呪いが発動する可能性は考慮すべきだ」

　いやそれパチモンでしょ……ホントに見たら呪われるビデオなんてレンタル店にある訳ないじゃん……とも言えず、私は黙って頷うなずいた。

「とにかく安全に奴を分析する為、要塞まで出向く。リスタ、門を出せ」

　私にはそれがセレモニクだと思えなかったが、不審なのは確かである。言われた通りに門を出した後、キリコに視線を投げる。

「ねえ、キリちゃんはどうする？　此処ここに残ってても良いよ？」

「わ、私も仲間です！　一緒に行きます！」

　キリコは胸の前で両手を握りしめていた。私は頷き、王妃は微笑む。

「ターマインのことは気にしなくていい。此処には沢山のゴーレムもいるし、壁の外では巨大な女神様だって守ってくれてるんだ」

「分かりました！　じゃあ行ってきます！」

「まぁアレは、ただ大きいだけのガラクタだがな」

「!?　ガラクタ言うな!!」




　指示通り、要塞内部に出した門の扉を聖哉がゆっくりと開く。私、ジョンデ、そしてキリコはその後を追った。

　聖哉に続いて、岩の壁で出来たダンジョンのような通路を歩いていくと、

「おい。行き止まりだぞ」

　目の前に現れた岩壁を前に、ジョンデが言った。その瞬間、足下がぐらりと揺れる。

「な、何!?」

　突然、浮遊するような感覚！　視界が上下に揺れる！　それは、しばらく続いた後、ぴたりと止まった。

「聖哉！　今のは？」

「エレベーターのようなものだ。今、俺達は要塞の地下にいる」

「地下ですって!?」

　聖哉の作った要塞は傍目にも頑強で、充分な守備力がありそうだった。なのにその要塞の地下にシェルターも用意していると言うのか。聖哉の慎重ぶりには慣れたつもりだったが、改めて驚いてしまう。

　呆ぼう然ぜんとする私達を余所に、聖哉は地下通路を歩く。やがて木で出来た扉が目の前に現れた。

　そこに入った私はまたしても驚きよう愕がくした。

　魔光石に照らされた広い部屋には、水の入った桶おけが無数に並べられている。そして桶は、海、平地、要塞の周りなど様々な場所を映し出していた。また、少し離れた場所には石でデッキのようなものを作り、その上には土蛇が何本もマイクのように突き刺さっている。機皇戦で見せた監視部屋、それが更にパワーアップして、司令室の様相だ。

「……む」

　聖哉が桶の一つを凝視し、眉まゆ根ねを寄せている。私もその土蛇カメラの映像を見て、息を吞のむ。

「こ、小舟が空からに……？」

　土蛇が映すモニターには、岸に打ち上げられた無人の小舟があった。

　──船に乗っていた者は……既にラドラル大陸に上陸している！

「妙だな。ハッキリ視認しなかったとはいえ、土蛇には絶えず注意させていた筈はずなのだが」

「せ、聖哉！　それでソイツは何処に行ったの？」

「心配するな。土蛇は無数に配置してある。すぐに当たりを付ける」

　そして聖哉はジョンデをちらりと一いち瞥べつした。

「ジョンデ。お前の出番だ」

「よ、よし！」

　剣を持って立ち上がったジョンデを聖哉が止める。

「何をしている？」

「えっ!?　退治しに行くんだろ!?」

「違う。お前の仕事は土蛇モニターに映った奴を見ることだ」

「!!　それだけなのか!?」

「呪いの映像に加え、呪いの音声もあるかも知れん。聞いただけで呪われたりする危険がある。まずはアンデッドのお前が見て聞いて試してみろ」

「俺は毒見役かよ……！」

「いいから見ろ。その桶だ。土蛇カメラを奴に近付けるぞ」

　訝いぶかしげながらもジョンデが桶を覗のぞき込んだ。そして、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「……要塞に向かって歩いて来ている。人間の女のような出で立ちだが……顔が……二つある」

　最初、不満げだったジョンデの声は、いつしか真剣そのものとなっていた。

「あんなモンスターは今まで見たことがない。おそらく奴が怨えん皇こうセレモニクだ」

「何故分かる？　お前は能力透視が出来ないだろう？　俺もかなり調べたが、セレモニクについての情報は少ない。外見で判断は出来ない筈だ」

「いや。アレがセレモニクだ。どんな戦場で出会ったモンスターよりも禍々しい。奴が歩いた後の草が枯れている」

　聖哉にいつもバカにされているが、ジョンデは歴戦の将軍である。その言葉には真実味があった。

「……それで奴の状況はどうだ？」

「何かブツブツ言っているな。だが意味不明で要領を得ない」

　聖哉はしばらくした後、こくりと頷いた。

「よし。声を聞いたり、見たくらいでは呪いは発動しないようだ。ジョンデ、もう帰っていいぞ」

「!?　帰らねえよ!!　ふざけんな!!」

　怒るジョンデをドンと押してどかせると、聖哉は桶を覗き込んだ。私とキリコも背後から恐る恐る桶を眺める。

　丈の長い汚れたドレスを引きずりながら歩く女の姿が視界に入った。隣の桶にはアップにした映像も映っている。だろりと長い乱れた黒髪の女──と、すぐ隣に同じく黒髪だが綺き麗れいに髪を結ってある女の頭部が！　ジョンデの言った通り、一つの体に二つの顔を持っている！

　乱れた黒髪の女が叫ぶ。

「モニカ姉様がやったんだろが！」

　結った髪の女が落ち着いた声で返す。

「私じゃないわ。セレナ。アナタがやったのよ。私はシャナクの目を潰つぶしただけですもの」

「私はシャナクの鼻をへし折っただけだっつーんだよ！」

　な、何だか、物騒な話で言い争ってるわ……！　不気味……！

「セレナ。今は死んだシャナクのことより、勇者です。獣皇グランドレオンも機皇オクセリオも倒されたと聞きました。油断は禁物ですよ」

「関係ねーよ。それよか勇者の野郎、ビックリするんじゃねーかな？　何せ私らだけで来たからよ」

「真の強者は少数で行動するものですからね。でもセレナ。ビックリするも何も……」

　次の瞬間、大きく見開かれた片方の頭部の目と、私の目がモニター越しに合う！

「もう既に勇者は私達の会話を聞いていますわ」

　私は震えながら、聖哉の体を揺さぶる。

「せ、せ、聖哉!!　気付かれてるよ!?」

「うむ。一いつ旦たん、土蛇を移動させよう。アップになってはいるが、実際この土蛇カメラと奴との距離は三十メートル以上、離れている」

「そ、そんな離れてるんだ！　高性能カメラなのね！」

　だが。土蛇に指示を与えようとした聖哉が動きを止めた。

「……む。速い」

「えっ？」

　私が聞き返した時、土蛇モニターには巨大かつ淀よどんだ片目が映し出されていた！

「きゃあ!!」

「ひいっ!!」

　キリコと私が驚いて尻しり餅もちをつく！　カメラから少し目を離したのだろう。今、二つの頭部が桶のモニターに映っている。整えられた髪の女と、乱れた髪の女が交互に喋しやべり出す。
















「初めまして、勇者様。私が怨えん皇こうセレモニクですわ」

「ギャヒッ！　モニカ姉様ったら礼儀正しくってイヤになるわ！　私だよ、私が怨えん皇こうセレモニクだよ！」

　二つの頭部がケタケタと笑った。

「今より、我が妹シャナクの仇かたき討うちに参ります」

「呪い殺してやるからよー。苦しんで苦しんで苦しみ抜いて……死ね！」








第四十二章　慎重な指示書






　私達が覗いていた桶の映像は突然、砂嵐へと切り替わった。おそらくセレモニクがカメラである土蛇を破壊したのだろう。それでも聖せい哉やの放っていた土蛇は無数。隣の桶には既に悠々と歩くセレモニクの姿が別角度から映し出されている。

　キリコが私のドレスの裾すそを持って、心配そうに尋ねて来た。

「い、妹の仇討ちとか言ってましたよね？　それって、どういうことなんでしょう？」

「もしかしたら、私と聖哉がイクスフォリアに着いてから倒した魔物の中に、セレモニクの妹がいたってことかも……」

　でも聖哉が倒したのは主に獣人とキリング・マシン達だけの筈。いや……ひょっとしてセレモニクの妹は前回イクスフォリア攻略の際、向こう見ずだった聖哉に倒された……!?

　私とキリコはセレモニクの言動に思考を巡らせていた。だが、聖哉は全く違うことを考えていたようだ。つまらないものを見るような目を私に向けてくる。

「そんなことは今、たいした問題ではない。それよりリスタ。奴のステータスは分かるか？」

「えっ！　ステータス？」

　言われて、私は土蛇モニターに映るセレモニクに能力透視を発動してみた。だが数値は表示されない。

「だ、ダメ！　見えないわ！」

「やはりか。俺も試したが奴の能力値は分からなかった。まぁ原因は色々考えられる。此処からでは距離が離れすぎているからかも知れんし、土蛇カメラの映像を通しているからかも知れん。また、偽装フエイクスキルの発動や、奴の体から出る呪いのオーラのせいということもある」

　どちらにせよ相手の能力が分からないというのは不気味なものである。加えて、セレモニク自体が恐怖心を煽あおるような外見だ。嗤わらいながら歩く双頭の怪物を見て、私のドレスを握るキリコの手に力が入る。

　私はキリコと、そして自分自身を励ますように声を張り上げた。

「で、でもセレモニクは、たった一体！　それに聖哉！　要よう塞さいの周りにも沢山のゴーレムがいるんだよね？」

「うむ。ざっと二千体は配置している」

　聖哉が指さした桶のモニターは要塞正面が広角で映っており、列をなしてぐるりと要塞を取り囲むゴーレム達の勇姿が確認出来た。それを見て、私とキリコは安あん堵どする。

　しかし、セレモニクは無謀にもゴーレムに守られた鉄壁の要塞に一人で歩を進めていく。双頭のうち、乱れた髪の方が呆あきれたような顔をしていた。

「すげえ数のゴーレムだな。こんなに準備するか？　どれだけ臆おく病びような勇者なんだよ？」

「まぁ考えようによっては光栄よ。それほどこの怨えん皇こうセレモニクを脅威に思ってくれているのですから。しかし……申し訳ないけれど、あえて戦う必要はありませんわ」

「そーだな。何千体いよーが関係ねー」

　そして二つの頭部は同時に言葉を発する。

「「ステルス・ステップ無音縮地」」

　瞬間、私は目を瞬かせた。モニターからセレモニクが忽こつ然ぜんと消えたのだ！　何度見ても、映っているのは要塞とゴーレム達だけだ！

「……あそこだ」

　聖哉が少し離れた場所にある桶を、アゴをしゃくって示していた。俯ふ瞰かんで映し出された土蛇カメラの映像には、既に要塞の入口直前に佇たたずむセレモニクの姿があった。

　それを見て、私もジョンデも驚愕する。

「う、噓……!!　いつの間に!?」

「バカな!?　どうやってゴーレムの守備をかいくぐった!?」

　要塞入口上部に設置されている土蛇カメラに乱れ髪の女が気付いた。カメラ目線で言う。

「ギャヒッ！　見たかよ？　この瞬間移動でお前らの喉のど頸くび、搔かき切ってやっからよー！」

「まぁ、セレナ。どうして能力の秘密を言ってしまうの？」

「ああっ、悪りぃ！」

「別にいいですけれど。分かったところで防ぎようがないですからね」

　セレモニク姉妹の会話を聞き、私は総毛立つ。

「瞬間移動って……じゃ、じゃあ此処ここへもいきなりテレポーテーションしてくるかも知れないってこと!?」

　頑強な要塞の中にいて安心していた筈なのに、急に背後から刃物を突き付けられたような感覚に襲われる。

　ジョンデが剣を鞘さやから抜いた。そして私とキリコはいつ現れるかも分からないセレモニクに怯おびえながら辺りを窺うかがう。

　ただ唯一、聖哉だけが平然としていた。

「落ち着け。瞬間移動出来るとはいえ『行きたい場所に何処へでも』という訳ではあるまい。それならターマインにいる時、いきなり俺とリスタの近くに移動してくることも出来た。そもそも船に乗って大陸を渡ってくることもない。奴の移動能力には制限がある筈はずだ」

「制限？」

「幾つか推測は出来る。地続きの場所のみ移動可能……もしくは視界に映った場所のみ可能など……。まぁ空間を飛び越えているのか、光速に近い速度で移動しているのかによって対策は異なってくるがな」

　聖哉が腕組みしつつ、鼻をフンと鳴らした。

「どちらにせよ想定内だ。依然、問題はない」

　私とキリコ、そしてジョンデは顔を見合わせる。しばらくして、ジョンデは「ははっ」と口元を緩めて笑い、剣を鞘に収めた。張り詰めていた空気が緩んでいく。

　……不気味なセレモニクの容姿、そして言動。更には瞬間移動能力。通常ならパニックに陥っても不思議じゃない状況なのに、相変わらず聖哉に動揺は一切見られない。

　怨えん皇こうセレモニクは底が知れない。だが、この勇者もまたそういう意味では負けてはいなかった。

「飛んで火に入るなんとやら、というやつだ。この要塞の実力を存分に味わうがいい」

　まるで敵のボスのような台詞を自信満々に呟つぶやく聖哉を見て、これ以上ない程、私は安心した。

　──そうよ！　聖哉ならどんな敵でも大丈夫！　それに、もしも万が一、この場に侵入されたとしても、ステイトバーサーク・フェイズ２．７で瞬殺してくれる！　恐れることは何もないわ！

　その時だった。




『ズダ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン!!』




　突然、激しい音がした。

　音のした方を見ると、聖哉が土蛇モニターの桶おけに顔を突っ込んでいる。

「……は？」

　私は呆ぼう然ぜんと呟く。聖哉は桶に顔をすっぽり収めたまま、微動だにしない。まるで間抜けな喜劇のワンシーンのようだった。

「お、おい……。一体、何の冗談だ？」

「うん……。何やってんの、聖哉？」

　私もジョンデもまるで状況が飲み込めない。キリコだけが聖哉に駆け寄り、体を揺さぶっている。

「聖哉さん！　聖哉さん！　しっかりしてください！」

「いやいやいや。キリちゃん、違うって。聖哉が倒れる訳ないじゃんか」

　キリコが体を抱え起こすも、聖哉は目を閉じたまま、力なくその場にくずおれる。キリコは地面に倒れた聖哉の胸や顔に手を当てていた。

「息はしてます！　鼓動もあります！　だけど、意識がありません！」

　必死な感じのキリコに私は笑いかける。

「大丈夫、大丈夫！　どうせ、また演技よ！　オクセリオの時みたいに！」

「ふむ。今度はどういう意図があるのかは知らんが、おい勇者……そろそろ起きたらどうだ？」

　しかし聖哉は目を瞑つぶったままだった。キリコが私のドレスを引っ張る。

「リスタさん、リスタさんっ！　早く、聖哉さんのステータス確認を！」

　急かされたので、私は能力透視を発動した……。





竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や
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「ホラ、やっぱりね。ＨＰも満タンだわ……」

　その途端、私は戦せん慄りつする。

　い、いや、待って!?　どうして普段、偽装フエイクスキルで覆われてる聖哉のステータスが透視出来ちゃうの!?　つ、つまり、これってば本当に……!!

「噓でしょ、聖哉!?」

　ようやく事の重大さに気付き、聖哉に近寄り、抱きかかえる。

「何で!?　どうして!?　こんなこと、今までになかった!!」

　私の隣ではジョンデも顔を青くさせていた。

「ま、まさか、これがセレモニクの呪いなのか!?　勇者の言う通り、セレモニクの姿を見たせいで呪いが発動しちまったのか!?」

「呪い!?　でも、もしそうならどうして私達は平気なのよ!?」

　私とジョンデが狼ろう狽ばいし、声を荒らげる中、

「……多分、呪いではないと思います」

　キリコの落ち着いた声が辺りに響いた。私は大きく息を吐いた後、キリコに尋ねる。

「じゃ、じゃあ、キリちゃんはどうして聖哉が倒れたと思うの？」

「心が辛いんです。だから倒れたんです」

「つ、辛い？　聖哉が？」

「はい……そうです……」

　聖哉の艶つやのある黒髪をキリコが優しく撫なでていた。

「今までずっと一人で溜ため込んで来たんだと思います。聖哉さん……神界に戻ってからも、バラクダ大陸で沢山の人骨を見た時も、ずっと辛そうでした……。いえ、もっと言うなら初めて私が聖哉さんと出会った時から……」

「キリちゃん、アナタ……!?」

　どうしてロボットのキリコにそんなことが分かるの……そう思った瞬間、桶から禍々しい声が聞こえた。

「「グラッジ・ハンド呪縛掌！」」

　重なって聞こえてくる声と同時にモニターに映るのは、右掌をゴーレムにかざすセレモニク！　その手に軽く触れただけでゴーレムは瞬時に砂と化した！　更に三体のゴーレムが四方から襲い掛かるも、セレモニクの手に触れると同じように砂となる！　要塞の入口を守るゴーレムを一掃すると、セレモニクはケタケタと笑った。

「倒し甲が斐いねーなー。人間なら四肢がバラバラになって血を吹き出すから面白いのによー」

「大丈夫よ、セレナ。もうすぐ見られるわ。勇者達が哀れに泣き叫びながら死んでいくところを……」

　ううっ！　何て得体の知れない不気味な敵！　こんなの聖哉無しで、どうこう出来る筈がない！

「門を出すわ！　聖哉を連れて一いつ旦たん、神界に退却よ！　ジョンデ！　聖哉を担いでちょうだい！」

「おう！」

　私は神界への門を出す。急いで扉を開いて……次の瞬間、愕がく然ぜんとする。門は白い壁で塞ふさがれていた。

「こ、これは……呪縛の玉の力……!!」

　そんな!!　セレモニクは、グランドレオンのように自分の体の中に呪縛の玉を取り込んでいるというの!?　つまり……セレモニクの近くにいると、神界に帰れない!?

「女神！　神界に戻れないなら、とりあえずターマインに戻るというのはどうだ？　しばらく勇者を休ませれば回復するかも知れん！　悔しいが、コイツの力がなければ俺達ではどうにもならん！」

「え、ええ……」

　私は次に、ターマインへと通じる門を出す。グランドレオンの時は神界に戻れなくとも、大陸間での移動は出来た。だが……扉を開くと同時に身震いしてしまう！　私の目の前には、同じように白い壁があった！

「ぐっ……！　此処からは脱出不可能ということか……！」

　絶句する私の隣で、ジョンデが苦々しげに呟いた。そして倒れている聖哉に向き直り、肩を揺さぶる。

「おい！　起きろ！　起きてくれ！」

「だ、ダメです！　ジョンデさん！　聖哉さんは今、安静にさせるべきです！」

「そんな悠長にはしていられん！」

　ジョンデが指した桶には、ついさっき見たことのある場所に立ち、首を捻ひねるセレモニクがいた。

「モニカ姉様。どうやら行き止まりみてーだな」

　!!　そ、そこは私達がこの地下司令室まで下りて来た場所!?　こんなに早く辿たどり着つくなんて!!

　明らかに瞬間移動能力を使ったに違いない。私は黙って岩壁の天井を眺める。ひょっとすればこの数メートル上にセレモニクがいるのかも知れない！

　私達は身じろぎ一つせず、天井と桶のモニターを交互に見ながら息を殺していた。やがてセレモニクが今居た場所から去っていく。

　ホッと一息吐いた刹せつ那な、桶からセレモニク姉の声が聞こえた。

「セレナ。こちらに地下に通じる階段がありますわ」

　そしてセレモニクは階段に向かう。途中で通路に設置してある土蛇カメラに気付いたのだろう。乱れ髪の妹が長い舌を出した。

「今から行くからよー！　首、洗って待ってろよ！　ギャヒッ！　どんな呪いがいいかなー？」

「生きたまま全身の血を一滴残らず垂れ流す呪いはどうかしら？」

「足下からじわりじわり腐敗していく呪いもいい！　あれは苦しむんだよなー！」

　設置されていたカメラの映像からセレモニクが消えると同時に、ジョンデが焦った声を出す。

「まずいぞ！　地下への階段を見つけられた！　やつら、もうじき此処にやってくる！」

「い、一体どうすれば……！」

　体中から汗が噴き出て、呼吸が荒くなる！　こんな状態で見つかったら即アウト！　聖哉もろとも全滅してしまう！

　──かと言って逃げることも出来ないし……ああああああっ!!　どうすればいいのよおおおおおおおおっ!?

　テンパリまくっていた私の目の前に、

『シャー』

　突然、地中から細長い何かが飛び出した！

「ひっぎゃあああああああっ!?　セレモニクうううううっ!?」

「お、落ち着いてください、リスタさん！　これは聖哉さんの土蛇です！」

「ふえ……？　あ……ホントだ……」

「何か口にくわえているぞ」

　ジョンデの言う通り、土蛇は藁わら半ばん紙しのような物を私に差し出して来た。

「え……」

　そこには以下のような文が書かれていた。




『リスタ。お前がこれを読んでいるということは、怨えん皇こうセレモニクの攻略中、俺の身に何かがあったということだ。考えたくはないが死亡している可能性も否定出来ない』




　私の背中越しにジョンデもキリコも文を読んでいた。ジョンデが押し殺した声を出す。

「な、何なんだ、コレは？　もしかして遺書……なのか？」

「いや聖哉、まだ生きてるけど……！」

　死ぬ前から遺書を書き残しておく人はいる。ちなみに私は死んだ後のことなんかあんまり気にしないタイプです……い、いやそんなこと、どうでもいいわ！　続きを読みましょう！




『普段から健康管理には細心の注意を払っているつもりだ。それでも突発的に起こる病気、自然災害、或あるいは事故等、防ぎきるのが容易でない事象もある。そういったものに見舞われた時の為、これを残しておく』




　ジョンデが私の耳元で叫ぶ。

「吞気のんきにこんな手紙など読んでる暇はないんじゃないか!?　今、まさにセレモニクは地下への階段を下りてるんだぞ!!」

「ま、待って、ジョンデ！　ホラ、此処ここを見て！」




『ややもすると、今まさに要よう塞さいが攻め込まれ、セレモニクは地下階段からお前達がいる司令室に向かっている最中かも知れない。それでも、この文章を読み続けろ』




「ドンピシャで当たってるわ!?　何か怖っ!!」

「と、とにかくリスタさん！　先を読みましょう！」




『セレモニクは追い詰めているつもりで、自らが追い詰められていることに気付いていない。いいか。この要塞自体が巨大なトラップなのだ。多数のゴーレムを退け、要塞内の地下階段に辿り着く……それは強力なモンスターでなければおよそ不可能。つまり、あの階段より下はその強力なモンスターでさえ、完膚なきまで封じ込める仕様にしてある。セレモニクが下りたのは地獄への階段。土魔法を駆使した、地下三十層から成る迷宮の入口だ』




「へ……？　地下……三十層……？」

　私とジョンデ、キリコは自然と天井を眺めてしまう。

　すぐそこまでセレモニクが近付いてきていると思った!!　だけど、私達が今居るこの場所は、長くて深い地下迷宮の最下層だというの!?




『俺が実際に死んでいる確率は少ないと思う。だが、ともかく何らかの理由で俺は現況、行動不能に陥っている。それでも敢えて言おう。俺が出す指示に着実に従って行動するならば、お前達だけで怨えん皇こうセレモニクを確実に仕留めることが出来る』




　藁半紙の最後には、まるでサインでもするように、こう記されていた。




『レディ・パーフェクトリー』




　……私は藁半紙から目を移し、すぐ傍でグッタリしている聖哉を見る。

　いや、あの……倒れてるのに『レディ・パーフェクトリー準備は完全に整つた』って、おかしくない……？

　ふとそう感じたのだが、

「リスタさん!!　アレを!!」

　キリコが指さしている方を見て、吃きつ驚きようする。

　無数の土蛇モニターに映っていた要塞周りの映像が全て、地下迷宮内部の映像に変わっていく！　更に離れた場所にある石で出来たデッキに今まで無かったボタンのような突起物が現れる！

「地下迷宮用の司令室に変わったって訳ね……！」

　ジョンデが難しい顔で腕を組む。

「俺達が迷宮の最下層、地下三十階にいて、すぐさま差し迫った危険がないのは分かった。だが、指示通り行動すればセレモニクを攻略出来ると書いてあったが、勇者は倒れている。どうやって指示に従うんだ？」

　すると、ジョンデの言葉を理解したかのように、手紙を持って来た土蛇が地中に潜った。数秒経って、今度は体に巻物のような物を付けて出てくる。

「こ、コレが指示？」

　私が手に取ろうとした刹那、同じように巻物を付けた土蛇が地中から何十匹も同時に湧いて出た！

「うわわわわわっ!!」

　驚いて尻しり餅もちをつく。その間に土蛇達は持って来た巻物を一カ所に集めていた。気付けば巻物の山が出来ている。

「噓だろ!!　コレ全部、指示書なのかよ!?」

　あまりの量にジョンデが叫ぶ。そして私も同感だ。というか、こんな大量な指示書、一体いつ書いたのよ!?　普段からこういうことしてっから、疲労と心労でブッ倒れるんじゃないの!?

　倒れている聖哉を白い目で見ながらも、一匹の土蛇が私に差し出して来た巻物を受け取る。中にはこんな文章が書かれていた。




『俺がもし死んでいるなら１０８Ｐへ進め　死んでいないなら２６６Ｐへ進め』




「な、何よコレ!?　ゲームブックみたいになってる!!」

「ゲームブック!?　女神!!　何だ、それは!?」

「聖哉のいる世界で一昔前に流行った本よ！　文章の途中で選択肢が現れ、その選択に合ったページに進んでいくの！　テレビで出来るサウンドノベル系アドベンチャーゲームが登場してから、ゲームブックはすっかり廃れてしまったけれど！」

「!!　いや何言ってんのか分かんねえよ!!」

「!?　お前が聞いてきたんやろがい!!」

「ちょ、ちょっと二人共落ち着いてください！　とにかく聖哉さんの指示通りのページに進んでみましょう！」

「聖哉が生きているから２６６Ｐだけど……ここから探すの？」

　ウンザリしつつ大量の巻物を見た時、一匹の土蛇が「シャー」と声を発し、巻物の山に突っ込んだ。しばらくして取り出した巻物を私に開いて見せる。ページの下部には『２６６』と書かれていた。

　あ。ページの数を口に出せば土蛇が持ってきて見せてくれるんだ。便利ね。

　納得しつつ、文章を読む。




『俺が死んでいないからといって【意識を取り戻すまで待つ】などという甘い考えは捨てろ。最悪、寝たきりになっている可能性もある。怨えん皇こうセレモニクはお前達だけで倒すという意志をしっかり持て。まぁこれから猿以下でも分かるように指示するから安心するがいい』




　猿以下とか失礼なんだけど……！




『それではまずこの迷宮について簡単に説明する。地下一階から五階までは、トラップは存在せず、迷路のような構成で出来ている。これは時間稼ぎであり、この間にお前達に迷宮システムを熟知させる為だ。今から土蛇が持ってくるマニュアルをよく読み、更に質問に答えておくように』




　私とキリコは素直に土蛇が差し出して来た巻物を受け取ったが、ジョンデは桶おけの並べてあるモニターに向かった。

「ジョンデ？」

「いくらコイツが先見性のある勇者だろうが、全ての行動を予見出来る訳がない。そもそも、この書物は勇者がセレモニクと出会う以前に書かれていたんだろ？　当てにならん。俺はセレモニクの動きを見張っておく」

「で、でもジョンデさん！　これを見てください！　『セレモニクが瞬間移動スキルを持っている場合は３４１Ｐに進め』と書いてあります！」

「ば、バカな!?　何で分かるんだ!?」

「きっとセレモニクに出会う前から色んな可能性を考えていたんですよ。先見性に富んだ聖哉さんらしいですね。あっ、他にこんなのもあります！　セレモニクが獣人タイプの場合は２６８７Ｐ、吸血鬼タイプの場合は４７４３Ｐ、それから……あった！　顔が二つあるタイプの場合は７８７８Ｐです！」

「!?　だから何であるんだよ!!　それはもう先見性とかいう問題じゃないだろ!!」

「もう！　うるさいわね！　だったらジョンデはそこでセレモニクを監視していればいいわよ！」




　その後、私とキリコはマニュアルを読んだり、聖哉の質問通り、選択を進めたりしていたのだが……しばらくしてジョンデが叫んだ。

「おい！　セレモニクが地下六階への階段を下りてくる！　奴め、こんなに早く迷路をクリアしやがったぞ！」

　予想よりずいぶん早い。無論、瞬間移動能力を使ったのだろう。しかし、私もキリコもその時、既にマニュアルを読み終えていた。

　改めてジョンデの隣に行き、桶を眺める。俯ふ瞰かんするようなモニターから見れば、地下六階は迷路のように複雑だった今までの階に比べ、次の地下に下りる階段まで曲がり角が二つあるだけの簡単な通路である。

　双頭のうち、乱れ髪のセレナが欠伸をしながら言う。

「長ったらしい迷路だったなー」

　隣の頭部、姉のモニカが返す。

「瞬間移動であっという間でしたけどね。……おや？　何でしょう、この音は？」

　曲がり角に差し掛かった瞬間、前方から転がってくる巨大な岩に気付くセレモニク！　だが、全く動揺していない！

「ケッ、前から岩のトラップか。どうする？　転がってくる岩で塞ふさがれて向こうが見えねー。前方へは瞬間移動出来ねーなー」

　セレナの話を聞いて、私は確信する。

　──ってことは、セレモニクの瞬間移動は聖哉の推測通り『視界に映った場所にのみ可能』ってことか！

　とりあえず後方に逃げようと背後を振り向いたセレモニクだが、後ろからも巨石が迫って来ていることに気付く！

「よし！　二つの岩で前後から挟み撃ちだ！　潰つぶされるぞ！」

　ジョンデが嬉き々きとした声を上げるが、

「上よ、セレナ。この岩の直径なら、かわせますわ」

　姿が消えたかと思えば……セレモニクは通路の天井にぴたりと張り付いていた。

「ぐっ……！　かわされたぞ！」

「く、蜘蛛くもみたいですね……！」

　二つの岩はセレモニクを潰せず、ただ互いにぶつかって動きを止めた。ジョンデが舌打ちし、セレモニクの双頭が笑う。だが、私はその瞬間、デッキのボタンを押した。

『ドッゴォォォォォォン!!』

　凄すさまじい轟ごう音おんにジョンデが体を震わせる。桶の映像は煙で真っ白だ。

「な、何だ、今のは一体!?」

「聖哉の指示よ。『転がる岩を避けられたらボタンを押すように』と書いてあったの。あの岩は遠隔操作可能のばくだんロックなのよ」

「避けられること前提で、ばくだんロックで爆破かよ……！　えげつねえな……！」

　違う角度からの土蛇カメラには、爆発のせいで着ていたドレスが破けたセレモニクが映っていた。セレナが絶叫する。

「痛え……背中が痛てええええええええ!!」

「落ち着いて、セレナ。ちょっと火傷しただけよ」

「ち、畜生が……!!　許さねえ……!!　勇者も、勇者の仲間も、この大陸の人間も全て皆殺しにしてやる!!」

　セレナが呪じゆ詛そを吐いているが、怖いのであまり聞かないようにしつつ、私はキリコに尋ねる。

「キリちゃん。次の指示は？」

「えっと、これですね。『物理攻撃が効いているなら８１９３Ｐへ』……」

　私は新しい土蛇の指示を眺めてみた。




『次の地下七階では無数の矢がセレモニク目掛けて発射されるトラップを仕掛けてある。曲がり角まで瞬間移動した時が頃合いだ。次の瞬間移動発動まで、おそらく少しはタイムラグがある筈はず。そこを狙い、ボタンを押して蜂の巣にしろ』




　セレモニクは悠々と地下への階段を下りていく。背中の火傷はさほど大きなダメージではないようだ。




　……そして辿たどり着ついた地下七階。セレモニクの眼前、明らかに罠わなと分かるように地面がボコボコと隆起していた。

　セレモニクはそれを瞬間移動でショートカット。視界に映る曲がり角で再び姿を現す。だが角を曲がり、数歩進んだ時、余裕の表情だったセレモニクの顔色が変わった。突如、通路の壁という壁に小さな穴が出現したからだ。

　私は聖哉の指示通り、ボタンを押す。その途端、無数の穴からセレモニク目掛けて矢が放たれる！　何処に逃げても無駄な程、前後左右から発射される雨のような矢！

　聖哉の予測通り、続けて瞬間移動するには少し時間が必要なのだろう。セレモニクは、ただ腕を交差させて頭部を守っていた。

　……蜂の巣だと思った。だが、矢の雨が終わった後も、セレモニクはそこに仁王立ちしていた。足下には折れた矢が山のように積み重なっている。

　──ううっ！　防御力が高いから、矢が体に突き刺さらないんだわ！

　セレナが地面に唾つばを吐きながら言う。

「フン。かすり傷だ」

「ダメよ、セレナ。丁寧に毒が塗ってあるわ。今から傷口を焼かなければ……」

「ぐっ！　勇者の野郎……！」




　しばらくして地下八階に現れたセレモニクは瞬間移動を使わず、ゆっくりと罠がないか確かめながら進んでいく。

　私は聖哉の指示書を眺める。




『これまでのこともあり、セレモニクは罠を警戒しながら進んでくるだろう。しかし、この階にはトラップは何もない』




　神経をすり減らすように遅々として進んでいたモニカの顔が、急に明るくなる。

「セレナ！　次の階段が見えたわ！」

「ああ！　この階には何もなかったなー！　ったく、ふざけやがっ、」

　しかし階段を下りようと一段目を踏んだ瞬間、

「ぎゃああああああああああ!!」

　セレモニクが悲鳴をあげる！　いつの間にか階段から剣山のような針が突き出していた！

　ジョンデが戦せん慄りつしたように呟つぶやく。

「八階から九階に通じる階段にトラップがあるのかよ……！」

「こ、これは確かに油断するわね！」

「ええっと、指示書の補足によると『プラチナソードの材料を使った威力のある針』だそうです……」

　足からどす黒い血を垂れ流しながら、憤怒の形相でセレモニクが叫ぶ。

「この糞勇者があああああああああああ!!」




　地下九階にも様々なトラップが仕掛けられていた。落とし穴……壁から突き出る槍やり……それらを何とかかわしたセレモニクが辿り着いた場所は、しかし、行き止まりであった。土壁に額のような物が飾られており、そこにはこんな文が書かれている。




『朝は四本足……昼は二本足……夜は三本足……この生き物の答えを入力せよ』




　額の下にはペンが置かれていた。セレモニクの妹セレナが首を捻ひねる。

「くだらねえことしやがって。この謎を解かねーと、次の階段は現れねえんだろうが……何だこりゃあ。意味が分かんねー」

　しかしモニカが少し口角を上げた。

「私には分かりましたわ」

「ホントかよ、モニカ姉様！」

「ええ。答えは、」

『ドッゴォォォォォォォン!!』

　またもや桶から轟音が鳴り響いた！　土蛇カメラの映像も乱れている！

「何事!?」と思っていると、土蛇が私に巻物のページを差し出してくる。




『九階の最後は【敵が問題を考えている最中に爆発するトラップ】だ。ちなみに答えは【人間】。以上』




　私は背筋に冷たいものを感じていた。

「な、何て非道なトラップなの！」

「う、うむ！　作った人間の性格の悪さが滲にじみ出でているな！」

　しかし、ふざけたトラップだが、その効果は絶大。爆破のせいでセレモニクの左手首より先が消えて無くなっている！

「わ、私の手がああああああああっ……！」

　よくよく見れば、セレモニクは背中に火傷、左手を無くし、足にも負傷！　ボロボロの状態だ！

「いいぞ！　このままいけば地下三十階に辿り着く前に退治出来そうだ！」

　ジョンデの言葉に頷うなずく。マニュアルにざっと目を通した私は地下十階以降、更にトラップが激しく、しかも陰険になっていくことを知っていた。

　──流石は聖哉！　倒れてもレディ・パーフェクトリーって言うだけあるわ！　本当に私達だけで攻略出来そうね！

　……左手を無くし、息を乱すセレモニクの前にあった壁がガラガラと崩れ、地下十階への階段が現れた。

　それを見た刹せつ那な、

「うふふふ……はははは……」

　セレモニク姉が突然、笑い出した。

「あはははははははははははははははははははははははは!!」

「ど、どうしたんだよ、モニカ姉様？」

「バカバカしい。バカバカしいわ。これ以上、勇者のお遊びに付き合う必要なんかない……」

「けど、この階段を下りなきゃ奴らのいるところには辿り着けねーよ？　奴らは最下層にいるんだろ？」

「平気よ、セレナ。もう階段は下りない。ただ……そうね。勇者の待つ最下層に行く為には新しい力が必要よ。末妹シャナクを惨殺することで新しい力を手に入れたように、ね」

　セレモニクの右手がセレナの顔を摑つかんだ。

「ま、まさか、噓だろ、モニカ姉様!?」

「セレナ。今回はアナタが犠牲になってちょうだい」

「や、やめ……って、う、うわああああああああああああああああああ!!」

『ゴシャッ』。鈍い音がした。見ればセレナの顔面は潰されている！　鼻はひしゃげ、目玉が飛び出て、正視するのも憚はばかられる無惨な姿となっていた。

「う、うわ……！　仲間割れ……？」

　潰された顔の隣でモニカが高らかに笑った。

「あははははははは！　妹セレナの怨うらみの念が！　この怨えん皇こうセレモニクを更なる高みへと導く！　土蛇を通して、お前達が私を見ている以上！　私とお前達は点で繫つながっている！　その僅わずかな点の繫がりからお前達の居る最下層へと辿り着く！」

　そして私達が見ている土蛇モニターに、伸ばされたセレモニクの手がアップで映った。




「……な、何だか雲行きが怪しくないか？」

　私を振り返ったジョンデがそう呟いた瞬間、

「そ、そんな……！」

　キリコが震える声を出した。キリコの視線の先、何と今までセレモニクが映っていた桶おけから血塗れの手が突き出している！

　バチバチと放電しつつ、辺りの空間を歪ゆがませながら、セレモニクが桶から強引に体を這はい出す！　そして鬼気迫る形相で、にやりと笑う！

「空間を移動する瞬間移動……『ディメンション・ステップ次元間縮地』……！」

　キリコもジョンデも為す術もなく、その場に突っ立っていた。

「残念だったわねえ。これでもう仕掛けたトラップは通用しないわ」

　身構える間もなく、セレモニクの手が私の顔を摑んでいた。

「さぁ、私が味わった百倍、いや千倍の苦しみを味わいながら死ぬがいい……！」

　絶体絶命。だが……その瞬間、私の顔は砂となってサラサラと消え失せる！　顔のみではない！　私の体全部が土砂となり、その場に崩れ落ちた！

「な、何……!?」

　驚きよう愕がくするセレモニク。傍にいた筈のジョンデとキリコも既に砂に変わっている。

　……そして今。この様子を私とジョンデ、そしてキリコは桶に映るモニターから俯瞰して見ていた。

　私の隣でジョンデがようやく言葉を発する。

「お、おい!!　一体何なんだ、あの部屋は!?」

「聖哉が用意したフェイクの司令室よ。私達そっくりの土人形を配置しているの」

「そ、それは分かるが……セレモニクは妹を殺したことで、土蛇を通じて俺達が見ている場所に移動する能力を得たんだろ!?　なのにどうして此処ここじゃなく、その偽の部屋に繫がったんだよ!?」

「これを見て」

　私はジョンデに巻物のページを見せた。




『土蛇の目を通じ、モニターから亡霊の如くセレモニクが這い出てくることもあるかも知れん。その時に備え、土蛇カメラと土蛇モニターとの間にもう一つの中継点を挟むことで繫がりを遮断しておく。ちなみに、お前達が今いるその場所は地下迷宮の最下層ではない。地下迷宮のある場所から数十メートル以上、隔たれた地中に存在するのが、その司令室だ。そしてお前達が見ていた全ての桶の映像は、偽の部屋にある土蛇カメラを中継し、映像回線を一いつ旦たん、遮断した後に再送されている』




　言葉を失うジョンデに私は得意げに告げる。

「これが地下迷宮最大のトラップ『プロクシー・ルーム怨念遮断部屋』よ！」








第四十三章　駄女神の活躍






「ぐ……！」

　罠わなと知ったセレモニクが踵きびすを返そうとする。だが、それより早く、部屋自体が眩まばゆい閃せん光こうに包まれた。

　今までの罠にあった爆発が可愛く思える程、それは火力ある大爆破だった。映像を映していた土蛇も破壊されてしまったのだろう。モニターは砂嵐になる。

　地中からプロクシー・ルーム怨念遮断部屋に新たな土蛇が現れて、再度映像が映し出された時には、

「かひっ……あひゅっ……」

　セレモニクが地面にうつぶせになり、ヒクヒクと痙けい攣れんしていた。九階で無くした左手に加え、今の爆破で右足までも失われている。

　虫の息のセレモニク。だがそのセレモニクに向かい、四方の壁から火炎が放射される！　それが終われば部屋の天井が音を立ててセレモニクを圧死させようと迫る！

「こ、ここまでやるか……!!」

　残虐非道なトラップに、ジョンデが息を吞のむ。




『プロクシー・ルームは【最後の砦とりで、その一歩手前】。故に此処でセレモニクの侵攻を確実に止めなければならない』




　聖せい哉やが指示書にそう書いている通り、容赦のない攻撃がセレモニクを襲っていた。




　……下りて来た天井が元の位置に戻った時、セレモニクはもうピクリとも動かなかった。

「た、倒したんでしょうか？」

「確かめてみるわ！」

　さっきは見えなかった。でも弱り切った状態のセレモニクなら、ひょっとしたら……。

　私はダメもとで能力透視を発動する。





怨えん皇こうセレモニク

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）

ＨＰ：１／６６６６６６　ＭＰ：１／６６６６６

攻撃力：６６６６６６　防御力：６６６６６６　素早さ：６６６６６６　魔力：６６６６

成長度：９９９（ＭＡＸ）

耐性：火・水・風・雷・氷・土・闇・毒・麻ま痺ひ・呪い・即死・眠り・状態異常


特殊スキル：邪神の加護（Ｌｖ：ＭＡＸ）　呪いの波動（Ｌｖ：ＭＡＸ）

　　　　　　視界間瞬間移動（Ｌｖ：ＭＡＸ）　暗黒体力（Ｌｖ：ＭＡＸ）




特技：グラッジ・ハンド呪縛掌

　　　ステルス・ステップ無音縮地

　　　ディメンション・ステップ次元間縮地

　　　ブラッディ・シスタリア憎悪血妹



性格：執しつ拗よう






「み、見えた！　ＨＰが、たったの１よ！」

「むう。しかし、ああまでされてまだ生きているのか。何という生命力だ……！」

「スキルに『暗黒体力』とあるわ！　きっとトドメには光の力が必要なのよ！」

　私はキリコに尋ねる。

「ねえ、キリちゃん。此処からセレモニクのいる場所には行けそう？」

「えぇと……あっ、はい！　この巻物のページに『プロクシー・ルームまで地下エレベーターを使って行く方法』という項目があります！」

　私は大きく息を吐き出した後、覚悟を決めて宣言する。

「私がトドメを刺すわ！」

　するとキリコが巻物を差し出して来た。

「で、でもこの指示を見てください！　聖哉さんは『危急の場合を除き、決してプロクシー・ルームには近付かないように』って、」

「ＨＰもＭＰも１！　セレモニクは完全に瀕ひん死しよ！　一撃さえ当たれば、やっつけられる！　それに見たところセレモニクはチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を有する武器を持っていない！　私を殺すことは出来ないわ！」

「た、確かに奴が回復し、再び次元を超えた瞬間移動をして来た場合を考えると、ここで確実にトドメを刺した方が良いに決まっているな……」

　心配そうにモジモジするキリコに、私は胸元から出した土蛇を渡す。

「念の為の土蛇電話。これで私はキリちゃん達と会話が出来る。ね、安心でしょ？」

「でも……私、やっぱり心配です……」

「平気だって！　こういう時の為に金こん神じんと修行したんだから！」

　ジョンデがキリコの肩に手を当てた。

「ここまで言っているんだ。キリコ。女神を信じよう」

「は、はい！」

「じゃあ、行ってくるわ」

『プロクシー・ルーム怨念遮断部屋まで地下エレベーターを使って行く方法』のページを見て、私は部屋の隅に移動する。現れた土蛇にそのページを見せるとコクリと頷いた。これでセレモニクのいる部屋に移動出来る筈はずだ。

　二人に手を振った後、私の体は吸い込まれるように地中に消えたのだった……。




　ケイブ・アロング移動式洞窟でせり上がるのと似た感触で、私は地中を移動してプロクシー・ルーム怨念遮断部屋に辿たどり着ついた。少し離れた場所にセレモニクが倒れている。

『おい、女神。聞こえるか？』

　不意に胸元の土蛇からジョンデの声がした。

「ええ。今、辿り着いたわ」

『リスタさん。無茶はしないでくださいね』

「大丈夫。一気に決めるから」

　そして深呼吸した後……私はセレモニクに手をかざし、声を張り上げる。

「ヘイヘーイ!!　ヘイ、ヘイ、ヘヘヘーイ!!」

　途端、土蛇電話の向こうが騒がしくなった。

『いや何やってんだ、あの女神!!　ヘイヘイ言ってるだけだぞ!?』

『り、リスタさんっ!?』

　それでも私はノリノリで叫びまくる……が、セレモニクに変化は全く見られない。

『おい、女神!!　ふざけるな!!　祭りじゃねえんだぞ!!』

　わ、分かってるわよ!!　うっさいわね、あのアンデッド!!　これ言わなきゃ光の力が発動しないんだから仕方ないじゃない!!

「ヘイヘイヘイ!!　ヘイヘイヘヘヘイ、ヘイヘヘイ!!」

　なじられても私は叫び続ける。やがてジョンデの怒りは溜ため息いきへと変わった。

『あ、あの【お祭り女神】……！　信じた俺がバカだった……！』

　誰がお祭り女神じゃい!!　ってか、何よ、コレ!?　こんな頑張ってんのに全然効いてる気がしないんですけど!?　バルドゥル!!　あのインチキ女神、今度会ったらブッ飛ばしてやる!!

　とにかくもっと効果を出す為に、セレモニクへと近付こうと手を伸ばした瞬間だった。アザだらけのセレモニクの腕が私の手首を摑つかむ！

「!!　ぎゃああああああああああ!?」

「オオ……オオオオオ……！」

　歯の抜け落ちた口から怨えん嗟さに満ちた唸うなり声を上げている！

『だ、ダメだ！　キリコ、俺達も向かうぞ！』

『は、はいっ！』

　セレモニクに腕を摑まれながら私は泣きそうになっていた。

　あああああああっ、結局こうなるの!?　また足を引っ張っちゃうの、私!?

　後悔しながらも、ふと気付く。

「ググ……アア……！　グアアアアアア……！」

　何と、苦しそうにセレモニクが呻うめいているではないか！

「あ、あれ？」

　気付けば私の手から出た淡い光がセレモニクを包んでいる！

　ま、まさか私の力が効いてるの!?　よ、ようし!!　こうなったら、もっと全力で叫ぶのよ!!　出でよ、私の女神力メガミツク・パワー!!　更に向こうへ……プルス・ウルトラアアアアアアアアアア!!




「ヘイヘイヘヘヘイ、ヘイヘヘイ!!　ヘヘヘヘイヘイヘヘヘイ、ヘイヘヘイ!!　ヘイヘヘーイ、ヘイヘイヘイヘイヘーイ!!　ヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイヘイ…………」




　今まで生きて来た中でこんなにヘイヘイ叫んだことはない。そのくらい私は叫びまくった。

「無事か、お祭り女神!!」

「リスタさんっ!!」

　地中から現れた二人は、セレモニクを見て絶句する。

　光に包まれたセレモニクはミイラのように体が干からびていた。私の手首を摑んでいた腕が力なく地に落ちる。

「や、やったのか……？」

「多分……。一応、確認するわ……」

　体力に重点を置いて、能力透視した私の目にステータスが映る。





怨えん皇こうセレモニク

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）



















ＨＰ：０／６６６６６６






「ＨＰが０！　完全に絶命しているわ！」

　叫んだ後、ジョンデとキリコを見るが二人共、静かに押し黙っていた。

　ううっ！　どうせ、呆あきれてんでしょ？　まぁ……仕方ないわよね。実際めちゃめちゃヤバかったし……。はーあ、何でこうなるんだろ。私って格好悪……。

　しかし。予想に反して、ジョンデもキリコも感嘆の声を上げた。

「退魔の力、見事だ!!　見直したぞ、女神!!」

「……え？」

「すっごいです、リスタさん!!　聖哉さん無しで勝ってしまいましたよ!!　流石、女神様ですねっ!!」

「そ、そう？　別にたいしたことないよ……」

　控えめな返事をしつつも、

　──イーヤッホォォォォォォ!!

　賞賛を浴びた私は、心の中、歓喜に満ちて叫んでいたのだった。




　セレモニクを倒したことで無事に神界への門を出すことが出来た。ジョンデが聖哉を背負って門を潜ると、頭上には輝く二つの月。神界は今、夜だった。

　強い神気のせいで神殿に入れないジョンデの代わりに、セルセウスの力を借りて、聖哉を私の部屋のベッドに寝かす。

　心配して聖哉の頰を撫なでていると、セルセウスが楽しげに言う。

「しかし、この勇者が倒れるとは。わははは。これが天罰というやつかな」

「今の言葉、聖哉が知ったら大変なことになるわよ。セルセウス」

「うん……。いや、悪かった。言うなよ。絶対に。約束だぞ？　あの……本当に言わないでください。お願いします。すいませんでした」

　するとアリアが部屋に入ってくる。

「リスタ。イシスター様がお呼びよ。聖哉は私が看てるから行ってらっしゃい……」




　イシスター様の部屋に一人、足を運びながら考える。

　一体、何だろ……ああっ!?　もしかして私がセレモニクにトドメを刺しちゃったから!?　あれって女神としてのサポートの範はん疇ちゆうを超えてたんじゃ!?

　またもや最奥神界からの罰が下るのでは、と緊張しながら部屋に入るが、それは私の杞き憂ゆうだった。

「罰などありませんよ、リスタルテ。行動不能だったとはいえ、セレモニクを追い込んだのは竜りゆう宮ぐう院いん聖哉の土魔法の力なのでしょう？　アナタはそれに従い、敵を倒した。充分、サポートの範囲です」

　ああ、よかった！　……ん？　じゃあ何の話なんだろ？

　すると突然、イシスター様は私に頭を下げて来た。

「ええっ!?　イシスター様!?」

「イクスフォリアにいる邪神のせいで未来が見えにくくなっていたのです……」

　そして苦渋に満ちた顔を見せる。

「申し訳ありません。竜宮院聖哉の精神疲労に追い打ちをかけたのは私です。いくら精神的に強いといっても、彼は人間だというのに……。やはり、あのことは伝えるべきではなかったのかも知れません」

「え、えっと『あのこと』って……？」

　イシスター様はしばらく黙った後、私に言う。

「いずれ時が来ればアナタにもお話ししようと思います」

「は、はい……」

　そして話題を変えるように微笑む。

「リスタルテ。勇者不在の中、女神としてのサポート、よく頑張りました。竜宮院聖哉の安否については問題ありません。きっともうじき目覚めるでしょう」




　イシスター様との会話の後、冷やしたタオルを持って聖哉が寝ている私の部屋へと戻った。扉を開くが、もうアリアもセルセウスもいない。

　──あれっ！　ってことは、もしかして……！

「せ、聖哉……！　起きてたんだね……！」

　聖哉は既にベッドから起き上がり、窓の外を眺めていた。

「疲れてるんでしょ？　もっと寝ていてもいいから……」

　だが、黙っている。聖哉のことだ。きっと自分が戦闘中に倒れてしまったことを激しく後悔しているのだろう。

「大丈夫だよ！　セレモニクは私達が倒したから！　え、と……信じられない？　でも私達が神界に帰って来ているのがその証拠！　キリちゃんもジョンデも無事だったし、何も心配ないよ！」

　それでも聖哉は難しい顔で、窓を眺め続けている。

「ねえ、聖哉……イシスター様から何を聞いたの？　私には教えてくれなくてさ……」

　無言。私は遂に声を張り上げる。

「あ、あのさあ!!　何もかも全部、一人で抱え込むことないよ!?　私達を……私をもっと頼ってくれていいんだよ!?　そ、その為のサポートなんだから!!」

　堪えきれない思いが溢あふれ出す。私は聖哉に近寄り、背後から抱きしめた。体温があまり感じられない大きな背中に向けて気持ちをぶつける。

「自分のせいで沢山の人達が亡くなった……。辛いよね？　苦しいよね？　普通じゃ考えられないよね？　でもね……聖哉は一人じゃないよ。私が傍にいるから……！」

　聖哉の氷のような心を溶かしてあげたい──そう思い、私は一層強く力を込めて聖哉を抱き締めた。その途端、

『ズザザザザザザザ』

　聖哉の体が崩壊！　砂になって床にザラザラと散らばった！　私は絶叫する！

「げえええええええええ!?　心、溶かそうと思ったら、体ごと溶けやがったアアアアアアアアアアア!?」

　い、いや、そんな訳ないじゃん!!　コレは……土人形!!　ってか、待って!!　今、私的に結構いいシーンだったよね!?　なのに私ゃ、土人形に向けて長々と喋しやべってたんかい!?

　そして背後を振り向く。そこには本物の聖哉がこれ以上ない程、白い目で私を見詰めていた。

　私はどうにか言葉を紡ぐ。

「な、な、な、何で部屋に土人形がいるの……？」

「弱っているところをお前に襲われたくなかったからな」

「そんなことしねえし……！　そ、それより、あの……今の……見てた？」

「うむ。一部始終、ずっと見ていた」

　フォォォォォォォォ!!　恥ぁずかしいいいいいいいいいいいいいいい!!

　恥辱のあまり死にたくなり、両手で顔を押さえ、ベッドに倒れ込む私。聖哉がぼそりと呟つぶやく。

「お前を見ていると、何だか世の中のこと全てがバカらしく思えてくる」

「何よ、それっ!!」

　叫ぶが聖哉は一人、扉へと向かう。

「何処に行くの？」

「召喚の間だ」

「一人で平気？」

「もう回復した。だが念の為、今日一晩休んでからイクスフォリアに向かう」

「了解……」

　聖哉は、だが扉の前で少し立ち止まり、ぽつりと言う。

「リスタ。今回は助かった」

「……え？」

　そしてドアはパタンと閉められた。




　聖哉が去った後、私はベッドの上をゴロゴロと転がっていた。

「リスタ。今回は助かった」、「リスタ。今回は助かった」……聖哉の台詞を頭の中でリフレインしながら「うふふふ」と、ほくそ笑む。

　ふとグランドレオンを倒した後のカーミラ王妃の言葉を思い出した。

『この辛すぎる世界でアンタが傍に付いていてあげな。バカやってドジやって、それが知らず知らずのうちにあの子を救ってる』

　──ちょっぴり納得いかないけど……私は、これでいいんだよね!!

　何だか女神としての自分の存在価値が認められた気がして、嬉うれしくて嬉しくて仕方がなかった。




　……その夜。私は聖哉の夢を見た。聖哉が寝ていたぬくもりがベッドに残っていたからかも知れない。

　夢の中で、私は女神になる前のティアナ姫に戻っていた。そして隣には聖哉がいて、私の腕の中には可愛い赤ん坊が眠っている。普段、無愛想な聖哉が私と赤ん坊を見て、優しげに微笑んでいた。

　明めい晰せき夢というのだろうか。夢の中で私はこれが夢であるということを認識していた。

　──前回、無事に魔王を倒した後も、聖哉は元の世界に帰らず、イクスフォリアに残ってくれた。そして赤ちゃんが生まれて、私と聖哉は仲良く一緒にターマインで暮らした……。

　何か一つ運命の歯車が違えば、こんな未来もあったのだろうか。そう思うと胸がキュッと苦しくなった。

　辛さを紛らわせるように、私は抱いている赤ん坊を撫でようとした。

　だが……赤ん坊の顔を見た瞬間、凍り付く。

　長い髪の毛！　潰つぶれた目鼻！　いつの間にか赤ん坊の顔は血に塗れた女の顔になっていた！

　逃げようとするが、赤ん坊は私の胸にしっかと抱きつき、離れない！　歯の抜け落ちた口こう腔こうが開かれる！

「私は……シャナク。セレモニクが末妹シャナク……」

　血塗れの顔が私の眼前に迫る！

「お前の魂が天に召されるまで呪いは続く。神の命とて絶つ、怨えん皇こうセレモニク最後の呪い──『ブラッディ・シスタリア憎悪血妹』」








第四十四章　憎悪血妹






「うっわあああああああああああああああああああ!!」

　目を開くと同時に、私はベッドから飛び起きた。体中が汗だくだった。

　──さ、最悪!!　何て酷い夢!!

　窓の外から差し込んでくる神界の穏やかな朝の日差しを眺めて、どうにか呼吸を整える。

　はぁ……。気分変えよ。セルセウスのカフェに行ってコーヒーでも貰もらおう……。

　いつものドレスに着替えている最中、『ドンドンドン』と部屋の扉が激しくノックされた。

「うるさいなあ、誰よ……って、ええっ!?」

　扉を開けて驚く。アリア、アデネラ様、セルセウス、更には火の神ヘスティカ様や雷神オランド様まで……神殿に住む沢山の神々が集まっていた。

「な、な、何事ですかっ!?」

　私が叫ぶと、オランド様が言う。

「それはこちらの台詞だ！　リスタルテ！　今し方、お前の部屋から凄すさまじい邪気を感じたのだ！」

「邪気……？」

　アリアが恐ろしいものを見るような表情で口に手を当て、私を指さしていた。

「り、リスタ……！　アナタの体から邪気が溢れてるわ……！」

「何という禍々しいオーラだ！」

　意味も分からず呆ぼう然ぜんとする私。数歩、後ずさる神々とは逆に、アデネラ様が近付いて来た。私の左手を握って、ガン見する。

「こ、これは、の、呪いだな。術者に、う、腕を触られたろう？」

　アデネラ様が「見ろ」とばかりに私の目の前に手首を向ける。そこには誰かに握られたようにくっきりと手形が付いていた。

「う、噓……!!」

　じゃあ、さっき見たのは夢じゃなかったの!?

「え、怨えん皇こうセレモニク最後の呪い『ブラッディ・シスタリア憎悪血妹』……！」

　夢の中で聞いた台詞をリフレインしつつ、恐怖におののく私に対し、アリアはどうにか笑顔を繕った。

「リスタ。心配ないわ。此処ここは神界。きっと解決する方法がある筈はずよ」

　セルセウスも少し引きつった顔で頷うなずく。

「そ、それに呪われたからといって、神は死なない！　そこまで心配することはないんじゃないか？」

「そ、そう……だよね！」

「とにかくイシスター様に相談してみましょう」

　アリアと一緒に部屋を出ると、聖せい哉やが通路の壁にもたれていた。

「あっ、聖哉！　ちょっと待っててね！　すぐに終わるから！」

「……すぐに終わりそうにない程の邪気を発散させているがな」

「ふぅ」と短く息を吐くと、聖哉は私の近くに寄って来た。

「俺も行く」

　私とアリア、そして聖哉はイシスター様の部屋に向かったのだった。




「失礼します……」

　アリアに続いて、聖哉と一緒にイシスター様の部屋に入る。椅子に腰掛けたイシスター様は厳しい顔をして、私が口を開く前に話しかけて来た。

「リスタルテの体が黒い靄もやで覆われています。これ程までに強い呪いは久々に見ました。おそらく術者の命と引き替えに発動した呪いなのでしょう」

　イシスター様は言葉を続ける。

「神や勇者の身の内にあるのは仮の魂『アストラルソウル』。チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊は、それを破壊することで本来の魂『ディバインソウル』も連鎖的に壊すという魔導具です」

　このタイミングでイシスター様がチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊の話を始めたことに、身の毛がよだつ思いがした。

「ま、まさか、イシスター様……！」

「そうです。この呪いはチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊と同様の効果を持っています。呪いが完全に発動した時は、アナタのディバインソウルまでもが破壊されるでしょう」

「わ、私、死んじゃうってことですか!?」

　くらりと目眩めまいがした。押し黙る私とアリアに代わって、聖哉が尋ねる。

「呪いを止める方法はあるのか？」

「邪神のせいでリスタルテの未来が読み取れません。なので、ここから先の話は予知ではなく、私の推測となります。呪いを止めるには、この強力な呪いをも上回る圧倒的な光の力で解除する、もしくは呪い本体にディバインソウルが天に召されるか、砕け散るのを感覚させることです」

　ううっ！　『ディバインソウルが天に召されるか、砕け散るか』って、私が死ぬってことじゃない！

「バアさん。これも邪神の力によるものではないのか？　どうにかしてセレモニクに送られる邪神の加護を止めれば呪いも弱まるのではないか？」

「呪い自体は邪神の加護ではなく、セレモニク本体によるものです。そして今はセレモニクという存在が消失して、呪いだけが残っている状態。邪神の力を弱めたとしても呪いが消えることはないでしょう」

「なるほど。なら、魂が破壊されるまでに時間はどのくらい残っている？」

　イシスター様は私の顔をちらりと窺うかがった後で言う。

「リスタルテを覆う邪気の量から推測すると……呪いが完全に発動するまで、おそらく一晩とないでしょう」

　た、たった一晩!?

　聖哉が私を振り返る。

「リスタ。門を出せ」

「えっ？」

「まずはイクスフォリアにセレモニクの死体を確認しに行く。そこに呪いを解く手がかりがあるかも知れん」

「う、うん……」

　もうセレモニクの死体など見たくないが、そうも言っていられない。

「聖哉。リスタ。気を付けてね……」

　アリアとイシスター様に見送られつつ、私は地下のプロクシー・ルーム怨念遮断部屋に繫つながる門を出したのだった。




　……沢山のトラップが発動した後のプロクシー・ルーム怨念遮断部屋は、桶おけが散乱、壁が半壊して酷い有様だった。

　そして。セレモニクは手足を片方ずつ失ったあの時の状態のまま、地面に伏していた。

「あれ？　聖哉？」

　ふと聖哉がいないことに気付く。聖哉は半分開けた扉から、片目だけで様子を窺っていた。

「……何やってるの？」

「セレモニクは本当に死んでいるか？　死んでいるとして、呪いの効果は持続していないか？　この状態で俺まで呪われれば、どうしようもなくなるからな」

「も、もう死んでるってば。それに私が呪われたのは、セレモニクに手首を握られちゃったから。聖哉は大丈夫だよ」

　そう。強力な呪いの発動には、それなりに厳しい条件が必要だ。私は手首を長時間握られてしまい、まんまとその条件を満たしてしまったのだけど。

　ようやく門から出て来た聖哉は、目を細めてセレモニクを見た。

「干からびているな。リスタ。お前の力か？」

「う、うん。私の光の力を浴びたらこうなったんだ」

「つまりプロクシー・ルーム怨念遮断部屋に入り、セレモニクにトドメを刺そうとした結果、呪われたという訳か」

「う……。ごめん……」

　指示を破った私を、聖哉は諫めたりはしなかった。

「まぁ今回は俺のせいでもある」

　ポツリとそう呟つぶやくと、セレモニクを剣の鞘さやでツンツンと突き始めた。

「な、何してるの？」

「検死だ」

　……その後、聖哉は鞘でセレモニクの死体を引っ繰り返したり、転がしたりしていたが、やがて私に視線を向ける。

「絶命を完全に確認した。これでセレモニクがまだ生きていて、呪いを発動しているという線は消えた」

「そ、そんなこと考えてたんだ……」

「それでは、次はお前が教えて貰ったという光属性の神のところに行ってみよう」

　プロクシー・ルーム怨念遮断部屋では、セレモニクの死を確認しただけで特に得られるものはなかった。例の如く、土魔法でセレモニクの遺体を地中に沈めた後、私と聖哉は神界に戻ったのだった。




　門は神緑の森にある瓦かわら屋根の屋敷の前に出した。木で出来た扉を開き、金こん神じんバルドゥルの家に入る。

　畳の部屋でバルドゥルは私を見て、にこやかに微笑んだ。

「これはこれは。私との修行は役に立ったで……ほっげえええええええええええええええっ!!」

　しかし私が近付いた途端、バルドゥルは絶叫した。

「な、何て邪気!!　何て恐ろしい呪い!!　一刻も早く帰ってくださいでませ!!」

　バルドゥルは祭壇から壺つぼを持ってきて、入っていた塩を私達に投げつける！

「ぷわっぷ!?　ちょ、ちょっとバルドゥル!?　話を、」

「いくらお金を積まれても、こんな強力な呪い、私には無理でませ!!　お帰りくださいでませ!!」

　ものすごい勢いで塩を投げてくるバルドゥルを見て、聖哉が眉み間けんにシワを寄せていた。

「おい。何だ、コイツは。『砂掛けババアの女神』か？」

「い、いや、そんな女神いないよ！　一応、光属性の神だけど……」

　聖哉はバルドゥルに近付き、壺を引ったくると『ズボッ』とバルドゥルの頭に被せた！

「あがっ!?　く、暗いっ!?　そして……塩で目がしみるでませえええええええ!!」

　そして聖哉は何事も無かったように踵きびすを返す。

「時間がもったいない。行くぞ」

「う、うん……」




　聖哉に言われて、今度は神界の屋上に門を出した。神界ナンバー２の破壊神ヴァルキュレ様に解決策を聞いてみるようだ。ヴァルキュレ様は、前に戦神ゼトの存在を暗に教えてくれた。イシスター様が言えないような解決法を知っているのかも知れない。

　体に鎖を巻き付けただけの半裸の女神は、今日も屋上で下手くそな絵を描いていたが、聖哉が近寄ると絵筆を置いた。しばらく話をした後、ヴァルキュレ様が私の方に歩いてくる。

「分かったぜ。リスタルテ。仕方ねー。アタシが一肌脱いでやるよ」

　そして右手を私の顔に当てる。

「えっ？　ヴァルキュレ様？」

「簡単な話だ。要は呪い本体に『お前が死んだ』と錯覚させてやればいいんだよ」

「ちょ、ちょっと待って、ヴァルキュレ様!!　ま、まさか!?」

「破壊術式・其の一フアースト・ヴアルキユリエ……『シャタード・ブレイク掌握圧壊』！」

「ひでぶっ!?」

　痛みを感じる間もなく突然、目の前がブラックアウトした。




　……しばらくして、私は意識を取り戻した。いや、意識を取り戻すという表現は正しいかどうか分からない。私は少し離れた場所から、聖哉とヴァルキュレ様に囲まれて倒れている私自身を見ていたのだ。頭部が破壊され、とても良い子にはお見せ出来ないグロテスクな感じで、くずおれている。

　──げえええええええ!!　私ってヴァルキュレ様に殺されちゃった訳!?　ってことは、今の私って幽霊みたいなものなの!?　無茶苦茶するなあ、もうっ!!　ま……まぁ、でも、私の為を思ってやってくれた訳だし、実際これで助かるっていうのなら……。

　そう思いながら倒れた私を見ていると、体から発散されていた邪気が集まり、徐々に人の形を象っていく！　そして女性の頭部を持つ双頭の怪物に変化した！

　──ひいっ!?　セレモニク!!

　邪気が集まり具現化したセレモニクは、無くした筈はずの腕と脚が再生していた。だがセレナとモニカの顔は相変わらず血塗れで潰つぶれている。

　刹せつ那な！　双頭の間からドス黒い血を撒まき散ちらし、皮膚を突き破りながら、新たな頭部が現れた！　こちらも血塗れで、しかも眼球がくり抜かれたように無い！

　──アレが……シャナク!?

　何故か聖哉もヴァルキュレ様も、私の存在にもセレモニクの存在にも気付いていなかった。ひょっとすると、今の私とセレモニクは幽霊とか霊体とかそういう概念とはまた違う、意識のみの存在なのかも知れない。

　セレモニクは手探りで倒れている私に近付くと、膝ひざを折り、ブツブツと呟きだした。

「死んだ？　死んだ？　死んだ？　死んだ？　死んだ？　死んだ？　死んだ？」

　しかし、不意にすっくと立ち上がる。

　急にぐるりと首を捻ひねると、その光景を見ていた私のもとにヨタヨタと歩いてくる！　目が見えていない筈なのに何故か正確に！

　──うわわわわわわわっ！

　逃げようとするが、体が動かない！　私の体を摑つかむと、血塗れの顔を近付け、地獄の底から響くような声で言う！

「お前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいない」




「ひぃやああああああああああああああああああああ!!」

　私はまたも叫びながら目を覚ました。

「だ、大丈夫、リスタ!?」

　心配そうな顔のアリアが私を覗のぞき込んでいる。

「あ、あれ？　私？」

　見渡せば、自分の部屋。聖哉は勿もち論ろん、セルセウス、アデネラ様、ヴァルキュレ様までいる。怖々とヴァルキュレ様に破壊された自分の顔を触ってみるが、元通り再生しているようだ。

「ねえ、アリア。私、どのくらい寝ていたの？」

「二時間ほど。実はアナタが倒れている間も、私達に思いつく限りのことは試してみたのよ。でも……」

　沢山の神の中にイシスター様がいることに気付く。部屋から出られるのはとても珍しい。悲しげな表情のイシスター様を見た時、

『ああ、そうか。私はもう助からないんだ』──素直にそう思った。

　私はアリアの手を握る。

「アリア。私が死んだ後のことはアリアに託すわ。聖哉達と一緒にイクスフォリアを救ってね」

「ううっ、リスタ……！　こんな……こんなことって……！」

　アリアの目から涙がこぼれ落ちる。私はアリアの頭を撫なでてから、隣にいたセルセウスに話しかける。

「ねえ、セルセウス。キリちゃんとジョンデは？」

「俺のカフェにいる。二人共、とても心配しているぞ」

「二人に『ごめんね』って伝えておいて」

「わ、分かった……ううっ……！　だ、ダメだ……この雰囲気……耐えられん！」

　セルセウスが手で顔を覆いつつ部屋を飛び出した後、私は傍にいる聖哉を眺めた。

「聖哉。昨日、『助かった』って言ってくれて凄すごく嬉うれしかったよ。イクスフォリアに来てから足を引っ張ってばかりだったけど、やっと私、ちょっとだけ聖哉の役に立てたかなって。だから、満足だよ。でも……」

　無言の聖哉に思い切って言ってみる。

「最後にさぁ、一つだけお願いがあるの……」

　みんなが見ている。だけど『どうせ最後』だと思えば、さほど恥ずかしさは感じなかった。

「え、と。キス……してくれないかな？　ホッペでいいから……」

　私は照れ笑いする。

「いや、あの別に好きとか嫌いとか、人間とか女神とかそういうんじゃなくて。ただ、なんとなく。ほら……今まで一緒に冒険して来たじゃんね？　だから、お別れのキスって感じでいいから」

「リスタ……」

　聖哉は真面目な顔で近付いて来た。

　──ああ、これでもう思い残すことはないわ……。

　そして……。

　ゴスーン!!

　聖哉は寝ている私の頭部に拳こぶしを振り下ろした！

「……ぱぴっ!?」

　強烈な衝撃で私の口から変な声が漏れる！　周りの神々がざわついていた。

「あ、アレが最近の人間のキスなのか!?」

「俺にはげんこつに見えたぞ!?」

「げ、げんこつっぽいキスなのかしら!?」

　あーでもない、こーでもないと言っている神々に私は叫ぶ。

「こんなキスあるかああああああああ!!　こりゃ間違いなく、げんこつだわ!!」

「ああ、やっぱりそうだよね！」と妙に納得する神達を無視し、今度は聖哉に声を張り上げる。

「お前、いきなり何してくれてんだ、オラアアアアアアアアアア!!」

　すると聖哉は「フン」と鼻を鳴らす。

「まだまだ元気ではないか」

「さ、最後の最後までアンタって人はああああああああ!!」

「最後だとまだ決まった訳ではない。本当にやるだけやったのか？　後悔のないところまでやったのか？」

「えっ……」

　そして聖哉は真剣な目を私に向けた。

「簡単に諦あきらめるな。最後の瞬間まで抗い続けろ。俺はもう二度と後悔はしないと決めた。俺も、そして、お前もだ」

「聖哉……？」

「呪いが完全に発動するまで、まだ時間はある。そして可能性は依然、残されている。付いてこい」

「って、ふえええっ!?」

　寝ている私を無理矢理ベッドから引っ張り出す。そして、

「バアさん。アンタもだ」

「は、はいはい」

　聖哉は私とイシスター様の腕を取り、周りにいた神々を押しのけつつ、部屋から出たのだった。








第四十五章　神と人と






「ねえ、聖せい哉や！　何処に行くのよ？」

　聖哉は無言で私とイシスター様を引っ張るようにして歩き続ける。神殿の三階に辿たどり着ついた時、遂にイシスター様が口を開いた。

「……竜りゆう宮ぐう院いん聖哉。もしや、最奥神界を巻き込むつもりですか？」

「そうだ。時の神とやらに力を発揮して貰もらう。多少の危険は伴うだろうが、もうこれしか方法はない」

　あ……!!　ひょっとして、聖哉……時の神クロノア様の力で私を呪いにかかる前に戻して救おうと!?　で、でも!!

「時空の改かい竄ざんは神の規律でも禁忌中の禁忌。おそらくは不可能かと……」

　イシスター様の言葉にも、聖哉は振り返りもせず歩く。

「バアさんは時の神に俺を会わせてくれればそれでいい」




　聖哉は三階廊下の奥まった場所にある扉の前で立ち止まる。最奥神界へと通ずる『時の停止した部屋』だ。アリアから聞いて存在は知っていようが、聖哉がこの部屋に入るのは初めての筈。聖哉はイシスター様に扉を開く呪文を唱えさせた後、先を歩かせた。

　神々の魂が陳列された棚を通り過ぎると、やがて目前に大きな絵画が現れる。曲がりくねった道が、崖がけの上にある神殿へと繫つながっている神秘的な絵。この絵こそが最奥神界の入口なのだ。

　絵を前にしてイシスター様が真剣な表情で聖哉を振り返った。

「竜宮院聖哉。気を付けてください。かつて、ある神が最奥神界に申し出た願いが決裂したことがあります。そして、そのことが神界統一戦争アルマゲゼーダの引き金になったのです」

　──神界統一戦争アルマゲゼーダ……。

　以前、戦神ゼトもそのことについて語っていた。私が女神として神界に生まれたのは、百年前。おそらくそれ以前にあったことなのだろう。でも『戦争』……平和な神界でそんなことがあったなんて、何だか信じられない。

　イシスター様は聖哉に念を押していた。

「とにかく最奥神界の神の機嫌をくれぐれも損ねないようにしてください」

「大丈夫だ。うまくやる」

　絵の中に入った後、道なりに歩く。神殿の石段前につくと、イシスター様は足を止め、その場に跪ひざまずいた。私も真似をして跪く。

「最奥神界に坐います、時の大神クロノア様……統一神界最高位イシスター、お願いがあって参りました……」

　するとゆっくりと神殿の扉が開かれた。

　……以前、私の罰を軽減してくれた時は、お声のみで姿は見えなかった。だが、眩まばゆい光と共に時の女神クロノア様が扉の中から現れる。

「な、何て……綺き麗れい……！」

　自分の置かれている大変な状況も忘れて、その姿に見とれてしまう。

　統一神界にいる女神達が普段封印されている白き翼を背にし、神々しいオーラを放っている。きらびやかなドレスに身を包み、長い髪を後ろで一つに束ねた時の神クロノア様は、私が今まで見たどの女神よりも高貴で美しかった。

「イシスターのご指名とあって出てきました」

　にっこり微笑みながら、クロノア様はこちらに歩んでくる。そして私を見て、同情に満ちた顔をした。

「リスタルテ……可哀想に。酷い呪いね。私の力で呪われる前の状態に時間を戻してあげたいのだけれど、」

　そこまで言った時、

「……ダメだ」

　辺りに低い声が木霊した。クロノア様は肩をすくめる。

「うるさいのがいるのよね」

「……時を戻すのは、神の理に反する」

　その威厳ある声には聞き覚えがある。理の神ネメシィル様だ。以前、私の治癒の力を戻す時も、最後まで渋っていた。私にとっては『厳格で頑固な神』というイメージだ。でも、きっとこの神の許可がないとクロノア様は動けないのだろう。

　皆が押し黙る中、聖哉はクロノア様に語りかける。

「構わん。放っておけばいい」

　!!　いや何様なのよ!?

　聖哉の声はネメシィル様に聞こえてしまったらしい。怒号のような声を発する。

「人間が！　口の利き方を心得よ！　我は理の神ネメシィルなるぞ！」

　そして、大きく音を立てて最奥神殿の扉が開かれた！　そこから出て来たのは、

「で、でっかい……！」

　何と身の丈五メートルはある巨きよ軀くの男神だった。顎あごひげを蓄えた凜り々りしい顔付きに、彫像のような体つき。セルセウスの千倍は威厳と威圧感がある。

　理の神ネメシィル様は、ずしん、ずしん、と足音を響かせながら聖哉の目前まで歩いて来た！

「わ、わわっ!!　聖哉!!　謝った方がいいんじゃ!?」

　だが謝らず、ただネメシィル様を見据える聖哉の頭上から声が轟とどろく。

「我の決定こそ、最奥神界の決定！　時空の改変は禁忌！　リスタルテの時間を戻させることなど出来ん！」

　あまりの迫力に私は震え、そしてイシスター様でさえ、固くなっている。それでも聖哉は相変わらず表情一つ変えなかった。

「呪いにかけられる前に時間を戻せとは言っていない。一年前の魔王アルテマイオスとの決戦──俺とリスタはそれをただ近くで見学するだけだ」

　ええっ!!　一年前に戻り、魔王戦を見る!?　そ、それと私の呪いを解くのと一体何の関係があるのよ!?

　私には聖哉の意図するところがまるで摑つかめなかったが、イシスター様はハタと膝ひざを打った。

「なるほど。竜宮院聖哉。確かにそれなら時空改竄を起こさず、リスタルテを呪いから救うことが出来るかも知れません」

「ど、どういう事なんですか？」

　私はイシスター様に尋ねるが、

「お前は詳しく知る必要はない」

　聖哉にぴしゃりと一いつ蹴しゆうされる。いや、何でだよ！　私のことなのに！

　ネメシィル様は聖哉を睨にらみ付けながら言う。

「それならばイシスターに頼み、水晶玉で過去の様子を見ればよかろう」

「いや。直接、過去に戻り、至近距離で見なければ意味がない」

「過去に戻った時、お前達の姿が魔王や魔物など第三者に認識されれば、タイム・パラドックス存在環矛盾が起こる可能性がある。そうなればイクスフォリアが崩壊する」

「そうならないよう、変化の術で魔物に変化していく。更に充分なスペースがあれば、ケイブ・アロング移動式洞窟を使って潜る」

「……その必要はないわ」

　二人の話を聞いていたクロノア様は、マントのような物を私と聖哉に差し出して来た。

「インヴィジブル・ケープ亜空間外套。時間移動をする際、タイム・パラドックス存在環矛盾を防ぐ神具よ。これを羽織れば、その時代に存在してはいけない者を不可視化することが出来る。匂いも気配も音さえも消し去るのよ」

　こ、これなら私達の存在が認識されない！　やっぱりクロノア様は優しいわ！

「魔王戦を窺うかがうだけなら何の問題もないわよね。それじゃあ、今からリスタルテと竜宮院聖哉を一年前のイクスフォリアに送るわ」

　クロノア様は、私と聖哉に向けて片手を伸ばそうとした。

　だが、その時。

「待て。我はまだ許可していない」

　私と聖哉の前にネメシィル様の巨体が立たち塞ふさがる。聖哉がネメシィル様を睨んだ。

「時の神が良いと言っているだろう。どけ。リスタには、もうあまり時間がない」

「口に気を付けろと言っただろうが、小僧!!」

　最奥神界を揺るがす怒声が響いた！

「あまり我を愚ぐ弄ろうするな……!!　捻ひねり潰つぶすぞ!!」

　ハラハラして聖哉を見たその刹せつ那な。私の背筋は凍り付く！

　……聖哉が鞘さやから剣を抜いていたからだ！

「竜宮院聖哉!!　いけません!!」

　私より先に、イシスター様が大声で叫ぶ。

　だが……聖哉は剣を構えているだけで動きはしなかった。

「……何だ？」

　ネメシィル様が訝いぶかしげに呟つぶやく。そして……私は気付く。

　聖哉の持っている剣から発散された赤黒いオーラがネメシィル様を覆っている！　ネメシィル様は、シワが増え、たるみ始めた自らの腕の変化に気付いた！

「わ、我の肉体が……？　何だ、その剣は……？」

　──ま、まさか、この剣は……！　神から神気を奪い、弱らせる『ホーリーパワー・ドレインソード』……！

　聖哉がネメシィル様に告げる。

「『リスタ・ババアソード』だ」

「!?　言うなよ、その別名!!」

　私は叫ぶが、聖哉はネメシィル様に続けて語りかける。

「理の神ネメシィル。ジジイになりたくなければ条件を吞のめ」

「……貴様!!」

　ネメシィル様が鬼の形相で聖哉を見る……が、そこにもう聖哉はいない！　禍々しいオーラを発する剣をかざしたまま、ネメシィル様から充分な距離を取っている！

「ふざけおって、人間めが!!　その『リスタ・ババアソード』とやら……へし折ってくれるわ!!」

　あの……大変な状況ですけどネメシィル様、あんまりその剣の名前、言わないでください！　恥ずかしいんで！

　ネメシィル様は聖哉に対して身を屈め、攻撃体勢を取る！　それでも聖哉はネメシィル様に剣を向け続ける！　聖哉に突進するネメシィル様！　そして次の瞬間、私の目を疑う光景が！

　しゅる、しゅる、しゅる、しゅる……。

　聖哉に近付くにつれ、猿からヒトへの進化絵を逆行するような勢いで、ネメシィル様の体が小さくなっていく！

「え……えええええええ!?」

　ようやく聖哉の目の前に辿たどり着ついた時……ネメシィル様は小柄でヨボヨボの老体と化していた。

　私は勿もち論ろん、クロノア様もイシスター様も言葉を失う。そんな中、聖哉は小さくなったネメシィル様に改めて聞く。

「今から俺とリスタは過去に行くが……構わないな？」

　するとネメシィル様はプルプル震えながら、にこりと微笑んだ。

「うん。いいよォ、別に」

「!!　おじいちゃんになって性格が穏和になった!?　ネメシィル様!!　タイム・パラドックス存在環矛盾はいいんですか!?」

「タイム……はて？　何じゃったかのう。全然分からん。腰、痛い」

　地面に座り込んでしまったネメシィル様。呆ぼう然ぜんとする私達。その隣で聖哉は赤黒い刀身の剣を眺めていた。

「うむ。良い剣だ。やはり役に立った」

　少しの沈黙の後、

「ぶっ……！」

　クロノア様が堪えきれなくなったかのように吹き出した。更に、

「あっははははははは!!」

　クロノア様と同調するように、神殿から中性的な声が響く！

　──こ、この声は……最高神ブラーフマ様!!

　最奥神界ナンバー１の創造の神は相変わらず姿を見せない。ただ楽しそうな声が辺りに木霊している。

「久し振りに笑わせて貰もらったよ。理の神ネメシィルの許可も出たことだし、過去に戻って魔王戦とやらを見てくればいい」

　よ、よし！　最高神もＯＫしてくれたわ！

「ただ竜宮院聖哉。一つ誤解のないよう言っておくよ。もし仮に、人間である君とリスタルテとの立場が逆だったら、我々は決して動かなかっただろう。リスタルテは女神。統一神界に住む神は我々の子だからね」

　つまり『人間なら、どのような苦境であっても見捨てる』ということだろうか。飄ひよう々ひようとしているが、冷たい言葉だと思った。だが聖哉はブラーフマ様の言葉に対し、「フン」と鼻を鳴らしただけで何も言い返さなかった。ただクロノア様に近付いて、耳元で何やら囁ささやいている。

「……分かった。そのタイミングね。それじゃあ、これよりアナタ達を一年前のイクスフォリアの魔王城に送ります」

　私は聖哉と共にインヴィジブル・ケープ亜空間外套を身にまとう。

「いい、リスタルテ。十分間よ。十分経てば強制的に最奥神界へと戻すから」

「わ、分かりました！」

「竜宮院聖哉。リスタルテをよろしくお願いします」

　イシスター様に聖哉が僅わずかに頷うなずいた。クロノア様が私と聖哉に片手を向けてくる。

「用意はいいわね？　いくわよ……」

　そして、私達の周りの空間は歪ゆがむ。視界に映るクロノア様とイシスター様の姿が段々と遠くなっていった……。




　ふと気付けば私と聖哉は薄暗がりの中にいた。辺りは強烈な邪気と血の臭いが満ちている。

　──こ、此処ここは魔王城……？　うう……何て嫌な感覚……！

　突然、聖哉が私の腕を引いた。二人で傍にあった石柱の陰に隠れる。私達の声や姿や気配は、第三者には感覚出来ないらしいが、それでも念の為に身を隠すのは聖哉らしい慎重さだった。

　石柱から様子を覗のぞき見みる。私達から離れた所では、最終形態となり、醜悪な怪物の姿に成り果てたイクスフォリアの魔王アルテマイオスが、天に四本の腕をかざしていた。

「力が……邪悪な力が漲みなぎってくる！　これが邪神の力か！　今からイクスフォリアを魔界に変えてくれる！」

　勇者を殺し、邪神の加護を得たのだろう。アルテマイオスは高笑いをしながら、魔王の間から出て行った。しばらく周りの様子を窺った後、聖哉はそろりと魔王がいた場所に近付いていく。私も無言で聖哉の後を追った。

　急に聖哉がジェスチャーして、私の動きを止めさせる。前方に何かが倒れているようだ。

　──あ、あれって……もしかして……!!

　聖哉は一人でそこに近付いていき、しばらくした後で帰ってくる。

「自業自得で向こう見ずなバカが死んでいる」

「そ、それって、」

「うむ。昔の俺だ。心臓を抉えぐられ、頭部を潰されていた」

　自分の死体を見た後も、まるで他人事のように聖哉はそう言っていた。

「それよりリスタ。どうだ？　お前の体に変化はあるか？」

「へ、変化って……うぷっ……吐き気はするけど……！」

「そういうことではない。ふむ……おかしいな。アリアから聞いていた話によれば、魔王はティアナ姫の腹の子を食べた直後に俺を殺したらしいが……」

　聖哉はふと気付いたように頷いた。

「すると……そうか。まだ生きているのか」

「えっ？」

　その時。暗闇の向こうから、か細い声が聞こえきて、私は心臓が止まりそうになる。

「な、何、今の声!?　他に誰かいるの!?」

「あっちだ」

　おそるおそる聖哉に付いていく。そして私は息を吞んだ。

「聖哉ぁ……どこ……どこ？」

　私の目の前には血塗れのティアナ姫が倒れていた！　腹部から大量の血を流し、目や口からも出血している！

　──そ、そんな……!!　お腹を引き裂かれ、子供を食べられて……それでも私は……ティアナ姫はまだ生きて……!?

「暗いよ……痛いよ……怖いよ……」

　哀れだった。もはや目も見えていないのだろう。過去の私は体を痙けい攣れんさせながら、暗闇の中、刻一刻と迫る死の恐怖と戦っていた。

「聖哉……痛いよ……苦しいよ……聖哉ぁ……」

　──ううっ！

　見ていられなくて、ティアナ姫から目を背ける。そして聖哉を振り向いた時、私は吃きつ驚きようする。

　聖哉がクロノア様に貰ったマントを脱ぎ捨てていたからだ。

「せ、聖哉!?　ティアナ姫に姿を見られちゃうよ!?　タイム・パラドックス存在環矛盾が……!!」

「もはや、この女の死は決定事項。俺達に気付いても死人に口なし。パラドックスは起こらない」

　そして聖哉はティアナ姫に近付いていく。

「……ティアナ。此処だ」

　聖哉の声を聞いたティアナ姫は、苦痛の表情を少しだけ緩めた。

「聖哉……？　聖哉なの？」

「ああ、そうだ」

「聖哉ぁ……よかったぁ……」

　聖哉は黙ってティアナ姫の手を取った。

「ねえ、私……死ぬのかな？」

「そうだな。だが、死は生まれてくる前の状態に戻るだけだ。怖くはない」

「そっか……」

「俺もすぐに行く。また会おう」

　そうして。ティアナ姫は動かなくなった。

　……いつの間にか、私の目から涙が零れ落ちていた。

　慎重な聖哉のことだ。少しでもタイム・パラドックス存在環矛盾が起こる可能性のある事柄なら避けて通りたかった筈はず。

　──でも……それでも……死の淵ふちで苦しむティアナ姫を放っておけなかったんだ……！

　涙で滲にじむ目で聖哉とティアナ姫を見ていた、その時。私の体から『ぶわっ』と邪気が拡散した！

　えっ!!　こ、これは!?

　今まで私の体を覆っていた邪気が離れた所で形を作る！　そして、現れた目鼻の潰れたセレモニクが、手探りしながら、よたよたと事切れたばかりのティアナ姫に近寄っていく！

「おおおおおおおおお……女神の魂は天に召された！　死んだ死んだ女神は死んだ！　呪いは成就した成就した成就した成就した……」

　セレモニクは満足げに呟くと、辺りの闇に溶けるように忽こつ然ぜんと姿を消した。

　……聖哉が呆然と立ち尽くす私を見詰めていた。

「邪気が消えた。どうやら上手くいったようだな」

「セレモニクの呪いが解けた……？　一体どうして？」

「リスタと同じ魂を持つティアナ姫が殺された後、魂が天に召される瞬間をセレモニクの呪い本体に感覚させたのだ。狙い通り、セレモニクは錯覚し、呪いが解けた」

「そ、そういうことだったんだ……！」

「万が一、お前に宿る呪い本体が最奥神界で俺達の会話を聞くことが出来た場合、この策が露見する恐れがあった。だからお前には詳しく言わなかったのだ」




　……クロノア様の時の魔法が切れて、私達が最奥神界に戻るまで後数分。その間に私は聖哉に言う。

「聖哉……ありがとうね」

「礼はいらん。今回、お前が呪われたのは俺のせいでもあると言ったろう」

「違う。違うの。ティアナ姫を……看取ってくれてありがとう」

「より近くでセレモニクに、お前が死んだと錯覚させたかっただけだ。それに、」

　くずおれたティアナ姫の遺体をちらりと見た後で言う。

「あの状態だ。俺の言葉など届いていたかどうかも分からん」

「……そんなことない」

「何故分かる？」

「だって……だって私は……すごく嬉うれしかったから……！」

　泣きながら言うと、少し黙った後で聖哉は呟つぶやく。

「そうか。ならば、そうだな」

　やがて、周りの空間が歪む。時間が来たのだろう。私達は一年前の魔王城から最奥神界へと戻ったのだった……。




　クロノア様とイシスター様に深く感謝した後、私は聖哉と一緒に最奥神界から出た。

『時の停止した部屋』の扉を開き、通路を歩くと窓の外には星が輝いている。

「今日はもう遅い。明日こそはイクスフォリアに向かうぞ」

「……うん」

　言いたいことは沢山ある筈なのに言葉が出てこない。そうこうしているうちに聖哉は召喚の間に行ってしまった。

　──もうちょっと聖哉と一緒にいたかったのにな……。

　一人になった私は、ともかくアリアの部屋に行って無事を伝えた。それから神殿を出てカフェ・ド・セルセウスに向かう。

　テーブル席に座っていたセルセウスにジョンデ、そしてキリコが私を見て、駆け寄って来た。

「おおっ！　リスタ！」

「女神！　無事だったか！」

「リスタさん！　よかった！」

「ごめんね。心配かけて。もう大丈夫よ」

　キリコを抱きしめていると、ジョンデが尋ねてくる。

「それであの勇者は？」

「召喚の間に戻ったわ。明日、イクスフォリアに向かうって」

「聖哉さんもリスタさんも、もうちょっと休んだ方がいいんじゃ……」

「うぅん。いいの。私のせいで出発が遅れちゃったし」

　セルセウスがコーヒーとケーキを持ってきてくれた。しばらく雑談した後で、私は神殿の自室に戻った。




　ベッドに寝転がって、目を閉じる。色んなことがあったせいか、体はクタクタに疲れていた。

　──聖哉も疲れただろうな。病み上がりなのに、また無理させちゃった。

　私は聖哉が普段、何を思い、考えているのかよく分からない。でも今回のことで、聖哉だって人並みに傷ついているのだと分かった。いや、本人はまるで気にしていないつもりでも、心の奥の方は傷ついていたのだ。だから……倒れた。

　私はキリコに言われるまで聖哉の精神疲労に気付かなかった。機械である筈のキリコが聖哉のことを私より理解しているのは、サポートする女神として恥ずかしいことだと思った。

　──これからは聖哉のこと、もっと気に掛けてあげなきゃ……。あ、あとそういえばネメシィル様って、おじいちゃんのままで良かったのかな？　うん、まぁいいか。ほっときゃ元に戻るよね……。

　そんなことを考えているうちに、私は眠ってしまった。




　気付けば、周り全てが暗闇の中、私は一人ぽつんと佇たたずんでいる。

　──あ、あれ？　さっきまで部屋にいた筈なのに……これって、また夢？

　辺りを窺うかがうと、少し離れた場所に誰かいることに気付いて、ギクリとする。

　まさか、セレモニク!?　呪いは解けた筈なのに!!

　目を凝らして見ると、周りの闇と同じような漆黒のローブに身を包んでいる。背格好や雰囲気はセレモニクとは違う気がした。

「初めまして。女神リスタルテ」

　それはハスキーな女の声で話しかけて来た。顔は深く被ったフードのせいで見えなくて不気味だったが、セレモニクではないと分かり、少し安心する。

　しかし、

「たいしたものだね。ブラッディ・シスタリア憎悪血妹から逃れるなんて。てっきり助からないと思ったけれど。まぁ、時を遡さかのぼられては仕方がないな」

　全てを近くで見ていたような女の言葉に、私の背筋は凍り付いた。

「な、何なの、アナタは一体……？」

「ああ、安心するといい。私は神も勇者も殺せない。ただ世界を歪ませることしか出来ない非力な存在だ。だがいつかこの力が、宇宙を正しい姿に変換出来ると信じているよ」

　女は乾いた声で笑った後、踵きびすを返した。

「待って！」

　私は女を追おうとする。しかし突然、強烈な風が吹いてきて、前に進めない。風で目を細めながら、どうにか女の様子を窺った。いつの間にか、女はローブを脱ぎ捨てていた。

　黒、白、赤、青、金……様々な色の毛髪が折り重なるように混じり合っている。強風で棚引く髪の毛の間から見えるのは、黒い翼。刹せつ那な、イクスフォリアで何度か聞いたことのある魔物の名前が私の脳裏を過ぎった。

　──『まだら髪の悪魔』……!!

　立ち去ろうとした悪魔は、だが、ふと足を止めた。私の方を振り向きもせずに言う。

「君の召喚した勇者は素晴らしい勇者だ。力もあり、深謀遠慮に長けている。だが、それでも……竜宮院聖哉は大切な者をもう一度失う。これは予言ではない。確定した未来だ」

「そ、それってどういう……」

　聞き返そうとした次の瞬間、その姿は暗闇に同化するように消えてしまった。




　……目を開くとランプの薄明かりだけが、ほの明るく私の部屋を照らしている。頭を少し傾けて見れば、窓の外は真っ暗。まだ深夜なのだろう。

　今のは夢？　いや……違う！　まだら髪の悪魔が、セレモニクのように私の精神に入り込んで来たんだ！　だ、だけど、私が神界にいるのにそんなことが出来るなんて……？

　色々、思考を巡らせようとするが、体が重いことに気付く。顔だけ動かしてみれば、被っている毛布のお腹の辺りが膨らんでいる。

　──な、何……？

　意を決し、思い切って毛布をめくる。するとそこには──。

「オオオオオオオオオ……」

　目鼻が潰つぶれた血塗れの女の顔！　何と、消えた筈のセレモニクが私の上にのし掛かっていた！

「!!　ギャアアアアアアアッ!?」

「お前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいないお前は死んでいない」

　呪じゆ詛そのように言葉を吐くセレモニクの体は透けており、天井が透過して見えている。

　こ、これは、ゴースト!?　死んだセレモニクが今度は霊体化して復活したというの!?　こ、こんなことって……!!

　ありえない状況！　だがそれと同時に私の中で、ある確信が生まれる！

　──そうか……！　これはきっとアイツの力……！　アイツが……まだら髪の悪魔こそが、イクスフォリアに巣くう邪神なんだわ……！

　私の目前、セレモニクのゴーストが歯のない口こう腔こうを開いていた。

「お前の体内に侵入し……もう一度、ブラッディ・シスタリア憎悪血妹を発現させてやる……」

「ううっ！」

　セレモニクの腕が黒い靄もやのようになり、それが私の口から体内に入ろうとしていた！　手で防御しようとしても、すり抜けて私の唇に近付いてくる！

　──も、もうダメ……っ！

　ゴースト相手に為す術もなく、諦あきらめかけたその時。

「……破壊術式・其の四フオース・ヴアルキユリエ『アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖』」

　聞き慣れた平淡な声が部屋に響く！　気付けば、セレモニクの体に鎖が幾重にも巻き付いている！

「せ、聖哉っ!?　聖哉なの!?」

「……時の神の力を借りて過去に戻ったとして、それでもセレモニクの件が片付かないことも考えてあった」

　す、凄すごいっ!!　流石、『ありえないくらい慎重』!!　で、でもこの声は一体どこから聞こえてくるの!?

　鎖を辿たどると、ベッドの下から出ていることに気付く。しばらくすると聖哉がベッド下の隙間から、のそりと這はい出て来た！

「うええええええっ!?　何で、そんな所から出てくんの!?」

「こんなこともあろうかと、お前が眠る前からずっとベッドの下で息を殺していたのだ」

「!!　都市伝説ですか!?」

　な、何よ、この気持ち悪いような、嬉しいような、不気味なような、頼もしいような複雑さはっ!?

　聖哉は鎖でがんじがらめにしたセレモニクを見ながら言う。

「ふむ。ゲアブランデで出会った死神クロスド＝タナトゥスに近い存在らしい……いや、邪神の力でそれに近い存在に変化した、というべきか。故に現況、対ゴースト用の破壊術式『アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖』が作用している訳だが、」

　分析している途中、鎖で縛られたセレモニクがピクリと動いた。

「オオオオオオオオオオオオ……！」

　セレモニクの怨えん嗟さに満ちた唸うなり声が響く！　すると部屋中から腐敗したような腕が何十本……いや何百本と現れる！

「ひええええええっ!?　何よ、コレ!?」

　セレモニクの足下からも出現した数本の腕が伸長し、聖哉の鎖を摑つかんで引き千切った！

「そ、そんな！　アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖が破られた！」

　天井、壁、床から蛇のように蠢うごめく何百本もの腕！　そして、鎖から解き放たれ、自由となったセレモニクが私に近付いてくる！

「ころすころすころすころすころすころすころすころす」

　──ゴースト化したせいで怨おん念ねんのパワーが増幅してる!!　この部屋はもうセレモニクの呪いのテリトリーなんだわ!!　こんなの一体どうしたら……!?

　悪夢のような空間で、救いを求めて聖哉を見た。聖哉は普段通りの冷静さを保ちながら言う。

「先程まではセレモニクの存在が消失し、呪いだけが残っていた状態。だが、邪神の力によりセレモニク本体がゴースト化して存在している今なら対処は出来る」

「た、対処って……!?」

「お前のベッドの下に隠れる前に、この部屋の周りに六個の結界石を設置。対象であるセレモニクの髪の毛も入手。更に、セレモニクが取とり憑ついているリスタから半径五百メートル以内の場所で破邪の剣舞を三時間行っている」

「それって……まさか……!!」

　聖哉が鞘さやからプラチナソードを抜いた。プラチナソードはまるで剣自体が発光しているように、普段より数倍眩まばゆく輝いている。

「セイクリッド・ヘキサグラム六芒星破邪の秘儀──発動」

　途端、部屋中が光に包まれ、蠢いていた無数の腕が光の波動に押し流されるように消え去っていく！

　──グランドレオンを倒す為にイシスター様から授けられた秘儀を……このタイミングで使うなんて……!!

　光の波動によってセレモニクの霊体も朽ちていく！　肉が剝はがれ、アンデッドのような姿となったセレモニクは、それでもゆっくりと私の方に近付いて来た！

「こ……ろす……ころすころすころすころすころすころすころすころす」

「ひっ……！」

　な、な、何て執念なの!!

　恐ろしくて体が震える！　しかし瞬間、セレモニクの霊体に鎖が巻き付いた！　最初は足、それから胴、首にも！　気付けば、聖哉の手からだけでなく、部屋中の壁や床からも破壊の鎖が伸びている！

　聖哉が射るような視線をセレモニクに向けていた。

「アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖。アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖」

　ヒィッ!?　こっちも何だか、もの凄い!!

　部屋を覆い尽くすような鎖が「ころすころす」と呪詛のように唱えていたセレモニクの口元に巻き付いてゆく！　顔どころか全身にも重なるように巻き付き……やがてセレモニクはまるで繭のようになってしまった！

　鎖でグルグル巻きにされたセレモニクを睨にらみながら、聖哉が自分の腕から出ている鎖を『グッ』と引く！　すると、膨れあがった繭が収縮する！　握にぎり潰すような音と共に、鎖の間からドス黒い邪気が飛散した！

　……聖哉の破壊の鎖が全て消えた後。セレモニクの姿はもう何処にもなかった。

「た……倒したの？　今度こそ？」

「うむ。おそらくな」

　私は腰が抜けて床に座り込んでしまう。しばらくして呼吸を整えた後、どうにか聖哉に話しかける。

「で、でもビックリしたよ……。六ろく芒ぼう星せい破邪を使うなんて。私、そんな技があったことすら忘れてたわ……」

「グランドレオン戦で使えなかったとはいえ、邪神の加護を断つのに有効な手段だ。常に頭の中にあった」

「そうなんだ……。あっ、でも触媒に使ったセレモニク本体の髪の毛！　それって一体いつ何処で手に入れたの？」

「お前と一緒にセレモニクの死体を確かめに行った時に入手していた」
















「ええっ!!　じゃあ、あの時から六芒星破邪の発動を考えてたってこと!?」

「念の為だ」

　聖哉は私と話しながらも、セレモニクがいた空間を睨んでいたが、やがて小さく頷うなずいた。

「完全に消滅したように思う。それでも、しばらくの間はお前の経過観察を続けよう」

　ふと気付いて聖哉に尋ねてみる。

「ねえねえ。それって、これから私の傍にいてくれるってこと？　夜とか添い寝してくれたりするの？」

　すると聖哉は呟つぶやく。

「やはり、もう大丈夫だ。セレモニクは確実に消滅した」

「!!　あれっ!?　さっきと言ってること違くない!?　ホラ、そこはもうちょっと慎重にさあ、」

「黙れ。うるさい。寝ろ」

「ぎゃふっ!?」

　私の顔に枕が叩たたき付けられる。

「何すんのよっ!!」と枕を取って叫んだ時には、既に聖哉はドアノブを回して部屋から出て行くところだった。

「あっ！　待って！」

　しかし聖哉は振り向きもせず、スタスタと通路を歩き……私は部屋の中、一人、取り残された。

　ああ、もうっ！　ちゃんとお礼言いたかったのに！　枕なんかぶつけるから、変な感じになっちゃったじゃない！




　……聖哉がいなくなった後、ベッドに腰掛け、改めてセレモニクとの戦いを振り返ってみた。

　私にかけられたセレモニクの呪いは、イシスター様も匙さじを投げた強烈無比な呪いだった。それを聖哉は、時を遡さかのぼり、セレモニクを錯覚させるという離れ業で覆した。それでも恐るべきセレモニクの執念は、邪神の力を得て、ゴースト化して復活。再度私を襲う。なのに聖哉はそれすら見越していて、今度は六芒星破邪を使って倒してしまう。

　──本当に何て凄い勇者なんだろ……。

　聖哉が起こした奇跡の連続に、畏い敬けいの念さえ感じた私だったが、




『それでも……竜宮院聖哉は大切な者をもう一度失う。これは予言ではない。確定した未来だ』




　不意に邪神の言葉が脳裏を過ぎった。

　あれは間違いなく私に向けて言った言葉だろう。つまり邪神は、イクスフォリアを救う前に私の命が消えると言いたいのだ。

　そう。魔王に殺されたティアナ姫のように、再び……。

　私はギュッと拳こぶしを握り締める。

　な、何が確定した未来よ！　聖哉はきっと助けてくれる！　それに……バカにしないで！　私だって女神よ！　もし万が一、イクスフォリアを救う途中で死ぬとしても、後悔なんかないわ！

　聖哉に助けられ、気分が高揚していたせいもあり、その時、私は確かにそう思っていた。

　この先の未来。私の想像を遙かに上回る恐ろしい出来事が待ち受けているとは、思いもせずに……。








あとがき






　皆様こんにちは。この度は『この勇者が俺ＴＵＥＥＥくせに慎重すぎる』四巻を手に取って頂き、誠にありがとうございます。そう、早いものでもう四巻です。当初はこんなに続けて刊行させて頂けるとは思っていませんでした。月並みですが、これもやはり買って頂いた皆様のおかげです。四巻だけ買う人はまぁあまりいないと思うので、この巻を買ってくれた皆様はきっと一巻からずっと買って下さっている訳で……そう考えると感謝に堪えません。本当にありがとうございます！

　四巻も精一杯、全力で書きました。超簡単に内容に触れますと、巨大なリスタが現れて半裸になったり、リスタが敵に呪われて死にそうになったりします。女神なのに相変わらず酷い目に遭っていますね。彼女にはいつか幸せになって欲しいものです（他人事）。

　今回も、とよた瑣さ織おり様の美麗イラストで、キャラクターの魅力が存分に引き出されております。本文と合わせて楽しんで頂ければ幸いです。

　一応、第二部イクスフォリア編は次巻で完結にしようと考えています。はたして、聖せい哉やとリスタは前回救えなかったイクスフォリアを救うことが出来るのでしょうか……。

　それでは五巻でまた皆様にお会い出来ることを祈念しつつ、今回のあとがきを終わります。

　追伸：コミカライズも進行中ですので、そちらも楽しみにして頂けると幸いです！


土つち日ひ　月らいと










土日月

LIGHT TUCHIHI

愛知県在住。昭和生まれ。牡牛座。ＷＥＢ小説投稿サイト『カクヨム』に投稿していた本作でデビュー。デビュー前も今も変わらない目標は、『読者に楽しんで貰える物語を作ること』。お笑いが好き。悲しいだけのお話は苦手。最近は気に入ったゲーム実況者の動画をエンドレスで観ている。家にいる三匹のハムスターの世話をしている時が幸せ。



















カバー・口絵・本文イラスト／とよた瑣織

デザイン／木村デザイン・ラボ












この勇ゆう者しやが俺おれＴＵＥＥＥくせに慎しん重ちようすぎる４








土つち日ひ 月らいと
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